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			チート魔術で運命をねじ伏せる③

			月夜 涙

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン･青木武（ＡＯ　ＤＥＳＩＧＮ）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　エルシエにて

			第１話　ファーストキス

			第２話　アンネロッタ・オークレール

			第３話　王城への誘い

			第４話　オークレールの真相

			第５話　香水と女心

			第６話　火狐の尻尾を隠すには

			第７話　シリル・エルシエ

			第８話　娘が欲しければ、俺を倒して見せろ

			第９話　男の意地

			第10話　ユキナ・エルシエ

			第11話　クーナのお願い

			第12話　きれいなクラネル

			第13話　ふぉっくす！

			第14話　帯剣式のはじまり

			第15話　帯剣式

			第16話　最後の夜

			第17話　帰還

			第18話　クーナを抱きしめる夜

			第19話　変質魔力

			第20話　クラスメイト

			第21話　作戦会議

			第22話　サーロイン・ステーキサンド

			第23話　悪い予感

			第24話　参ノ型　弓・貫改

			第25話　火神の贄

			第26話　九尾の火狐

			第27話　愛の魔術(ちから)で運命をねじ伏せる！

			第28話　地獄に垂らされた蜘蛛の糸

			エピローグ　ふぉっくす（本番）

			番外編　こんこん

		

	
		
			プロローグ　エルシエにて

			　

			　一人のエルフの男が、一月半ぶりに自国に戻ってきた。年齢は四〇代半ばだが、エルフや火狐といった一部の種族に見られる老いにくいという特性から、二〇代後半ほどにしか見えない。

			　穏やかで優しげな風(ふう)貌(ぼう)からは、内に秘めた圧倒的な力は感じられない。

			　彼は海を越えた先の国に、とある事情から長期滞在していた。末娘も連れて行くはずだったが、〝彼の想定どおりに家出した〟ことから、長男と少数の部下を伴って向かった。

			　故郷に着いた彼は、まっすぐに自らの家に向かう。

			「あっ、シリル。おかえり」

			「シリルくん、おかえりなさい。予定どおりの日時ですね。今日はご馳走を用意しているから、楽しみにしていてください」

			「ただいま。ルシエ、クウ」

			　その男を、エルフの美女と、火狐の美女が出迎える。二人とも、エルフの男……シリルの妻で、同い年だ。シリルと同じように種族の特性から、とても若く見える。

			「エルシエに変わりはなかったか？」

			　シリルが二人の美女に問いかける。

			　この国、エルシエはエルフと火狐を中心に、多数の種族が集まる。

			　小国ながらも、圧倒的な技術力と軍事力をもっている。

			　おかげで、他国から不可侵とされている国だ。

			　そして、長であるシリル自身が個人として別格だ。世界で唯一のランク６。さらに、地下迷宮を作ったのもこの男だ。この世界ではある意味神のように崇められ、恐れられている。

			「うーん、とくに変わったところはないよ。家出娘のクーナが戻ってこないぐらいかな」

			「ですね。二週間もすれば泣いて戻ってくると思っていましたが、意外にねばります。よくよく考えれば、あの子は兄妹の中で一番泣き虫だけど、頑固なんですよね」

			　娘が帰ってこないというのに、二人の声色にはあまり心配した様子がない。

			　その理由は、クーナの実力を知っているから。そして、シリルがエルシエを出発する前に、大丈夫だと言った言葉への信頼。

			「あの子はしばらく帰ってこないよ。エルシエに戻ってくるのは、もうしばらく後かな」

			　シリルは、まるで未来を知っているかのようにつぶやく。

			「だといいです。……ただ、あの子は強いし、頭もいいんですが、ちょっと抜けたところがあるので、悪い人にだまされないか。それだけが心配です」

			　狐耳の美女、クウがぼそりとつぶやく。

			　クーナという少女は、うっかり屋なところがある。誰かがそばにいないと心許ない。

			「クウの心配はわかるよ。実際、〝そうなってしまった可能性〟はいくつかあった。だけど、今回は大丈夫。クーナを守ろうとする仲間がそばにいるから。しっかりものみたいだし、任せられる」

			「一ヶ月以上、海の向こうにいたのに、ずいぶんと自信ありげですね」

			「俺は俺で、娘のことを心配しているし、いろいろと手を打ってる。このままエルシエにいるよりずっと、多くのものをあの子は得られるはずだ。そのために尻を叩いたんだし。外の世界で、強くなってもらわないと困る」

			「婚約の話は、クーナに家出をさせるためだったんですか」

			「いや、あれはあれで本気。もし、あの子が許してくれるなら、遠い地で幸せになってほしかった。マナが活性化しているこの大陸にいること自体が、あの子にとって毒だよ。あの子は、才能がありすぎる。まだ幼いときの暴発ですら、イラクサ全員で止めに行ったのに、怪我人が多数出て、俺も半殺しにされた。あの件以来、魔力回路を七割近く機能不全にさせたのに、それでもランク１でクーナに勝てる奴は、エルシエに存在しなかった。この大陸に居るかぎり、またあれは起こる。そのとき、クーナのランクが上がっていたらと思うと寒気がする。今のままじゃ、いつかクーナは自分の才能に潰される」

			　シリルは苦笑してから席につき、エルフの美女が用意したお茶を啜(すす)った。

			「ちょっと待ってください、シリルくん。クーナの家出先って、封印都市エリンですよね。だったら、今どんどん、ランクを上げてるんじゃないですか!?」

			「そうだよ」

			「ランクが上がって、あれが来たら、誰も止められないですよ。いくら魔術回路が不調だからって、それぐらいで」

			「言っただろう。今のクーナには仲間がいるって、きっとクーナを導いてくれる」

			　クウの慌てる声に、のほほんとした様子でシリルが返事をする。

			「でも、シリルくんでもできないことを……」

			「俺にできないことができるから彼を呼んだんだ。それにね。クーナの才能がいつか必要なときが来るよ。【破滅】はすぐそこだ。ランク６相当の力の持ち主が俺一人だと足りない。あと三人はほしいかな……クーナが海の向こうへ行く道を拒んだ瞬間、クーナも、その仲間も戦力に数えているんだ。ランク６は努力だけじゃどうにもならない。選ばれた者しかなれないからね」

			「本当に、大丈夫なんですか？」

			「大丈夫。夫と娘を信じてくれ」

			「……まったく、シリルくんは」

			　シリルとクウは笑い合う。それだけで伝わるほど、彼らは同じ時間を過ごしている。

			　そんなとき、来客を告げる音が響いた。シリルの家の扉が、乱暴に叩かれる。

			「ちーす、シリル。可愛い可愛い、ユウリちゃんが遊びに来たよ」

			　そこにいたのは茶色のボブカットに【翡(ひ)翠(すい)色】の眼を輝かせた、十代後半の少女だった。

			　背は低く顔つきは可愛らしいが、少し生意気そうだ。

			「……久しぶりだね。ユウリって名乗るし、容姿が変わっているから、一瞬、誰かわからなかったよ。そうか、今はそういう姿で、そう名乗っているのか」

			「まあね。前の名前は有名すぎるから変えちゃった」

			「確かにな……それにしても、それ封印都市エリンの騎士学校の制服だろう。年齢的に無理がないか？　おまえの年齢は」

			「おっと、それ以上は言っちゃいけない。乙女に向かってなんて失礼な。そんなこと言うと、君の大事なクーナちゃんのこと何も教えてあげないぞ」

			　ユウリがそう言うと、シリルは降参とばかりに両手をあげた。

			　彼だって、クーナのことは知りたいのだ。たとえ未来を知っていても、生の情報は仕入れておきたい。

			「はいはい、可愛い可愛い。可愛いから教えてくれ」

			「……その言い方気になるなー。まあ、いっか。クーナちゃんは元気だよ。というか、あの子はあたしに気付かなかったよ。おしめを替えてあげたこともあるのに」

			「いや、同じ学校の先輩を、前のおまえと結びつけるのは無理があると思うよ」

			「それもそっか」

			　ユウリはにこやかに笑う。

			「シリルに頼まれたとおり、強引に、がんがん追い込んでランクを上げるようにしているよ。あの子たちは見込みあるね。殺すつもりで追い込んでいるのに、ちゃんと乗り越えている」

			「俺の娘だからな」

			「はいはい、親ばか親ばか。で、無事一月以内にランク２に上がったよ。このペースだと間に合うね。さーて、次はどうやって追い込もうかな」

			「ずいぶん、楽しそうだな」

			「まあね、クーナちゃんは可愛いし、ソージっていう子はからかって楽しいし、アンネっていう子の一途さは応援してあげたくなる。いいパーティだよ。……それこそ、壊してやりたいぐらいに」

			　ユウリの顔が、一瞬だけ邪気に満ちた。

			　これはこの少女が本気で新しいおもちゃを見つけたときの顔だ。そう気付き、シリルは苦笑する。

			「それぐらいでいいさ。なにせ相手は、偽(いつわ)りの世界とはいえ、クーナのために、俺に喧(けん)嘩(か)を売った男だ。奴は俺に【世界を滅ぼした破滅の銀龍】を使わせて、なおかつ生き延びた。そう簡単にはくたばらない。あの神様(バカ)に付き合って、すべての可能性を経験したけど、俺が殺せなかったのはあいつだけだよ」

			「うげっ、シリルのあれで殺せないの？　ランク６相当の魔術強度を考慮しても異常だね。あはは、面白い。そりゃ、ランク１でほいほいランク２を倒すわけだ。そっか、クーナちゃんへの縁だけで決めたわけじゃないんだ」

			　何がおかしいのか、ユウリは笑い転げる。

			「でもさ、おかしいよね。どんな状況でもクーナを守る人を呼んだはずなのに、君は偽(いつわ)りの世界で対峙したことがある。君さ、偽(いつわ)りの世界とはいえ、娘と敵対したんだ」

			「……必要ならやるさ。娘のために命をかけられるかどうか見るのは、それが一番はやい」

			「まったく、そういうところは変わらないね。あと、おみやげ。古い知り合いから預かってきたんだ」

			　そう言うなり、ユウリは背中に背負っていたカバンから、一通の手紙を差し出した。

			　そこには、コリーネ王国の印が押されていた。シリルは、手紙の封を切る。
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			「なるほど、クヴァル・ベステの帯剣式への招待状か。……よし、行こう」

			「へえ、珍しい。こういうのにはあまり興味がないと思っていたけど」

			「久しぶりに、クヴァル・ベステを見たいっていう気持ちはある。あれはクイーロが作った剣だ。それに、一度会ってみたいからね。クーナと一緒にいる男に。本当の世界で会うのは初めてだし」

			　シリルが微(ほほ)笑(え)む。ただ、それだけなのに妙な迫力があった。

			　ルシエ、クウ、ユウリの三人が震えている。そして、ルシエとクウが小声で話し始める

			「ねえ、ルシエ。シリルくん、ちょっと怖くないですか？」

			「基本、シリルって親ばかだし。ほら、ルーシェがお嫁に行くときもすごかったじゃない」

			「ああ、あのときはすごかったですね。大丈夫かな、クーナのお友達の男の子。シリルくんって、クーナを一番可愛がっていましたし」

			「クーナのほうもかなりのファザコンだったしね。シリルが可愛がるのもわかる気がする……大丈夫じゃないかも。そこは、クーナの彼氏を信じようよ。とりあえず、シリルがその人を殺さないことを祈っておこう」

			　シリルの妻二人は、情熱を燃やす夫を見ながら、親ばかな彼がやりすぎないことを祈っていた。

		

	
		
			第１話　ファーストキス

			　

			　いよいよ、アンネとクラネルの決闘の日がやってきた。

			　アンネはランク２に上がった後も強くなり続け、ティラノの魔石を用いて【格】もランク２の中位になった。不安要素は存在しない。

			　三日前から俺たちは王都に来ており、賓客として扱われている。

			　おそらく、入学試験を見に来ていた王の配慮だろう。

			　今は決闘場に来ている。豪華な貴(き)賓(ひん)席が用意されているほかは、封印都市エリンのコロシアムと大して変わらない。

			　ここでは、最高の騎士を決める年に一回の武術大会や、奴(ど)隷(れい)同士を戦わせての賭け試合等、さまざまな戦いが行われている。

			「行ってくるわね。ソージ、クーナ」

			　待合室で、装備を整えたアンネが笑顔を浮かべた。

			　緊張も興奮もしていない。静かに集中力を高めている理想的な状態。

			　自分のすべてを賭けた試合を前にして、この振る舞いができるのはアンネの強みだ。

			「アンネ、完全なアウェイだから、覚悟しておけよ」

			　ここは王家のお膝元。

			　俺たちの世話をしてくれた使用人からも、行動の端々にアンネに対する敵意が感じられた。

			　罪人の娘という咎(とが)は、ここでもアンネを苛(さいな)む。

			「もう慣れたわ。それに、ソージとクーナがそばにいてくれるなら、外野のことなんて気にならないの」

			　そう言って、アンネが微(ほほ)笑(え)む。ずいぶんとたくましくなったものだ。

			「……ねえ、クーナ。少しだけソージと二人で話をしたいの。いいかしら？」

			　アンネがそう問いかけると、クーナは少し呆けた顔をしてから微(び)笑(しよう)した。

			「いいですよ。では、ソージくん。私は先に貴(き)賓(ひん)席のほうに向かいますね」

			　そう言うなり、クーナが立ち去っていく。去り際に小声で「アンネ、がんばれ」と言ったのが聞こえた。

			　部屋に二人きり。心音が速くなる。アンネの雰囲気がそうさせた。

			　そして彼女は、はにかみながら、ごほんっ、とわざとらしく咳をしてから口を開いた。

			「ソージ、今までありがとう。ソージがいたからここまでこれた。もし、ソージが居なかったら、私はここにいなかった。クヴァル・ベステを奪われるどころか、自分の命すら守れなかった」

			「どういたしまして。可愛い弟子を守るのは師匠の務めだ」

			　俺がそう返すと、アンネが微(び)笑(しよう)する。

			　そして、頬を上気させて半歩前へ進む。いつもより少しだけ近い距離。

			「ソージにもらってばかりの私だけど、いつかソージの背中を任せてもらえる私になりたい。……今はまだ力不足。でも、今日ここで勝って、クヴァル・ベステの担い手と認められれば、自分の殻を一つ破れる気がするの」

			　アンネの目には確信があった。彼女の自信は間違っていない。

			　俺の教えを身につけ、クヴァル・ベステの力を引き出した彼女は、すごい勢いで成長している。

			「勝てよ、アンネ」

			「もちろんよ。私はソージ以外の誰にも負けない。負けたくない。……だから、見ていてね。ソージが見てくれているなら、絶対に勝つから」

			「観客席で応援している。がんばれ」

			「ええ」

			　アンネが頷く。もうすぐ決闘の時間だ。これ以上長居はできないだろう。

			「そろそろ俺は行くよ」

			　アンネに背を向けて歩き出す。

			「ソージ！」

			　アンネはいつもより大きな声で俺を呼んだ。振り返る。いつかのデジャブ。

			　アンネがすぐそこまで来ていた。そして俺の首の後ろに手を回して、精一杯つま先立ちをして、唇を押し付けてきた。

			　唇が触れるだけのキス。

			　十秒ぐらいそうしていただろうか、アンネは頬を紅(こう)潮(ちよう)させ、見(み)惚(と)れるぐらい綺麗な笑顔で口を開く。

			「これが私のファーストキス。ソージ、あの日言った大好きって言葉、本気だから」

			　そして、アンネは駆け足で試合会場に向かっていった。

			　俺は唇を押さえて。アンネが消えたほうをじっと見ていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらく呆然と待合室で立ち尽くしたあと、貴(き)賓(ひん)席のほうに移動する。

			　決闘がよく見える最高の席だ。

			　この貴(き)賓(ひん)席が用意されたのは、王の指示によるものだ。

			　俺が部屋に入った瞬間、周囲の貴族たちの下卑た視線が突き刺さり、ヒソヒソ声が響く。指定された席に座り、隣に座るクーナに声をかける。

			「予想以上にアンネとクラネルの決闘は、人気があるみたいだね」

			「ですね。こんなにたくさんの人が集まるとは思いませんでした」

			　なにせ、貴(き)賓(ひん)席は満杯。本来は死んでも一般人と一緒の席で見るなんて嫌と思っている貴族連中ですら、一般席に紛れ込んで観戦している。

			　貴族だけではなく、一般の客にも人気があるようで、立ち見はもちろんのこと、それでも客を収容しきれていないようだ。

			「ソージくん、念のために聞きますけど、また賭けなんてしてないですよね？」

			「しているに決まっているじゃないか。アンネに全財産賭けたよ」

			「気が多いし、ギャンブル中毒、……救いようがないです」

			「……クーナ、アンネがすべてを賭けて試合に挑むんだ。俺もすべてを賭けるべきだろ？」

			「しかも、言い訳にアンネを利用した」

			　クーナがジト目で見てくる。

			　俺は口笛を吹いて気付かない振りをした。

			　しばらく黙っていると、クーナがもじもじとしだし、遠慮がちな目で俺を見る。

			「あの、ソージくん。二人っきりのとき、アンネは何を」

			　クーナの言葉の途中だった。一気に観客席が騒がしくなる。

			「アンネが出てきたぞ」

			　決闘場を見ると、四角い石造りのリングにアンネが出てきた。

			　一斉に響き渡る罵声。

			〝裏切り者〟〝逆賊〟〝恥知らず〟〝淫売〟。聞くに耐えない言葉があふれる。

			　俺はそんな中、必死にアンネにエールを送る。

			「クーナ、なんだっけ？」

			「いえ、なんでもないです」

			　クーナが苦笑しながら、視線をアンネに向ける。そして、がんばれーっと叫んだ。アンネがこちらに気付いて、手を振ってくる。

			「隣、失礼するよ」

			　そうしてアンネを見守っていると、隣に恰幅のいい男が座ってきた。

			「陛下、いいのでしょうか？　私などの隣に来られるなんて」

			　そう、王その人だ。

			　周りの貴族も、王の世話役も、不機嫌そうな表情を浮かべてこちらを見ている。

			「いいよ。もともと僕は才能のある若者が好きと触れ回っているからね。ランク１でクラネル・フェイラーテに勝った君を気に入っても、不自然じゃない」

			　王が微(ほほ)笑(え)みかけてくる。周囲の風の動きが変だ。なるほど、使用人たちが、音が外に漏れないように魔術で制御しているのか。

			「……単刀直入に聞きます。あなたは、ここに世間話をしにきたのではないでしょう？」

			「これは手厳しい。僕はね、君にお礼をしに来たんだ。〝アンネ〟を支えてくれてありがとう」

			　王は優しい口調で、そう言った。

			　さすがに人目があって頭を下げたりはしないが、驚いた。ずいぶんと自然に、アンネロッタではなくアンネと口に出した。よほど言い慣れてないと、こうはならない。

			「あの子は僕にとって、娘のようなものだ。本当なら、何に替えても守ってやりたかった」

			　王の拳が震えている。王であっても、いや、王であるからこそ、動けなかったのだろう。

			　だが、釈然としないものはある。不快感が胸にこみ上げる。

			「私は、手を差し伸べただけです。戦って勝ち取ったのはアンネだ」

			「……だが、君がいたから、アンネは立ち上がれた。そして、君が支え続けてくれたから、ここまで成長できた。いずれ、何かしらの形で報奨を出そう」

			　その言葉で、俺の中の何かが弾けた。

			　相手がこの国の王だというのに、声が荒くなる。

			「バカにしないでください、陛下。俺たちは、俺たちの夢のために戦っている。報奨を出すだと!?　あなたの罪悪感を拭うために、俺たちを利用しないでいただきたい。そんなことで、あなたの罪は消えない。そんなことで満足されては困る。あなたは、一生罪に苦しむべきだ」

			　絞りだすような声で吐き捨てる。

			「君は、知っているのか？」

			　主語を抜かした、あいまいな聞き方。

			「それを私に聞きますか？」

			「いや、すまない。忘れてくれ」

			　俺が知っていると言えば、その瞬間、王は俺を処罰しないといけなくなる。

			　この質問は、死刑宣告と一緒だ。

			「だが、礼だけは受け取ってほしい。アンネを助けた君への感謝は僕の心からのものだ」

			「……確かに。気持ちだけは受け取りました。余計なことは持ち込まず、今はただ、アンネの戦いを見守りましょう。陛下がおっしゃられた輝きのある若者が好きだという言葉が本当なら、最高のものが見られると思いますよ。……そう、アンネの輝きを」

			　俺はにこやかな笑みを浮かべた。

			　そして、風の精霊に働きかけ、アンネの動きと声を拾う。

			　師匠として、少しでも彼女の動きを身近に感じておきたい。

		

	
		
			第２話　アンネロッタ・オークレール

			　

			　罵声の響く決闘場の中央で、アンネとクラネルが向かい合っていた。

			　風のマナと意識をリンクさせ、音を拾い始める。

			　人間の相性値なら風のマナとのリンクはひどく困難だが、力技で実行する。

			「決着をつけましょう、クラネル。どちらがクヴァル・ベステにふさわしいか」

			「その前に謝罪をさせてくれ。……地下迷宮のことは悪かった。僕はあそこまでするつもりはなかったんだ」

			　驚いたことに、クラネルは謝罪をした。

			　アンネを殺しかねない暴動(スタンピード)はクラネルにとっても不本意なものだったようだ。

			「そんなこと、今はどうでもいいわ。私は今、クヴァル・ベステの担い手として認められるためにここにいる。それだけよ」

			　その言葉のとおり、アンネは飄(ひよう)々(ひよう)とした表情を浮かべている。

			「アンネロッタ、君には負い目がある。だが、負けるわけにはいかない。今日は全力で行かせてもらう」

			　クラネルは剣を構えた。

			　細やかな装飾がちりばめられた、いかにもクラネルが好みそうな剣。

			　その構えには一片の乱れもない。どうやら、怪我が治ってからの短期間で慣らしたようだ。それを可能にするために想像を絶する努力があったのは間違いない。

			「ええ、本気で来て。……私は、その本気を上回ってみせる。オークレールとして私が積み上げてきた鍛錬とプライド、ソージが教えてくれた私だけの新しい剣術、そして……」

			　アンネが覚悟とともに、クヴァル・ベステを引き抜く。

			　そして、半身になる独特の構えをとった。

			「クヴァル・ベステ。私の半身の力で」

			　アンネがクヴァル・ベステに声をかけた瞬間、刀身に血管のような紅い光の筋が幾重にも走る。

			　会場にいる全員が度肝を抜かれた。それは、代々のオークレールの当主たちが披露してきたクヴァル・ベステが主を認め、力を解放した証。

			　王都の長い歴史の中でも、一六歳という若さで、クヴァル・ベステに認められたものなど一人もいない。

			　誰もがアンネがクヴァル・ベステを使いこなしていることに驚く。

			　しかし、それは厳密に言えば間違いだ。今まで誰一人として、真の力を見せたものがいないから、これがクヴァル・ベステの全力だと思い込んでいるにすぎない。

			　これはまだ、クヴァル・ベステの第一段階解放にすぎない。クヴァル・ベステの真価はもっと先にある。アンネなら、いずれそこまでたどり着くだろう。

			「さあ、始めましょう。クラネル・フェイラーテ。誰がクヴァル・ベステにふさわしいか、はっきりさせるわ。今、ここで！」

			「それは僕のセリフだ。アンネロッタ・オークレール。フェイラーテの悲願、ここで果たさせてもらう。そして僕は……いや、やめよう。ここでは無粋だ」

			　二人の緊張感が高まる。

			　さっきまで罵声を浴びせていた観客たちも黙りこんでいた。アンネとクラネルの空気が、そうさせたのだ。

			　審判の男が口を開く。

			「これより、クラネル・フェイラーテ、アンネロッタ・オークレールによるクヴァル・ベステの担い手を賭けた決闘を執り行う！　……始め！」

			　そして戦いの火蓋が切られた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　先手をとったのはクラネル。ランク２上位の身体能力をもって、アンネの側面に回り込み、上段からの振り下ろしで攻める。

			　以前のアンネなら反応すらできずに、切り伏せられていただろう。

			　だが、アンネは成長している。魔力を周囲に溶け込ませ、目だけではなく、体全体で相手の動きを感じ取っていた。

			　今のアンネなら、冷静にクラネルの動きに合わせ、最適な行動を取ることができる。

			「はっ！」

			　アンネは、素早くクラネルとの距離を詰めながら、剣を振るう。それは、クラネルには近すぎるが、アンネには最適な間合い。クラネルの振り下ろしが鈍り、受けと攻めが逆転し、アンネの剣をクラネルが受ける形になる。

			　男と女の筋力差、簡単に押し返される。だが、アンネは力の流す方向を誘導する。……それは、俺がクラネルとの戦いで見せた動きだ。

			　アンネは俺の教えをよく吸収している。

			　クラネルに僅かな隙ができた。その隙を見逃すアンネではない。

			　クラネルが体勢を立て直すより、アンネの剣がクラネルを捉えるほうが早かった。速度優先で軽く振るわれた剣が、クラネルの上腕を撫でる。

			　その瞬間、クヴァル・ベステの【暴食】が発動し、クラネルの加護を喰らうことで、ランク２上位とランク２中位の差があるにもかかわらず、肌を簡単に切り裂いた。

			　クラネルは苦痛に顔を歪(ゆが)めながら横薙(な)ぎに剣を振るおうとする。しかし、アンネはさらに間合いを詰め、内側に入り込む。アンネですらまともに剣を振るえない距離、ほぼ密着状態になった。

			　その体勢からアンネが放つのは、垂直になるほどに角度を付けた下からの変則突き。あれは俺にもできない。体の柔らかいアンネだからこそできる芸当だ。

			　剣は、クラネルの腹を浅く切り裂いた。

			　クラネルはたまりかねて距離を取る。息が荒い。

			　そんなクラネルに対して、アンネは静かに構えをとりなおし、隙なく睨みつけた。

			「……アンネ、綺麗だ」

			　俺は思わずつぶやいた。

			　戦いは続いている。剣と剣がぶつかり、甲高い音が響きわたる。

			　アンネの剣は柔らかい。彼女の柔軟な関節の可動域を活かしての、ありとあらゆる角度、間合いからの一撃。

			　そして、華麗な受け流し。ときには全身の力を込めた全力の豪剣を振るう。積み重ねた確かな基礎によって振るわれる豪剣があるからこそ、変則的な動きが活きる。

			　変則と正道。剛と柔が入り混じった彼女だけの剣。

			　剣を振るっているのに、どこか舞のような美しさがあった。

			　そんなアンネを紅色の軌跡を描くクヴァル・ベステが照らす。

			　あれだけ罵声を浴びせていた観客たちも、いつの間にかアンネに見とれている。

			　ここにいる観客たちは、剣闘を見慣れ、目が肥えている。だからこそ、アンネの剣の美しさがわかるのだ。

			　誰もが、この美しい戦いを永遠に見たいと思っていた。だが、いずれは終わりが来る。試合が始まって、一〇分ほどがすぎた。

			　二人の動きが止まる。傷だらけのクラネルの喉元に、アンネの剣先が突き立てられていた。チェックメイト。
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			「降参だ。僕の負けだよ。強く、綺麗になったね、アンネロッタ。ここまで力の差を見せつけられると諦めもつく」

			　そして、クラネルは剣を腰の鞘(さや)にしまい、両手をあげた。

			　審判が駆け寄る。そして、震える声で審判が告げた。

			「しょっ、勝者。アンネロッタ・オークレール」

			　観客たちは、あっけにとられ、そして、言葉をなくす。見事な剣を見せ、勝利したアンネを讃えたい。だが、罪人の娘を讃えるわけにはいかない。

			　そんななか、王が、大きく、大きく拍手をする。

			　そして、貴(き)賓(ひん)席の貴族たちが続き、あとは、一瞬だった。

			　試合が始まる前に満ちていた罵声ではなく、アンネを讃える言葉が会場に満ちていた。

			　それは、アンネロッタが正式にクヴァル・ベステの担い手として認められた瞬間だった。

			　……おめでとう、アンネ。

			　俺は心のなかでそうつぶやき、精一杯の拍手を送る。

			　帰って来たら思いっきり抱きしめようと心に決めて。

		

	
		
			第３話　王城への誘い

			　

			　アンネとクラネルのクヴァル・ベステを賭けた決闘は、アンネの勝利で無事終わった。

			　だが、俺たちはまだ王都に残っていた。どうやら、このまま帯剣式が予定されているらしく、それが終わるまで、アンネは王都を出られない。

			　アンネだけ置いて帰るわけにもいかないので、三人でもうしばらく残ることになったというわけだ。

			　今は、その打ち合わせということで、帯剣式の管理を任された男に呼び出され、豪華な会議室に来ていた。

			「それでは、アンネロッタ様、ソージ様、クーナ様。全員が揃われたことですし、三日後の帯剣式についての打ち合わせを行わせていただきます。私が本件の責任者、ネリネラでございます。すべてのことに関しての窓口になりますので、なんなりとお申し付けください」

			　ネリネラは線の細い文官のように見える。しかし、どこか戦場の匂いがした。従軍経験者だろうか。そして、俺は少しだけ驚いた。こんなことを任せられるぐらいだから、かなりの権力者のはずなのに、平民である俺たちを侮る気配がまったくない。

			「よろしくおねがいします。いきなりですが、聞かせていただきたい。かなり盛大な帯剣式と伺いましたが、なぜ、アンネの帯剣式なのに、ここまでしてくださるのでしょうか」

			　街は帯剣式の話で持ちきりだ。

			　まるで祭りかのように商人たちは屋台の準備を始め、品物を大量に仕入れ、クヴァル・ベステにちなんだ商品開発まで行っている。

			　さらに、宿にはさまざまな国から客が訪れていた。

			「実をいいますと、帯剣式自体はフェイラーテ公爵が金と権力に物を言わせて一月前から盛大な規模のものを準備されていたのです。国内はもとより、国外の有力者にまで声をかけられております。ゆえに、最早取りやめはできません。また、国としてはこういった行事は経済の活性につながります。せっかく公爵様が私財を投じて準備してくださったのです。最後までやり遂げたいと思って当然ではありませんか？」

			「なるほど、道理です。だが、罪人の娘と思われているアンネを、正規の場で讃えてしまってよろしいのですか？」

			　ネリネラに問いかけると、彼は薄く笑った。

			「かまいません。アンネロッタ様の父上は、最低最悪の罪人だと思われております。ですが、父上は父上、アンネロッタ様はアンネロッタ様でございます。お父上の罪は、処刑され、家を取り潰されたことで拭われました。これ以上のことを、コリーネ王国として求めるつもりはありません。実力でクヴァル・ベステを掴みとったのなら讃えられるべきです。もとより我らが王は酔狂で有名です。また才能のある若者を見つけて浮かれている、ということで国民も納得することでしょう」

			　一見筋が通っているように見える。

			　だが、おかしい。それなら、アンネを保護する貴族の一人や二人、現れるはずだ。これまで見てきた徹底的にアンネを嫌悪する人間たちの態度。どうしても、今の言葉を信じる気持ちにはなれなかった。

			　とはいえ、何かしらの手回しが進んでいるのは感じていた。

			　あの決闘の後、アンネにいい感情をもつように書かれた新聞が街中に出回っている。

			　高い技術力を持ち、安価な印刷と紙の大量生産ができるコリーネ王国ならではだ。

			「私の言葉を疑うのはごもっともです。ですが、裏はありませんよ。アンネロッタ様が、クラネル・フェイラーテ様に勝ち、鮮烈なイメージを民と貴族たちに与えたからこそできるのです。もし、何も力を示さずに帯剣式を行えば、それこそ暴動が起きたでしょうね」

			　そう言ってネリネラは苦笑した。

			　この男個人として見れば、かなりアンネ寄りの考えをしているように見える。そして、この男は最低最悪の罪人だと〝思われている〟という表現をした。おそらく、真相を知っている側の人間なのだろう。だから、担当者に選ばれたのかもしれない。

			「アンネロッタ様、一つだけ忠告をさせていただいてよろしいでしょうか」

			「ええ、いいわ」

			「今回、帯剣の儀式の際には、アンネロッタ様に注目が集まります。しかし、間違ってもその際に父上の無実を叫ぼうなどと思わないでください。今それをやったところで、なんの意味もございません。それどころか、その先に待つのは破滅です。本気で父上の無実を証明したいなら、この場はこらえ、いずれしかるべき場で。それがあなたの戦いです」

			「……ご忠告、感謝するわ」

			　アンネが目を逸らしながら返事をする。

			　もしかしたら、忠告されたことを考えていたのかもしれない。

			「帯剣の儀式には協力するし、騒ぎも起こさないことを約束するわ。でも、懸念があるの」

			　アンネが真面目な顔をして口を開く。心なしか言いにくそうにしている。

			「それはなんでしょうか？」

			「帯剣式に着ていく服がないの」

			　真顔でアンネがそう言った。その瞬間、あたりを沈黙が包む。

			　考えてみれば当然か。没落したアンネに帯剣式に着て行けるような服があるはずない。

			　陛下をはじめ、多数の有力者が集まる場だ。そんなところに普段着や、騎士学校の制服で出るわけにもいかないだろう。

			「ぷっ、あははは、なんだ。そんなことですか。心配はいりません。二日で作り上げますよ。この打ち合わせが終われば、この国で一番の仕立屋に最高の材料を使わせて作らせます」

			「二日で最高の服？　できるのか？」

			　なにせ、この世界にはミシンすらない。こんな大イベントで着るような服、普通なら一月単位の時間が必要だ。

			「なに、職人には、すべての仕事を後回しにさせ、不眠不休で製作していただきます。……それでもきついでしょうが、それができるから、この国一番の仕立屋なんです」

			　意地の悪い顔でネリネラは言う。

			「がんばるのは仕立屋の職人だけではありません。アンネロッタ様。貴方様にもがんばっていただきます。型紙を作っている余裕がないので、まるまる二日、付き合っていただきます。さらに、帯剣の儀式の作法を叩き込みます。というわけで、アンネロッタ様を帯剣の儀式までお借りしたいのですが、よろしいでしょうか？」

			　アンネが俺のほうを見てきた。

			「アンネの好きなようにすればいいさ」

			「うん、ならソージ。帯剣式までお別れね」

			「がんばれよ」

			　俺とアンネはお互いにエールを送った。

			　そんななか、ネリネラが口を開いた。

			「あの、クーナ様。どこかでお会いしたことはなかったでしょうか？」

			　クーナの帽子がぴくりと動いた。帽子の下で、キツネ耳が立ったのだろう。

			　クーナは、王都に入ってからキツネ耳と尻尾(しつぽ)を隠している。

			「いっ、いえ、そんな、会ったことなんて、ないですよ。私はただのしがない美少女です」

			「そうですか、どこかで見た気がするんですよね。まあ、いいです。それでは時間もないことですし、始めましょう。アンネロッタ様、こちらに」

			　そしてアンネが、ネリネラに連れ去られていった。

			「じゃあ、俺たちも行こうか」

			「はい、ソージくん」

			　ここにいても仕方ないので部屋を出る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　部屋を出ると、男性用の執事服を着た女性がいた。短い髪で、すらっとしてかっこいい女性だ。年の頃は二〇代後半ぐらい。

			「あなたがソージ様ですね。陛下の密命であなたを迎えにきました。この金印が陛下の代行である証です」

			　きりっとした顔の女性は、胸元から金印を取り出す。一目見たかぎりでは、本物のように見える。だが、それよりも……。

			「一つ言わせてもらっていいか」

			「はい、なんなりと」

			　この男装の麗人は、にくらしいほどキメ顔だ。

			「密命なのはいいんだが、どうして連れがいる前で密命だと告げる？」

			「ひゃひぃ!?　なっ、なっ、ああ、やっちゃった。またお嬢様に怒られる。これ以上減給されると、エルシエワインが買えなくなるよぅ」

			　そして、かっこいい男装の麗人。あらため、残念な美人さんは、頭を抱え、ううぅと唸る。

			「いったいこんなところで、何をやっているんですか、じい」

			　クーナが俺の後ろからひょこりと頭を出し、問いかける。

			「あっれえ、お連れさんが、クーナちゃん!?　なんでこんなところに。ちっ、これで口止めもできなくなった。クーナちゃんをアレしたら、間違いなく、あの親バカにアレされる。ぐぬぬぬぬ」

			「じい。本人の前でそんな物騒な話をしないでください。大丈夫ですよ。私は何も見なかったし、聞かなかった。そういうことにしますから、さっさとソージくんを連れて行ってください」

			「本当？　本当にお嬢様に告げ口しない」

			「はい、アスールさんには言いません」

			「クーナちゃん、ありがとう！」

			　男装の麗人がクーナに抱きつき、クーナが呆れ顔でつぶやく。

			　うっかりもののクーナを超えるうっかりさんに付いて行っていいものかと思案する。

			「大丈夫ですよ、ソージくん。その人の身元は私が保証します。だから、行ってください。そもそも、その人が来ているってことは、無理矢理でも拉(ら)致(ち)するつもりでしょうし、この人が本気を出したら、どうしようもないです。素直についていくしかありません」

			「知り合いなのか」

			「はい、残念なことに」

			「残念なんてひどぉい。このファザコン！　一二歳までお父さんとお風呂入ってたことばらしちゃいますよ。それとも、一三歳の頃、父様と結婚するからってエルシエで一番のモテ男を振った話がいいですか？　他にも、週に一回お父さんが泊まりにくるときに必ずお父さんのベッドに忍びこむクセとか、一度こっそり忍び込んだせいで、気付かれずに両親がやり始めてトラウマに。ぷっ、くすくす」

			「ソージくん、ぜっ、全部嘘ですからね。ぜんぜん私、ファザコンとかじゃないですから。あと、このゴミを焼かないと」

			　クーナが顔をぷるぷる震わせながら、火のマナを集め始める。

			　俺は、クーナの頭をぽこんと軽く叩いた。

			「痛っ」

			「落ち着け、……あれであの人は悪気がないんだろう」

			「はい、信じられないことに、そんな人です」

			「なら、諦めろ。それに、別に隠すようなことじゃないさ」

			「ですよね！　これぐらい、普通ですよね！」

			「ああ、もちろん」

			　俺は、安(あん)堵(ど)し笑顔を浮かべるクーナに微(ほほ)笑(え)みかける。

			　ここでありえないほどのファザコンだなんて言ったら、クーナは三日ぐらい口を利いてくれなくなるだろう。

			「それじゃ、俺も行ってくるよ」

			　俺はクーナに手を振る。

			「気をつけてくださいね」

			「うん、気をつけるよ。一人にさせてごめん。帰ってきたら、一緒に寝ようか。エルシエを出て以来、お父さんと一緒に眠れなくて寂しいだろうから、俺がクーナの寂しさを埋めてあげるよ」

			　俺がそう言うと、クーナがにっこり笑う。

			「帰ってきたら、ソージくんから焼きます♪」

			　そして物騒なことをのたまった。

			「じゃあ、陛下のところに案内しますよ。まったく陛下もお嬢様も人使いが荒いんだから」

			　そして、クーナにじいと呼ばれた女性は何かを思い出したように、振り返った。

			「そういえば、クーナちゃん。エルシエに帯剣の儀式の招待状を出したんだけど、お父さん来るみたいだよ。やったね！　他にも、ユキナちゃんとか」

			「えっ!?　父様と、ユキ姉様が!?」

			　クーナが青ざめる。そして、器用にスカートに隠していた尻尾(しつぽ)が、ぽろりとはみ出た。

			　たまに思うが、どうやってあのボリュームある尻尾(しつぽ)をスカートに隠しているのだろうか。

			「ユキ姉様って誰だ？」

			「私の姪です。でも、私よりも年上なので姉様と呼んでます……ソージくん。帰ってきて私がいなくても捜さないでくださいね。しれっとした顔で封印都市に戻っていますから」

			「頼むから、一人で消えないでくれ。何があっても今日中には戻るから、本気で父親が来る前に逃げたいなら、どうするか相談しよう。絶対に早まるなよ」

			　それだけ言って、俺はクーナと別れた。

			　まったく、暴走しないといいが……。

			　そんな懸念をしながら、俺はじいとやらに連れていかれた。

		

	
		
			第４話　オークレールの真相

			　

			「本当にこの道で大丈夫なのか？」

			「はい、大丈夫、大丈夫。わたーしをしんじてー」

			「まったく信じられないんだが!?」

			　じいが鼻歌交じりに俺を先導しているのは、下水道だ。かなり匂いがきつい。

			　この王都には上水道と下水道が完備されている。おそらくこんなものがあるのは、この王都と封印都市エリンぐらいだろう。

			「ここはなんだ」

			「王族に伝わる秘密の通路ですよ。城が落ちそうになったらここを通って逃げます。ちなみに最重要機密なんで、この道を知っているだけで首吊に」

			「そんなところを歩かせるな！　目隠しぐらいさせろ！」

			　どうりで不必要に右に左に曲がりくねっていると思った。

			　そういう用途なら、複雑にするのも頷ける。

			「まあまあ、大丈夫、大丈夫。さっきから認識阻害をかけていますからね。ソージはこの道を覚えられない。ほら、さっき角を曲がったけど、右に曲がったかな？　左かな？」

			「そんなの……思い、出せない？」

			　道を曲がったことは覚えているのに、右か左かを思い出せない。

			　記憶力には自信がある。さらに、いざというときのことを考え、道を覚えようとしていたにもかかわらずだ。

			「ね、大丈夫でしょ？」

			　言われて、初めて精神干(かん)渉(しよう)系の魔術をかけられていることに気付いた。

			　普段からこういう系統の魔術は警戒している。

			　それなのに、俺に気付かれずに魔術をかける。そんなことが可能な目の前のじいという女性の実力に、薄ら寒いものを感じた。

			「別の意味で、大丈夫と思えなくなったけどな」

			　目の前のじいはランク１。俺はランク２に上昇している、いざというときは、実力行使ができると思っていた。

			　だが、ここまで見事な魔術の腕を持っていれば、話が変わる。

			　これはクーナも抵抗するだけ無駄というわけだ。

			「そんなに警戒して。……まっ、心配する必要はないですよ。純粋な戦闘では、君のほうが強い。私は、私の誓約で強さを捨てました。だからランク１だし、生涯ランクを上げるつもりはありません」

			　じいは、懐かしむような顔でそう言った。きっと、彼女なりに何かあったのだろう。

			「そして、着いちゃいました。ほら、この上ですよっと」

			　いつの間にか天井が低い所まで来た。手を伸ばせば届きそうだ。

			　じいは胸ポケットから鍵を取り出し、天井にある扉の鍵穴に差し込み、くるりと回す。すると、天井が開いた。

			　まず、じいがよじ登り、あとに続く。

			　そこは殺風景な部屋だった。

			　実用性一辺倒の服やカバン、多数の保存食、それに換金性の高い宝石などが置かれていた。

			　なるほど、逃げる際の支度としては上々だ。

			　そして、扉を開けると、多少はマシな部屋に出た。

			　そこには俺を呼び出した張本人である王がいた。

			「陛下、ソージ様をお連れしました。私は扉の外で見張りをさせていただきます」

			「うん、お疲れ様、フレデリカ。話が終わったら呼ぶよ」

			「かしこまりました」

			　じいが扉を開き出て行く。俺は、王を睨みつける。

			「陛下、どうしてわざわざ密会なんて？　こんな隠し通路を使って、人に知られないようにしてまで」

			「まあ、まあ、まずは座って。良いお茶を用意したんだ」

			　王に勧められるがままに、椅子に座る。

			　そして、彼が淹れた紅茶を飲んだ。

			　いい茶葉だ。この世界にこれ以上の紅茶はないだろう。淹れ方もすばらしい。

			「気に入ってくれたかな」

			「はい、この紅茶はすばらしい物です」

			「これは手厳しい」

			　王は苦笑し、紅茶をすする。

			　それからお茶うけ用に出されたメープルクッキーを摘み、一呼吸置いてから、王が口を開いた。

			「あの場では、きちんと言えなかったから改めて言わせてもらう。アンネを守り、導いてくれてありがとう。君のおかげでアンネはクヴァル・ベステを手放さずに済んだ。……君がいなければ、友との約束を破ることになっていたかもしれない」

			　王は頭を下げ、しっかりと感謝の気持ちを告げた。

			「……感謝の気持ちはすでに受け取ったはずですが」

			「そうだったね。でも、きちんと頭を下げたかったんだよ。人目がある場所で頭は下げられなかった。そして、今日呼んだのは他でもない。君にアンネの父親……リカード・オークレールの罪、その真相を話したかった。君には知っておいてほしい」

			「真相を私に話して、どうするつもりですか？」

			「どうもしないさ。ただアンネが誰よりも信頼している君には、本当のことを知っておいてほしかった。一番近くにいる君が、アンネを信じてあげたら、それだけでもアンネは救われるだろう。ただ、それだけだ。それぐらいしか、今の僕には、アンネにしてやれることがない」

			　俺は天を見上げて、大きく息を吸う。

			「まったく、あなたは情けない大人だ」

			「そのとおりだよ」

			　俺は黙って真相を聞くことにした。

			　とは言っても、ゲーム世界での経験で、だいたいのことは知っている。

			「……アンネロッタの父親、リカード・オークレールは、表向き部下を引き連れ国家機密を手土産に隣国のエルシュタット共和国に亡命しようとしたところを、我が息子、王子アロイスが率いる軍勢が食い止めたことになっている。そして、その戦いでアロイスは戦死した。……世間一般では、息子の命をかけた戦いによって国家機密は守られ、我が国は救われたことになっている」

			「王家で剣の指南役を代々務め、軍神とまで讃えられていたリカード・オークレール。その突然の裏切り……この国にいるものなら、誰もが知っている話です」

			　コリーネ王国は多数の技術を独占している。その多くは、王族であるアスール・コリーネが、技術と武力が異常に発達した小国であるエルシエとの取引で得たものだ。その技術によって他国に差をつけている。

			　リカードの立場で得られる軍事機密の数と質は、凄まじいものがあっただろう。それを売り渡すことは、他国とのパワーバランスが崩れることに繋がる。到底許されることではない。

			　ましてや、軍神としていくつもの大きな功績を残し、コリーネ王国を守っていたはずのリカード・オークレールだ。彼を愛し、尊敬していたゆえに、民衆はリカードの裏切りを許せなかった。

			「だが、真実は違うのだ」

			「……逆なんでしょう？　あなたの息子が国を裏切り、国家機密を持ちだして亡命しようとした。リカード・オークレールがそれを止めた。生かして捕らえるつもりが、抵抗が激しく、リカード・オークレールは、王子を殺してしまった」

			「どうしてそれを？」

			　王が、驚いた顔で俺を見つめる。

			「ただの推理です。この件は不自然な点が多すぎる。そう考えるのが一番シンプルだ。だいたい、言っては悪いですが、陛下の息子は相当評判が悪かった。反対にリカード・オークレールの人徳の高さは有名でした。おおかたアロイス王子は、どこかの女に誑(たぶら)かされて、あさはかな行動に出たのではないですか？」

			「……まったく、そのとおりだよ。僕の息子は、たかが女のために国を売ろうとした。今思えば、優秀すぎる妹と比べられ、劣等感がたまり、この国から逃げ出したかったのかもしれないな」

			　ゲーム時代。この真相を突き止めようと調査したことがある。そのときはさほど苦労せずに真相にたどり着いた。

			　なにせ、真相を知っている人間が多すぎる。当時のリカード・オークレールの部下の中には、彼を慕っている人が非常に多い。彼の覚悟に報いるために口を閉ざしているが、少しつつけば、涙を流しながら真相を語ってくれた。

			「ソージくん、君の推理したとおりだ。あれは最悪の事件だった。我が息子の暴走。それに加え、この国の法律ではいかなる理由があろうと、王家の人間を傷つけたものは死をもって償わねばならん。息子を止め、国を救ってくれた軍神……リカード・オークレールを殺さねばならなかった。そして、この国は王国なのだ。王子が国を売り渡したと知られれば、王の権威が失墜する。軍神を失い、王の権威が失墜すれば、この国は立ち行かぬ」

			　王は、苦渋に満ちた表情で強く両手を握りしめる。

			　手が真っ白になっていた。

			「あのとき、誰もが、どうすればいいかと頭を抱えた。そんななか、リカードが言ったのだ。罪は自分が被る。王子を英雄として祭り上げよう。自分が国を売り渡したことにして、王子が命を賭けてこの国を守ったことにすれば、王家の威信は守られる。オークレールの家名は地に落ちるが、もとより、王子を殺した自分は死ぬ運命だからかまわないと……そう言ったのだ」

			　それがすべての真相だ。

			　国を愛したリカード・オークレールは、この国のために犠牲になることを選んだ。

			　そのことは、家族にすら言っていない。だから、アンネもこの真相を知らない。

			「そのおかげで、王子は英雄になり、王家の威信はむしろ増した。国は安定したよ。だが、そのせいで、リカードはすべてを失った。僕は、あの男を兄のように慕っていた。守ってやりたかった。だが、そうするしかこの国を守る方法が思いつかなかった」

			　王の言葉には、自責と後悔があった。

			「……勝手な話だ。陛下も、リカード・オークレールも。あんたらはそれでいいかもしれない。だが、残されたものはどうなる。アンネの母親は苦しみに耐え切れずに自殺した。そしてアンネだって、俺と出会わなければ間違いなく死んでいたよ。アンネのことを娘のように思っていると言ったが、信じられない。あんたは自分の息子の名誉のために、アンネを殺そうとしたんだ」

			　王の心情はわかる。それでも言わずにはいられなかった。

			　気がつけば、敬語をやめていた。

			　俺は、この男の身勝手さが気に入らない。

			　こうやって謝るしかない、王に苛(いら)立(だ)つ。

			「……そのことは否定できない。だが、僕は王なのだ。多数の民のために、アンネを優先することはできなかった」

			「あなたの気持ちはわかった。これで満足か？　それなら俺は帰るよ。時間の無駄だった。ただ胸糞が悪くなっただけだ。だいたい、俺に懺悔してどうなる。謝罪の言葉は、アンネにかけるべきだ」

			　俺は席を立つ。一刻もはやくこの場から立ち去りたい。

			「待ってほしい。アンネを支えてくれている君に、最大限の便宜を図りたい。あの学校を卒業したあと、王都の騎士団に推薦してもいいし、望むなら理由をつけて爵位をやろう。金が必要なら、ほしい額を言ってくれ」

			「もう一度言うが、あんたの罪悪感を拭うのに俺を利用するな。謝罪の気持ちだけは受け取る。だいたい、あんたにとって今言ったものを差し出すことは何の苦にもならない。あんたは何一つ痛みを負っていない。はっきりいって、虫(むし)唾(ず)が走る」

			　俺は相手が王だということも忘れて、本音をぶつける。

			「だが、僕は」

			「……もし本気でアンネに贖(しよく)罪(ざい)したいなら、いずれ、アンネのために、あんたの立場を揺るがすようなことを要求する。自分の身を犠牲にする覚悟があるなら、そのときに痛みを受けろ。それが本気の贖(しよく)罪(ざい)だ」

			「君はずいぶんと手厳しいな」

			「俺が厳しいわけじゃない。それが謝罪というものだ」

			「あと、このことは……」

			「わかっている。アンネには話さないよ」

			　アンネにとって、真相を暴き、父親の無実を証明した上で名誉を取り戻すことは希望だ。だが、真相を知っていながら、あえて国が父親を罪人として処罰したということは、絶望に他ならない。今はまだ早い。

			「フレデリカ。ソージくんを連れて帰ってやれ」

			「かしこまりました。陛下」

			　じいが現れ、俺を連れて部屋を出た。

			　もしかしたら、アンネに真相を話さない俺もこの王と同罪なのかもしれない。

		

	
		
			第５話　香水と女心

			　

			　王との面談を終えた俺は、自由に使ってくれと言われた貴人用の宿に戻る。クーナが心配だ。あの慌てん坊が一人で帰っていないといいんだが。

			　そんなことを考えながら、クーナの部屋の扉をノックする。

			「クーナ、いるか？」

			　しかし、返事がない。

			　ノックを続けると、カチリと鍵を開ける音がした。

			　布団をかぶったクーナが扉を開けて、俺の手を掴むとすぐに引き入れ、一瞬のうちに扉を閉めて鍵をかける。

			「誰も、いませんよね!?　尾行なんてされてないですよね!?」

			「俺一人だよ」

			「良かった……では！」

			　そしてクーナはベッドに飛び込み、布団に隠れる。微妙に尻尾(しつぽ)がはみ出ていて微(ほほ)笑(え)ましい。頭隠して尻尾(しつぽ)隠さず。

			　しかし、そのクーナの可愛さを台無しにするものがあった。俺は、この部屋に入ってから鼻を摘んでいる。

			「クーナ、臭い」

			「なっ、乙女に向かって何を言うんですか！」

			　クーナが布団を跳ね飛ばして、ベッドの上で起き上がる。

			　年頃の女の子だけあって、今の言葉は傷ついたらしい。

			「臭いから、臭いって言っているんだ。なんだ、この匂い」

			　普段のクーナは甘くてほっとする匂いがするのに、今のクーナはひどい匂いだ。甘い匂いではあるのだが、どぎつい甘さだ。それに妙なすっぱさが混じって頭がくらくらする。

			「香水の匂いです。それはもう、たっぷりかけました。ちなみに、王都で一番人気の香水らしいですよ」

			　クーナが腕を組み、ドヤ顔で鼻を鳴らす。

			「そうか、香水か。今すぐ風呂に入って体を洗って来い。鼻が曲がりそうだ」

			　いくらなんでもつけすぎだ。何事にも限度がある。ここまでくると公害だ。

			「嫌です。ぜったいに、この街にいる間はやめません」

			　クーナはぷいっと顔をそむけた。

			「クーナ自身の匂いが一番素敵なのに、どうしてわざわざ香水なんてつけるのか、理解に苦しむんだが」

			「なっ、なっ、ソージくん、何を」

			　クーナが頬を赤くしてうろたえる。

			　彼女のこういう仕草がいちいち面白くて、ついからかいすぎてしまう。

			「俺はクーナの匂いが好きなのに、余計なものをつけてもったいないって言っているんだ」

			「その、ソージくん。……普段、私の匂いを嗅いでいたりします？」

			「それなりにね」

			「……ソージくんの変態」

			　小声でぼそっと言うと、ベッドに倒れこんでクーナは枕で顔を隠す。尻尾(しつぽ)がぱたぱたと揺れていて可愛い。

			「でも、今のクーナの匂いは正直嗅ぎたくないな。香水がきつすぎて、鼻が曲がりそうだ」

			「……ユキ姉様が来るんです。ユキ姉様、すっごく鼻がいいから、こうして私の匂いを塗りつぶさないと見つかっちゃいます」

			　クーナは、すごく嫌そうな声でつぶやいた。

			　そういえば、今までちょくちょくユキ姉様なる人の話は聞いていた。

			「クーナの姪だっけ」

			「はい。姪です。ただ、私より少し年上で、忙しい両親や兄姉の代わりに私を育ててくれたんです。……火狐式スポ根教育法で」

			　よほど厳しい人なのか、いつも飄(ひよう)々(ひよう)としているクーナが本気で怯えている。

			「なるほど、だからそうやって香水をぶちまけて、布団の中に隠れていれば見つからないと思ったわけだ」

			「そうです……ユキ姉様、ぜったいに私を連れ戻そうとしますから」

			　ぶるぶるとクーナのキツネ耳が震えている。

			「クーナ」

			　俺はベッドに腰掛ける。そして、できるだけ優しく言葉をかけた。

			「クーナはさ、エルシエを出たときは衝動的な気持ちだったんだろう」

			「はい、そうです。ただ、父様に逆らいたい気持ちでいっぱいで、父様を見返してやろうと思って、エルシエを飛び出しました」

			　クーナは顔を伏せたまま、そう告げる。どこか恥ずかしそうだ。

			「でも、今は違うだろう。クーナは、ちゃんとクーナの考えがあってここにいる。状況に流されているわけじゃない」

			「ソージくん？」

			　クーナが顔をあげる。

			「クーナはさ、自分で稼いで、自分で選んだ人生を歩いてる。だいたいもう一六だ。今さら、親だろうが、姉だろうが、誰かに人生を指図されることはないだろう。もうクーナは大人なんだよ。だから、連れ戻しに来たら言ってやれ。いつまでも子供扱いするなってな」

			　俺がそう言うと、クーナはくすくす笑う。

			「……そっか、そうですよね。もう私は子供じゃないんですね。だから、胸を張ります。自立した大人の女性として、正々堂々、私の意思でエリンにいるってユキ姉様に言ってやります」

			　クーナは憑き物が落ち、晴れ晴れした表情になった。

			「では、ソージくん。一つお願いがあるんです」

			「なんだ？　クーナの頼みなら大抵のことは聞くよ」

			「一緒にいてください。その、ユキ姉様を目の前にしちゃうと、怖くなって、何も言えなくなるかもしれません。でも、ソージくんがいれば、なんとなく大丈夫な気がするんです」

			「うん、いいよ。大事な仲間を連れて行かれるわけにはいかないから、喜んで協力する」

			　今、クーナにパーティを抜けられると困る。

			　俺はクーナを絶対に手放したくない。

			　……ちがうな。実利なんて抜きにしても、俺はクーナが好きで、ずっと一緒にいたいんだ。

			「ありがとうございます。ソージくん」

			　感極まった様子でクーナが抱きついてくる。

			　普段ならば、クーナと触れられるのが嬉しいと思うところだが……。

			「やっぱり、香水が臭いな。まず風呂に入って来い。それから抱きついてくれると嬉しい」

			　俺がそう言うと、クーナが俺から離れた。

			　彼女はぷくーっと頬をふくらませている。

			「もう、いろいろと台無しです。ソージくんなんて知りません」

			　そうして、クーナは部屋に備え付けられた洋服棚から、タオルと着替えをいそいそと取り出し、部屋を出ようとした。しかし、そこでふと立ち止まり、

			「ソージくん」

			「なんだ、クーナ」

			「ソージくんって、どうしてこんなに優しくしてくれるんですか？」

			「いつも言ってるだろう。クーナが好きだからだ」

			　いつもの軽口。だけど、クーナの表情はいつもより真剣だった。

			「それは……アンネより？」

			　俺は一瞬言いよどむ。

			「……なんて、冗談ですよ。でも、ソージくん、惜しいことをしましたね。ちゃんと私って言ってくれたら、ふぉっくす、させてあげても良かったのに」

			　それだけ言うと、クーナは消えていった。一人残された俺は、ぼそりとつぶやく。

			「ふぉっくすって、いったい何だよ」

			　相変わらず、女心というのは難しい。

		

	
		
			第６話　火狐の尻尾(しつぽ)を隠すには

			　

			　俺はクーナとともに王都を散策していた。今日はアンネがいないので二人きりだ。

			　アンネは、帯剣式の準備で忙しく、外に出る余裕がない。

			　アンネが着替えを取りに戻ってきたときに、少し話すことができた。疲れていたが、充実して楽しそうだった。アンネになぜ楽しそうにしているのか、理由を尋ねた。

			　表でも裏でもアンネのことを悪く言う人間は多いし、帯剣式自体の負担も大きい。嫌がっても不思議ではないと思っていたからだ。

			　だが、アンネはどんな形であろうと正式な場で大々的に、オークレールである自分がクヴァル・ベステの後継者であることをアピールできる場は嬉しい、そのためなら、どんなことでも耐えられるし、努力できると言って笑った。

			　それなら、アンネを全力で応援してやりたい。

			　考えごとをしていると、急にクーナがよろめいたので慌てて支える。

			「クーナ、大丈夫か」

			「大丈夫です。ちょっと立ちくらみが」

			　最近、クーナが時折体調を悪そうにしている。

			　長旅で疲れているのかもしれない。

			「部屋に戻って休むか？」

			「大丈夫ですよ。それより、ソージくん、さすが王都ですね。あっちこっちに美味しいものが、ああ、凍らせた果物が串に刺さってる！　あの赤い果物、見たことないですよ！　買わねば！」

			　クーナは、屋台で買ったスパイシーな羊肉の串焼きにもぐもぐとかぶりつきながら、新たな屋台に走っていった。

			　……心配は杞(き)憂(ゆう)のようだ。これだけ元気なら問題ないだろう。

			　さきほどからこの調子で、いろいろな屋台で買い食いを楽しんでいる。

			　ほくほく顔で、氷菓を両手に持ち、ぺろぺろと舐めながらクーナが戻ってきた。どうやら羊肉の串焼きはもう食べ終えたようだ。

			「クーナ、そんなにがっつかなくてもいいのに。屋台よりも宿で出される料理のほうがいいものが出てるだろう」

			「あの宿は偉い人を迎え入れるための宿なんで、サービスもいいし、料理も美味しいんですけど、上品すぎて合わないんですよね。私はこういうほうが性に合っています」

			　クーナは本当に美味しそうに氷菓を食べている。

			　今は帽子でキツネ耳を隠しているが、キツネ耳が見えていれば、ぴょこぴょこと動いていただろう。美味しそうに氷菓を食べるクーナに見(み)惚(と)れていると、クーナが氷菓の串を差し出してきた。

			「ソージくんは、仕方ないですね」

			「これは？」

			「物ほしそうに見ていたじゃないですか。あげますよ。甘くて冷たくて美味しいです。特別ですからね」

			　どうやら、俺の視線の意味を勘違いしたらしい。

			　俺が食べたいのは氷菓じゃなくて、クーナなのに。

			　だが、それを言うのは野(や)暮(ぼ)だろう。

			「ありがとう。いただくよ」

			「美味しいですよね。これ」

			「ああ、うまいな」

			　クーナにもらった氷菓は、確かに美味しかった。甘酸っぱくて冷たくて。少し蒸し暑い王都で食べるには最適だ。また機会があれば、食べに来たい。

			　お互い、味わいながら氷菓を食べる。

			　食べ終わったころ、俺は前から気になっていたことをクーナに質問することにした。

			「なあ、クーナ。前から不思議だったんだが、帽子でキツネ耳を隠せるのはわかる。だけど、スカートの下にどうやって尻尾(しつぽ)を隠しているんだ？　ボリューム的に無理だろ」

			　王都に入ってから、クーナは火狐であることを隠すために耳と尻尾(しつぽ)を見せないようにしている。しかし、クーナの見事なもふもふ尻尾(しつぽ)がスカートの下に収まるとは思えない。

			「そんなこと気になるんですか？」

			「うん、わりと」

			「えっと、それは……口で説明するのは難しいですね。見たほうが早いです。ちょっと、こっちに来てください」

			　クーナが、俺の腕を引っ張って路地裏に連れていく。

			　周囲に誰もいないことを確認してから、スカートの下から尻尾(しつぽ)が顔を出す。いつもの毛並みがよくボリュームたっぷりのもふもふ尻尾(しつぽ)だ。金色と先端の白のコントラストが美しい。

			「私たち火狐の尻尾(しつぽ)ってすごく太く見えるんですが、毛がたっぷり空気を含んで膨らんでいるだけで、じつはそんなに太くないんです」

			　クーナが俺にわかりやすいように、スカートをたくし上げてお尻を向けて尻尾(しつぽ)を見せる。

			　白くて可愛らしい下着が丸見えだ。尻尾(しつぽ)を出す関係上、ローライズ気味にパンツを穿いている。俺は、ごくりと生(なま)唾(つば)を飲む。

			「だから、こうやって力を入れると、空気が抜けて毛がぺちゃんこになって、細くなります」

			　クーナの言うとおり、毛がぺたんとして尻尾(しつぽ)が細くなる。

			　俺はそんなものより、クーナのパンツに夢中だ。サイズが少し小さいのか、肌に張り付いて、クーナの形のいいお尻の輪郭がはっきりとわかる。

			「あとは細くなった尻尾(しつぽ)をくるりと腰に巻いて、ほら、綺麗にスカートの中に隠れるんです！　すごいでしょ！」

			　クーナは、言葉のとおり細くなった尻尾(しつぽ)を腰に巻いて、スカートをたくし上げたまま振り向く。お尻はお尻で楽しめたが、前から見るのもいいものだ。食い込みがすばらしい。

			「ああ、すごい、ほんと、すごい、クーナ、すごい」

			　俺は、せっかくクーナが快く見せてくれるので、しっかりと目に焼き付ける。

			　鍼(はり)治療のときに裸を見ているが、こうやって街の中でスカートをたくし上げられるというのは、また違った趣(おもむ)がある。

			「以上で実演は終了です。ソージくん、そんなにじっくり見て、本当に尻尾(しつぽ)が好きなんですね。まあ、無理もないです。なにせ、私の尻尾(しつぽ)はエルシエ一の尻尾(しつぽ)美人の母様に瓜二つですからね。夢中になるのも納得です」

			　クーナがドヤ顔で、鼻を鳴らす。相変わらずスカートをたくし上げてパンツを見せたまま。

			「うん、いい尻尾(しつぽ)だ。そして、ナイスパンツ」

			「えっ？　パンツ」

			　クーナが、まさかという顔を浮かべる。

			「クーナがこんなにも大胆にパンツを見せてくれるとは思ってなかったよ」

			「パンツなんて見せるわけないです！　いつもスパッツを穿いてますよ。今日だって、動きやすいように、騎士学校の制服で支給されたスパッツをちゃんと穿いて……」

			　クーナは油が切れた機械のようなぎこちなさで、自分がたくし上げたスカートの下を覗き込む。そこにあったのは、いつもの騎士学校の制服の下に穿いているスパッツではなく、まごうことなき、パンツだった。

			「きゃっ！」

			　クーナの顔が一気に真っ赤になる。

			　そして、その場でペタンと女の子座りになってスカートの裾を押さえる。

			　涙目になりながら、上目遣いで恨めしげに俺を見る。

			「うううう、うううう、うううぅ」

			　そして、唸る。本気で恥ずかしそうだ。

			　勝手に自爆したので、怒るに怒れず、ああやって唸っているんだろう。

			「まあ、なんだ。どんまい。クーナはちょっと、おっちょこちょいなところがあるから、次から気をつけるといいよ」

			　俺がそうやって慰めると。クーナは涙目のまま口を開いた。

			「ソージくんの……ばかぁ！」

			　そうやって、恥ずかしさのせいか小さな声で怒るクーナだが、どうしようもなく怖さよりも可愛さが勝った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらく休憩して、クーナが立ち直ったので大通りに戻る。

			　クーナは、いつもより半歩ほど距離をとっている。

			「ソージくんのエッチ。気付いてるなら、なんで言ってくれなかったんですか！」

			「てっきり、わかっていて見せつけているのかなって」

			「ソージくんの中の私は、いったいどれだけ、はしたない女の子なんですか!?」

			「……冗談だよ。めったに見られないからこそ、クーナが気がつくまで楽しもうかと思ってね」

			「なんの悪びれもなく言い切った!?　これだからソージくんは、ソージくんは、ソージくんは、ぐぬぬぬ」

			　クーナはかなり身持ちが固い。それだけにショックだったのだろう。

			　まあ、本気で怒ってはいないので、俺にならある程度は見せていいと思ってくれているのかもしれない。とはいえ、クーナの機嫌をどう直すか考えながら大通りを歩いていると、とある異変に気がついた。

			「向こうのほうが、ちょっと騒がしいな」

			　大通りにいる人々が騒がしい。とくに、街の外へと続く門のほうへ行けば行くほど、その傾向が強くなる。

			　すると自警団が現れ、人々を道の端に寄せ、ロープで道の中央に入れないようにした。

			「いったいなにが始まるんだろう」

			「さあ、私も王都に来たのは初めてなのでわかりません」

			　俺とクーナはぽかんと口を開けて、様子を見ていた。

			　すると、気のいいおばちゃんが、俺たちに話しかけてきた。

			「おや、あんたら聞いてないのかい？　今日はエルシエから、大魔術師シリル様一行が来てくださるんだよ！　今からこの大通りを馬車で通るから、そのための準備さ。あのシリル様だ！　みんな一目見たくて、こうして集まっているんだよ」

			　なるほど、シリルが来るとなればこの騒ぎも納得だ。

			　この世界の救世主にして、地下迷宮の生みの親。

			　魔術、科学、そのどちらにも精通した天才。そして、ゲーム時代はランク６になった俺でも勝てなかった世界最強の魔術師でもある。

			　ふと横目にクーナを見ると、汗を流して、ガタガタと震えていた。

			　そうか、シリルとともに、クーナの父親やユキ姉様とやらが来るのかもしれない。

			「ソージくん、私は用事を思い出しました。というわけで、先に宿に戻りますね」

			「昨日、クーナの父さんや、ユキ姉様っていう人と、ちゃんと向かい合ってエリンにいるって話そうって言ったよね」

			「父様やユキ姉様と戦う覚悟はあるんですよ？　でも、それはそれとして、できれば会わないにこしたことはないなーって思ったり。というわけで、また後で！」

			　そう言ってクーナは全速力で走って消えていった。こんなに速く走るクーナは初めて見た気がする。

			　そして、あたりから歓声が響き渡った。

			　どうやら、馬車が王都にたどり着いたようだ。

		

	
		
			第７話　シリル・エルシエ

			　

			　クーナが逃げたあと、俺はその場に残り、エルシエから来た大魔術師シリルの一行を、ひと目見ようと決めた。

			　過去に出会ったシリルと、今のシリル。どれほどの違いがあるかを確認しておきたい。

			　門のほうから、どんどん歓声がこちらに近づいてくる。

			　どうやら、馬車が到着して中央に向かって来ているようだ。

			　そして、ついに俺の前に通りがかった。

			「さすがだな」

			　俺は思わずつぶやく。

			　エルシエ一行の馬車は、貴族にありがちな華美なものではない。装飾は最小限。だが、機能美に満ちていた。

			　車輪には、ゴムタイヤのようなものが巻かれ、足回りは精度の高いシャフトとベアリング、サスペンションまで搭載している。明らかに、オーバーテクノロジー。

			　よく見ると、馬車を引く馬すら異常だ。異様に太い足、それでいて筋肉質ですらりとした体。いったい、どんな品種改良をし、育て方をすればああなるのか。エルシエは、小国でありながら、魔術水準とともに、工業技術も異常に発達している。

			「シリル様！　手を振ってください！」

			　俺の後ろから、年頃の娘が黄色い声をあげた。

			　すると、馬車の中から一人の男が手を振った。シリルだ。

			　彼は四〇代後半のはずだが、見た目は二〇代後半の美しいエルフの青年。見た目は若いが、その顔には、経験に裏打ちされた厳しさと、確かな包容力があった。

			　ゲーム時代と変わらない。俺の知る、世界最強の魔術師、そのものだった。

			　ただ手を振っているだけなのに、全身の毛が逆立つ。

			　ランク６にもなると、存在するだけで、内に秘めた圧倒的な力で畏(い)怖(ふ)を与えるのだ。

			　シリルの横に座る女性が目に入る。

			　年頃は俺やクーナと同じぐらいだろう。銀色の髪とキツネ耳をした火狐の少女だ。

			　シリルと同じように、自分たちに向かって歓声をあげる王都の民に手を振り返している。

			　クーナに負けないぐらいの美少女。もしかしたら、彼女がクーナの言ったユキ姉様かもしれない。そして、シリル一行を乗せた馬車が、俺の目の前を通りすぎていった。

			　自然と、拳に力が入る。あれが、俺がやがて乗り越えないといけない男だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一行の馬車を見送ったあと、街を一人で散策する。

			「時間もあるし、買い物をしておこうかな」

			　なにせ、最近かなりの収入を得た。

			　アンネとクラネルの決闘で、俺はアンネに大金を賭けていたのだ。

			　王都でも、こういった行事にはギャンブルがつきものだ。俺はアンネの勝ちに一千万バルを賭けていた。倍率が四倍で、一気に四千万バルになり、支払いは手形で受け取った。

			　本来なら、こんな大金を賭けては胴元が渋るのだが、今回は客層が良かった。そして、クラネルに賭金が集中しすぎて、賭けが成立しなくなる寸前だったことから、胴元は快く賭けさせてくれた。

			　胴元に手形を受け取りにいったときには、感謝されたぐらいだ。

			　俺に、四千万バルを払っても大黒字らしい。

			「クーナに剣を作る約束をしたし、材料を探さないと」

			　こんな機会でもなければ、なかなか王都なんて来ない。きっちりとチェックをして、掘り出しものを見つけないといけない。

			　クーナの剣の他にも、俺の武器となる金属も購入したい。手持ちのミスリルが限界だ。度重なる酷使で、疲労が溜まり、性能が落ち始めた。これ以上酷使し続ければ、いつか砕けてしまう。

			　そもそも、ミスリルの強度・魔術適応能力に不足を感じている。ランク２のうちはいい。だが、ランク３同士の戦いになれば、ただのミスリルではついていけない。実際、【紋章外装】を使った際には、素手で戦う必要があった。

			　もし、手元にあったのがオリハルコンや、アダマンタイトならと思う。

			　オリハルコンは魔術適応、物質強度ともにミスリルの上位互換だ。アダマンタイトは、魔術適応は若干ミスリルに劣るが、物質強度はオリハルコンにも勝る。

			　このあたりは、特定の金属が数千年もの間、マナに触れて変質したものだ。地下迷宮では手に入らず、古い地層から掘り出すしかないので、市場に出回るのを待つしかない。

			　商業地区に入り、いろいろと物色する。

			　武器屋や防具屋。貴金属屋。かたっぱしからのぞくが、なかなかいいものが見つからない。

			　オリハルコンやアダマンタイトは超希少金属。めったに出まわらないから、仕方がないとい言えば、仕方がないのだが……。

			　最低限、疲労が溜まってないミスリルぐらいはほしいものだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「完全に無駄骨か」

			　街中の店を回ったが、収穫はゼロ。

			　素材そのものを買えなくても、良質な素材を使った武器や防具があれば鋳潰して、素材を確保するつもりだったが、それすらもなかった。

			　俺のミスリルはだましだまし使って延命するにしても、クーナの剣はどうしたものか……。

			「おっと、すみません」

			　男の声が聞こえたかと思うと、肩に軽い衝撃が響く。誰かがぶつかった。

			　考え事をしていたせいで、注意力が落ちていたようだ。

			　相手は、尻もちをついている。

			　目深に帽子を被っているせいで、顔はよく見えない。

			「こちらこそ不注意でした。大丈夫ですか」

			　俺は手を差し伸べる。その手を男が握り立ち上がる。相手が手を握った瞬間、俺のではない魔力が体を駆け巡った。それは、解析魔術によく似ていた。

			　俺がアンネに最適な体の動かし方を調べるためにしたような……。

			「いったい、なんのつもりだ！」

			　俺は、手を振りほどき、後ろに跳んでから、戦闘態勢をとる。

			　いきなり、相手の情報を入手しようとする奴が、まともなはずがない。

			　そして、相手を注視して全身が震え始める。

			　なんだ、この魔術強度、加護の強さ。強さの次元が、一〇は違う。

			　この理不尽で圧倒的な力は……。

			「これは失礼。ずいぶんと、綺麗に魔力を循環させていたからね、詳しく知りたくなったんだ。他意はないよ」

			　その男はにっこりと笑う。そして、帽子をとった。その下にあるのは非人間的なまでに端正な顔だった。それでいて、薄ら寒さを感じさせる凄みがある。

			　エルフ耳に、世界で一人しかいないエルフの上位種である【ハイ・エルフ】の特徴たる【翡(ひ)翠(すい)眼】をもつ者。もはや、生きる伝説と化した最強の《ランク６》。

			　その名は……。

			「シリル」

			「俺のことを知っているんだ。初めましてでいいのかな？　一応、名乗っておこう。俺はシリル。よろしく」

			　そして、握手を求めて手を伸ばしてくる。

			　震えを根性で抑えこみ、こわばった手のまま握手をした。
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			　今の俺では、どうあがいても勝てない。あふれる敵意を抑え、必死に平静を装う。

			「それでだ。こんなところで、〝偶然〟出会えたんだ。せっかくだし、一杯どうだい？」

			「……まだ、明るい。酒を飲むには、はやい時間だ」

			「昼から飲むから楽しいんだよ」

			「なんで、初めて会った俺なんかと？　あなたは忙しい立場のはずだ」

			「最近は子供たちにいろいろと任せているからね、わりと暇なんだ。だから、退屈な仕事は任せて抜けだした。それにさ、この歳になると若い奴と一緒に飲みたくなるんだよ」

			　あまりにも突然の申し出に戸惑う。絶対に何か裏がある。エルシエの長であり、多忙であるはずのシリルが、わざわざ一介の市民のために時間を割くなんて信じられない。

			「手持ちがないなら、心配しなくてもいいよ。俺がおごるから。さあ行こう。アスールがおすすめしてくれた店があるんだよ。まず、間違いないだろう」

			　俺の肩に手を回して、歩き出す。

			「ちょっ、ちょっと待ってくれ。俺にだって用事がある」

			「君の用事なら大丈夫だよ。俺に付き合ってくれたら、君が探しているオリハルコンを手配してやってもいい」

			「なぜ、それを」

			「少しあとをつけていたんだ。だいたい視線を追えば考えていることはわかるさ。ほら、行こうか。息子よ」

			「誰が息子だ！」

			　そうして強引に、俺はかつての宿敵であり、超えるべき壁である男に酒屋へ連れて行かれた。

		

	
		
			第８話　娘が欲しければ、俺を倒して見せろ

			　

			　エルシエの長にして世界最強の魔術師……シリルに連れられて入った店は、落ち着いた雰囲気の店だった。

			　とは言っても、完全な高級店ではない。ぎりぎり、ドレスコードを気にしないでいい程度の店で、中流家庭の人々が月に一度の贅沢で使うような店だ。

			　これぐらいだと気楽でいい。あまり高級すぎると疲れてしまう。

			　俺たちが席につくと同時に、ウェイトレスが食前酒をもってやってきた。

			　シリルは、シェフに任せるとだけ言うと、ウェイトレスが頷いて去って行った。

			「シリルさん。強引な誘いだったな。ナンパするなら、女相手にしたほうがいいと思うんだが」

			　俺がそう言うと、シリルは肩をすくめて苦笑する。

			「やめておくよ。これでも俺は愛妻家だ。浮気はしない」

			　そして、俺のほうをまっすぐ見つめた。

			「強引に誘ってすまなかった。君とはゆっくり話してみたかったんだ。二人きりでね」

			「……何が目的だ」

			　単刀直入に聞く。この男は老(ろう)獪(かい)だ。腹の探り合いでは、おそらく勝てない。

			「いきなりだね。まあ、いいか。まず、俺がここに来た表向きの理由から話そうか」

			　シリルは食前酒を一口含む。

			　その酒は、口当たりの柔らかい酒を甘酸っぱい果実のジュースで割ったものだ。

			「俺は、エルシエの代表として、クヴァル・ベステの帯剣式に招待された。……でも、それはついでだ」

			「国の代表としてきたのが、ついでか。御大層な目的があるみたいだ」

			「まあね。俺にとっては、何よりも大事なことだ」

			　シリルは意味ありげな笑みを浮かべる。そこに、ウェイトレスが前菜をもって現れた。

			　チーズのソースがたっぷりかかったサラダ。

			　新鮮なサラダに、しっかりと熟成させたチーズ。シンプルな料理だが、すばらしい素材を活かした、いい料理だ。

			「情けない話だが、家庭の問題だ。娘が家出してね」

			　俺は眉をひそめる。どこかで聞いたような話だ。

			「よかれと思って娘に縁談を勧めたのだが、娘が怒って家を飛び出してしまった。頭のいい子だけど、世間知らずだし、人が良すぎるから心配だったんだ。だけど知り合いが、娘が王都に来ていると教えてくれてね。無事を確認しようと思って来たんだ」

			　待て、それはもしかして。

			「娘の名前はクーナだ。母親が火狐族でね。俺には似ていないし種族も違うが、可愛い娘だよ」

			　……クーナが、世界最強の魔術師、唯一のランク６の娘？

			　もし、それが本当なら。こいつは！　気がつけば、俺は立ち上がり、

			「あんたは、娘殺しに加担したのか！」

			　そして、叫んでいた。周りの目が一気に集まる。顔が赤くなる。やってしまった。〝こっちの世界〟では、まだ事件は起こっていない。これではただの危ない人だ。

			「なんのことかわからないが、ずいぶんと物騒な話をするね」

			　シリルが小さく笑う。

			「……すまなかった。勘違いだ」

			　俺はそうつぶやいて、椅子に座る。ウェイトレスが駆け寄って来た。

			「お客様！」

			「大丈夫だよ。ちょっと、勘違いがあってね。もう誤解は解けたから大丈夫だ。そうだよね？　ソージ」

			「えっ、ああ、そうだ。問題ない」

			「……かしこまりました。他のお客様もいらっしゃいますので、お気をつけください」

			「ああ、気をつけるよ」

			　シリルがそう言うと、ウェイトレスが去っていく。

			「何を勘違いしたのかわからないが、クーナを殺す？　ありえない。俺はクーナを何があっても守るよ。あの子は俺の宝だ。あの子のためなら、神様だって騙して利用する」

			「どうだか」

			　俺は疑いの目で見る。俺がかつて経験した世界では、この男はクーナを奪おうとする勢力に加担した。間接的にだが、クーナを死に追いやったのはこの男だ。だから、その世界で俺はすべてを賭けて挑み……負けた。

			　俺はシリルの功績は認める。その強さにも憧れる。だが、嫌いだ。世界のために娘を犠牲にする男を好きになんてなれない。

			　だからだろう。今までクーナの父親がシリルでは？　そう想像するたびに、そんなことがあるはずないと頭の中で否定していた。

			「……信じてもらえなくても無理はないけどね。君は、〝経験〟したから。それにもう一つ用事があるんだ。今日は娘の無事を確認するのと同時に、ボーイフレンドに会っておきたくてね」

			　シリルはにっこりと笑う。

			「会ってどうするつもりだ？」

			「そうだね。君に娘を任せておけないと判断したら、娘をエルシエに連れ戻すよ。もっとも、君が娘をどう思っているかってのもあるけど。君にとって、クーナはなんだい？　転がり込んだ厄介者？　仲のいい友達？　それとも恋人？　教えてほしい」

			　答える義理はない。そう言おうとしたが、まっすぐに俺を貫く眼光を見て、言葉に詰まる。

			　逃げることはできない。だから、ありのままを伝える。

			「今は、友達だ。だけど、俺はクーナを愛している。誰にも渡さない。何があっても守る。クーナと添い遂げてみせる」

			「うん、良い返事だ。あの子は、すごく可愛いし、性格もいい、家事もできる最高の女の子だ。でも、いろいろと訳ありで面倒な子でもある。君はかっこいいし、才能もある。女なんてよりどりみどりだ。なのに、どうして面倒くさいあの子を選ぶんだ？」

			　確かにシリルのいうことは一理ある。クーナにはさまざまなしがらみがある。

			　クーナと一緒にいるということは、さまざまな問題を抱えることになる。

			「そんなこと関係ないと思えるぐらいに、クーナが好きだからだ」

			　初めてゲームの世界で会ったときは、彼女の美しさに惹かれた。

			　だが、それはただのきっかけだ。一緒に過ごしていくうちに、どんどん好きになって、絆を積み重ねてきた。そして、この世界で本当のクーナに出会った。天(てん)真(しん)爛(らん)漫(まん)でよく笑う。そんなクーナと共に歩み、もっとクーナのことが好きになったんだ。

			「もし俺が無理やりクーナをエルシエに連れ戻すと言ったら、どうする？」

			「全力で抵抗する」

			「ランク６の俺に、ランク２にすぎない君が？」

			「そんなことは関係ない。好きな女が奪われるのを、ただ指を咥えて見ている男なんて、死んだほうがいい」

			　シリルはくすくすと笑う。

			「なら、こうしよう」

			　シリルは乳白色のリングを左右の腕に四つずつ通す。

			　それは、二年後に実用化される凶悪魔術犯用の拘束具。その製法は極秘で、ごく少数のみがコリーネ王国に保管されているはずの、魔術師殺し。

			　このリングは、魔力と加護を拡散させてしまう。

			　力は散り、魔術の行使に致命的な悪影響が出る。ランク３程度であれば、あれ一つで一般人並みに能力が低下する。それを八つ、シリルはつけていた。

			　……まさか、あれを実用化したのがシリルだとは思わなかった。

			「君なら見えているだろう。これを着けた俺は加護も魔力も集めるはしから霧散している。そうだね、今の俺は差し詰め、ランク２相当まで能力が落ちている。そして、エルフの強みであるマナを使った精霊魔術も封印しよう」

			「それだけハンデを背負って、何をしようって言うんだ」

			「殴り合いを。……まあ、月並みな言葉で言えば。娘が欲しければ、俺を倒して見せろってことだ」

			　相手がこの男だと、異常なまでに難易度が高い。

			　ランク２と同等まで力を制限されても、勝率は五分に届くかどうか。

			「いきなり殴り合いか。普通は、人格から確かめるんじゃないか？」

			「そっちはあんまり心配してないかな。あの子が一緒にいて楽しいと思える男なら、間違いないだろう。あの子の人を見る目は信用しているんだ。だから、後は娘を守れる男かどうか確かめようと思ってね」

			「勝手だな」

			「父親の特権だ。……一方的に君に迷惑をかけるのもあれだし、おまけをつけようか。君がクーナを任せられる男なら、オリハルコン。それも最高品質の……白金をあげよう。それに、クヴァル・ベステ、紅空。君の仲間のアンネロッタ嬢と、クーナが使っている武器。その製法を教えよう。君は鍛冶もやるんだろう？　興味がないかい？」

			　……こういう場だというのに、一瞬生(なま)唾(つば)を飲んでしまった。

			　俺の技術に、クヴァル・ベステ、紅空の技術が合わされば、凄まじい物ができる。

			「なんで、クヴァル・ベステまで？」

			「あれは俺が作った剣だよ。とは言っても、遠い、遠い、昔の俺が作った剣だけどね。クーナを任す男になら、それぐらいは教えたいと思う」

			　数百年前の剣を？　いったいどういうことだ。さすがに眉(まゆ)唾(つば)だ。しかし、彼ならそれもおかしくないと思ってしまう。

			「そんなものがなくても、受けるつもりだ。もし、俺が負けたらどうするつもりだ？」

			「どんな負け方をするかだね。クーナをどうするかは勝敗ではなく、内容で決めたい。俺がクーナを任せられると思えば、たとえ、俺が勝っても、クーナを君に託す。俺は君が勝てるとは微塵も思っていない。さすがに負ければクーナは絶対に連れて行くというのは酷だ」

			　なんて、わかりやすい挑発。だが、面白い。

			　クーナのバカ親父をぶん殴って、認めさせてやる。

			　もとより、俺はクーナを泣かせた父親を殴ると決めていた。

			「その勝負、受けよう」

			　力強く宣言して立ち上がり、店の外に出ようとする。

			「君、何をしようとしているんだい？」

			　シリルは新たに運ばれてきたジャガイモのポタージュを上品に飲む。

			「えっ、だから決闘を」

			「せっかくの料理がもったいない。こんなに美味しいのに。決闘は、食べ終わってからだ。今は料理を楽しもう」

			　しれっとした顔でそう言ったシリルを見て、ああ、こいつはクーナの父親だと思ってしまった。

		

	
		
			第９話　男の意地

			　

			　すばらしい料理を楽しんだあと、シリルと二人、王都の外に出る。

			　邪魔が入らず、また周囲への被害を考えなくてもいいように、何もない平地を戦いの場に選んだ。

			　それにしても、さきほどの料理は素晴らしかった。とくにメインのローストビーフは、火の通し方が絶妙で、上にかかったソースも絶品だった。出された酒もローストビーフにぴったりの強く香り高いもので、肉の旨味をしっかり支えてくれていた。

			　今度はクーナとアンネと三人で行こう。

			　目の前でシリルが軽く屈伸をし、外(がい)套(とう)を脱ぎ捨て動きやすい服装になった。

			　かなり高齢のはずなのに、細身ながら徹底的に鍛えぬかれた体。そして、その体に流れる魔力の清冽さは目を見張るものがある。とても、拘束具に乱されているとは思えない。

			　かつて、ランク６に至った俺が、唯一勝てなかった相手。

			　否応なしに、心臓の鼓動が高まる。それは不安であり、恐怖であり、歓喜。

			　あれから積み上げてきた俺の力が、どこまで通じるか試してみたい。

			「始める前にルールを決めようか。加護が半分を切るか降参したら負けっていうのはどうかな？　殺してしまっては元も子もない。さすがに、君を殺してしまえば一生クーナに恨まれそうだ」

			「俺も、恋人の父親殺しなんてゴメンだ」

			　ゲームの時代のシリルなら、殺すことを躊躇しないが、今はまだいい父親だ。切り捨てるわけにはいかない。……クーナはこの男を愛している。

			「このコインが地面についた瞬間を合図に、勝負を開始しよう」

			　シリルがそう言って、握りこぶしを作り親指の上にコインを置く。

			「わかった」

			　シリルが親指でコインをはじく。

			　くるくると回転しながら、コインが宙を舞う。そして、地面に落ちた、その瞬間。俺は走り出していた。

			「【魔銀錬成：壱ノ型　槍・穿】」

			　相手は丸腰だ。槍の間合いで一方的に攻める。

			　そして初撃の槍。それがシリルに命中し……。

			「【魔銀錬成】」

			　シリルがぼそりとつぶやいた瞬間、槍が溶けた。

			　まて、この術式は俺とまったく同じ？　ありえない。さすがにシリルといえど、初見で真似をできる術式ではない。

			　考えている時間はない。溶けたミスリルを利用されないように魔力で弾き飛ばす。

			　俺は舌打ちしつつも勢いは止めない。

			　この勢いで突っ込んだ以上、急制動は隙を作る。今さらあとにはひけない。徒手空拳で攻める。

			　決め手は、【魔(ま)力(りよく)発(はつ)勁(けい)】だ。

			【瘴(しよう)気(き)発(はつ)勁(けい)】とは異なり、瘴(しよう)気(き)を使わず、攻性魔力を叩き込むだけだが、それでも十分すぎる威力がある。

			　小技でバランスを崩しつつ、【魔力発勁】で止めをさす。

			【自動近接格闘】という魔術を使う。

			　人間の反射をも超える反応速度で、最適な行動を取らせる格闘用の魔術。

			　一度発動すれば、どんな達人をも凌(りよう)駕(が)する。

			　俺の拳が、蹴(け)りが、ヒジが、ありとあらゆる角度から襲いかかる。

			【身体強化・極】と連動させたそれは、同ランクなら絶対に対処できない。

			　ランク２の演算力を得て、初めて使用可能になった戦法。

			　これで攻める。

			「君の力はそんなものか？」

			「ちっ」

			　しかし、至近距離からの拳打を、簡単にさばかれた。

			　まるで、俺の次の挙動が読まれているようにすら思える。幾度ものフェイントを入れるが、それすらも読まれた。おかしい。【自動近接格闘】の型は変則的で、予測なんてできないはず。

			　ならば……。

			「【地質変化】」

			　新たに魔術を起動する。極小規模の魔術なので、なんとか近接用の二つの魔術と併用できる。

			　次の一撃は右拳の振り下ろし。このタイミングでは躱(かわ)すことはできず、受ける必要がある。

			　そして一歩下がって踏ん張らないといけない。

			　その踏ん張る先を、柔らかくした。これだけで相手はバランスを崩すはずだ。

			　シリルの口元がにやりと歪(ゆが)んだ気がした。だが、かまわない。

			　俺の拳が突き刺さり、予想どおりシリルが一歩後ろに下がり踏ん張ろうとして、柔らかい地面にバランスを崩した。

			　今だ。

			「【魔力発勁】！」

			　魔力を込めた掌底がシリルの腹にぶち当たる。

			　硬い。まるで岩でも殴ったようだ。どれだけ鍛えればこうなるのだろうか？

			　だが、魔力を送り込み内側から破壊する【魔力発勁】の前に、硬さなど意味を持たない。

			　これで終わりだ。

			「甘いよ」

			　だが、シリルは無事だった。

			　自らの脇腹に、奴は掌底を放ったのだ。それは紛れもなく【魔力発勁】。

			　俺の放った魔力が、シリルの放った魔力に打ち消される。なんて強引な回避法。

			　あっけにとられた俺は、一瞬だが隙を作ってしまった。

			　シリルは倒れこみながらも右足でのハイキックで、俺の側頭部を捉える。俺は、無様に吹き飛ぶ。二回、三回と転がり、ようやく起き上がった。

			　頭がくらくらする。もし、シリルが完全な体勢で放っていたら、意識を持っていかれていただろう。

			「もう一度聞こう。君の力はそんなものか」

			　シリルは薄く笑いながら問いかけてくる。息一つ乱していない。

			　俺は立ち上がりながら、考える。

			　なぜだ、なぜ……。

			「どうして、おまえは、【魔銀錬成】や、【魔力発勁】を使える？　なぜ、【自動近接格闘】のパターンを読める!?」

			　そう、これらの技は、かつての世界ではシリルにも通用していた。

			　だが、今のシリルはそれらをすべて知っており、再現し、対策までたてている。

			「君たちの言葉では、プレイヤーと呼べばいいのかな？」

			　その言葉を聞いた瞬間に怖(おぞ)気(け)が走った。

			「プレイヤーが使っていた開発環境とデータベース。君を呼んだ神様が言ってなかったか。それらは、とある大魔術師の助言と協力をもって完成したと。もし、それを作ったのが俺だとしたら？　そして、そのデータベースに俺もアクセスできたとしたら？」

			　その言葉で、すべて納得することができた。

			　そんなことができるのは、こいつしかいない。

			　そうか、それならわかる。もとよりシリルはすべてを知っていたんだ。

			　それは絶望だった。シリル自身のポテンシャルで、俺たちの努力で積み上げた、叡(えい)智(ち)の結晶まで手に入れている。

			　正真正銘の化け物。問答無用の最強。それがこの男、シリル。

			「君……いや、ソージ。一つ教えてあげよう。誰かが作った魔術なんて、借り物の力で俺は倒せないよ。それにね。君たちが作り上げた魔術だけがほしいなら、神様は、君をこの世界に呼ぶ必要なんてなかった。データベースがあるんだから。そこにある魔術を公開すればそれでいい。確かにそれを実行できるほどの才能をもった人間は少ないよ。だが、ゼロじゃない」

			　俺は笑う。あまりにもメチャクチャを言うこの男に。

			　そして、よりにもよって借り物だなんて暴言を吐いたこの男に。

			「借り物か。確かに、あんたから見ればそうかもしれない。名前も知らない誰かが作った魔術(ちから)に、俺は頼っているかもしれない」

			　データベースにある、数千、数万の魔術。

			　この世界の情報。それらすべてを俺が作り上げたわけじゃない。

			「だが、それはな。皆で作り上げ、まとめたものだ。あんたみたいな天才と違う、凡人たちがそれぞれの専門分野に特化して、研(けん)磨(ま)しあってできたものだ。何が借り物だ。これは、この力は、俺たちみんなで作り上げた俺たちの力だ」

			　俺も、数百の魔術を生み出した。それが数万の人間に練磨され、一人ではけっして届かない完成度になった。

			　そして、逆に俺も誰かの魔術を研(けん)磨(ま)し、よりすばらしいものにしてきた。

			　その過程でいくつものアプローチを知った。また、いくつもの法則が生まれた。

			　それを借り物なんて言わせない。

			「ほう、それは悪かった。だが、借り物にしろ、共に作り上げたものにしても、それが君の強みだ。それが通用しない俺にどうやって勝つんだ？　これだけの拘束具をしていても、若干演算速度、瞬間放出魔力ともに俺が上だ。同じ魔術を使えば、一〇〇％俺が勝つ」

			「どうやって勝つかだと？　そんなもの……教えるわけないだろ」

			　小技じゃだめだ。ちまちまやっていれば、いずれ基礎スペックの差で負けてしまう。

			　それならば……。

			「シリル、予め宣言する。俺は今から、【粒子加速砲】を使う。自信があるなら逃げるな」

			「なるほど、同じ魔術で迎え撃てと挑発しているのか……受けよう」

			　俺とシリルは、同じ魔術の構築を始める。

			　粒子加速砲とは、魔力で創りだした擬似重金属粒子を光速の一〇％まで加速して放つ技。

			　ランク１では、擬似重金属粒子の生成が不可能であったため実現できなかった技だ。

			　お互いの術式が完成したのは同時。互いの擬似重金属粒子が、衝突する。

			　シリルが小さく笑った。

			　瞬間放出魔力の量は、若干だがシリルのほうが大きい。

			　もし、同じ術式同士がぶつかれば、確実にシリルが勝つ。

			　だが……。

			「そうか」

			　シリルが短く、嬉しそうにつぶやく。

			　俺の魔術がシリルの魔術を押し切り、シリルの右腕を吹き飛ばした。

			　俺の魔術は、【粒子加速砲】だが、重金属生成の効率をあげ、さらに加速方式に手を加えた改良型。こうなるのが道理だ。

			　そして、俺はその結果を確認する前に走っていた。

			「シリルぅぅぅぅ！！」

			　右腕が吹き飛び、バランスを崩したシリルの頬を思いっきり殴りつける。

			　クーナを泣かせたバカ親父を一発ぶん殴る！　ずっとそう決めていたのだ。

			　拳がめり込み、シリルが吹き飛ぶ。

			「あんたが、俺たちの作りだしたすべての魔術を知っているなら、その先へ進むだけだ。……いつも俺たちがやってきたとおりに。たった一人でもそうしてみせる。そのための道標は、ここにある」

			　左手を胸にあてる。今まで積み重ねてきたノウハウがある。だからこそ、完成品だけを見たシリルとは違い、次のステップへ俺は歩みを進めることができる。

			　シリルは起き上がり、加護の光が立ち上る右肩を押さえながら微(ほほ)笑(え)んだ。

			「降参しよう。君の勝ちだ」

			　そう言うと、シリルは拘束具を外す。

			　あたりに魔力の暴風が吹き荒れ、一瞬でシリルの右腕が治った。

			「約束だ。等級が最高のオリハルコンを君に贈る。そして、いつかクーナを連れてエルシエに来てくれ。そのとき、俺の持てる技術を叩きこもう。本当は、この街で教えてやってもいいんだけど、こうでもしないと、あの子が帰って来てくれない。エルシエには、クーナがいなくなって寂しがっている奴らがいるし、クーナに彼氏がいると聞けば、みんな会いたがると思うから」

			　シリルは朗(ほが)らかな声でそう告げた。

			「ソージ、そうやって、先へ進もうとする君にならクーナを任せられる。あの子を頼んだ」

			「任された」

			「もし、あの子を泣かすようなことがあれば、今度はハンデなしで本気で潰しにいく。悔しいから負け惜しみを言うけどね。俺の本分は風だよ」

			　涼やかな風が俺の頬をなでた。そして、シリルは消えていく。

			　俺は完全にシリルがいなくなったのを確認してから、大の字になって倒れた。

			「なんだ、あの強さ。ふざけすぎだろう」

			　さすがは世界最強。

			　負け惜しみと言ったが、彼の言い分は正しい。火狐にとっての火属性の魔術のように、エルフにとって風魔術は最大の武器にして生命線だ。

			　それを封じてくれていたにもかかわらず、普通に戦えば勝てなかった。

			　しかも、あいつは俺たちの開発した魔術を全部知っている。

			　まったく、とんだ化けものだ。

			　あの男が、少なくとも現時点ではクーナを守ろうとしていると知れたのは大きい。

			　少しは安心できる。

			　だが、いずれ絶対に追い越さないといけない。敵に回る可能性も消えたわけじゃない。そして何より……。

			「嫁の父親に勝てないのは男として情けない」

			　俺はプライドにかけて、シリルを追い越すと誓った。

		

	
		
			第10話　ユキナ・エルシエ

			　

			「いったい何があったんだ？」

			　俺はシリルとの戦いを終えて、宿に戻っていた。

			　宿に逃げ帰ったクーナと話をするために、彼女の部屋に行くとなぜか鍵が開いていた。

			　扉を開けて中に入ると言葉を失った。クーナが浮いていた。

			　もちろん、彼女がとつぜん超能力に目覚めたわけではない。

			「いたっ、痛いです！　ギブ！　ユキ姉様、ギブ！　おーろーしーてー」

			「クーナはもう少し反省するべき。どれだけ、ユキナたちに心配かけたかわかってる？」

			　セミロングの銀髪をしたクール系のキツネ耳美少女が、クーナにアイアンクローをしていた。

			　恐ろしいことに片手でクーナの体を持ち上げている。

			　間違いない、馬車でシリルの隣にいた少女だ。

			　クーナに聞いた話では、クーナの兄の娘にあたる。

			「だって、父様、ひどいんですよ、いきなり海の向こうにいる人のところに嫁にいけって。そりゃ、家出もしますよ」

			「ひどいってことは同意。でも、ユキナたちに何も言わずに家出したことは許さない」

			　クーナの頭蓋骨がきしむ音が、ここまで聞こえてくる気がする。

			「あの、そろそろ放してあげたらどうだ？」

			　あまりにもクーナが可哀想なので、助け舟を出す。

			　どうやら、かなり追い詰められているらしく、クーナの全身がぴくぴくと痙(けい)攣(れん)し、尻尾(しつぽ)がだらりと力なく垂れている。

			「もしかしてあなたが、クーナの恋人？」

			　ユキナがそう言った瞬間、さきほどまでボロ雑巾のようになっていたクーナが再起動する。

			「違います！　ソージくんは友達です！　恋人なんかじゃありません！」

			「そう……クーナが、こんなに必死に否定するのは、初めて。特別なのは間違いない。あんまり、他所様の前で、見苦しいおしおきを見せるのは失礼かも」

			「ユキ姉様！　それじゃ、これで終わりですよね？」

			「んっ、締めでいつものをやって終わりにする」

			「えっ!?　それって、やめ、やーめて、ソージくんの前では、ゆるしてー」

			　クーナが涙目で懇願する。

			「だめ、悪い子はお仕置き」

			　しかし、ユキナはクーナを脇に抱えると、勢い良くスカートをパンツごと脱がす。

			　クーナの白いお尻が晒(さら)される。

			　そして、手を振り上げ、おもいっきり平手打ちした。

			　パシーンっといい音が鳴った。

			　クーナの尻尾(しつぽ)が根本から、先端までぶるりと震える。
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			「ひぎぃっ、いっ、痛い」

			　クーナが悲鳴をあげる。お尻が赤く腫れた。

			「あと九回」

			「ソージくん、見ないでください！」

			「大丈夫、目を逸らしているから」

			　嘘じゃない。

			　ちゃんと目を逸らしつつ、魔術で光を屈折させてしっかりと見ている。

			　クーナが安(あん)堵(ど)の息を漏らしたのもつかの間、二度、三度と次々とユキナがクーナの尻を打つ。

			「いひゃい、ユキ姉様ぁ、ゆるしてぇ」

			　尻を打つたびにクーナの悲鳴が木霊する。

			「これでおしまい」

			　ユキナは、おもいっきり振りかぶり、十回目の平手打ちをクーナの尻に見舞った。

			　そして、脇に抱えていたクーナを放す。

			　ユキナから解放されたクーナはその場でうつ伏せになったまま、真っ赤になったお尻を押さえて涙目になっている。

			「ユキ姉様、ひどいです。こんな子供にするみたいなお仕置き」

			「クーナは、私から見たらまだ子供」

			「もう私、一六ですよ！　結婚できる歳です。ちゃんと大人です！」

			「大人は、何も言わずに家を飛び出して、家族を心配させたりしない」

			　クーナは、言葉に詰まる。そんなクーナに、ユキナは微(ほほ)笑(え)みかけた。

			「でも、クーナが無事で本当によかった。クーナは、お人好しで騙されやすいから心配だった」

			　そして、ユキナはクーナをギュッと抱きしめる。

			「ユキ姉さまぁ」

			　クーナも久しぶりの家族に会ったせいか感極まった様子で、ユキナを抱きしめかえす。

			　そして、声をあげて泣き出した。

			　美しい光景だ。

			　……クーナが尻丸出しでなければ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二人は、クーナが泣き止むまで抱きしめ合った。

			　そして、名残惜しそうに抱擁をとき、やっと尻を丸出しにしていたことを思い出したようで、クーナは慌ててスカートとパンツをたくし上げた。

			「ソージくん、見てないですよね」

			「もちろん。クーナのスカートが脱げそうになったから、慌てて目を背けたよ」

			「本当に、本当ですね」

			「神に誓ってもいい」

			　今回は本当に、そうしていたので堂々と答える。

			「クーナ、この人が顔を逸らしていたことは間違いない」

			「ユキ姉様がそう言うなら安心です。ソージくんが紳士的な行動をとるなんて、明日は雪が降ります」

			　クーナがそっと胸を撫で下ろす。安心してほしい、雪はきっと降らない。俺は平常運転だ。

			「でも、変な魔術は使ってたけど」

			　そんなクーナを尻目に、ユキナは俺の耳元でぼそりとつぶやいた。少し、脂汗が出た。

			「ユキ姉様、ソージくんとナイショ話ですか！」

			「なんでもない。ただ、男の子だなーって思っただけ」

			　ユキナは意味ありげに微(ほほ)笑(え)む。

			　さすが、クーナの姉。油断できない相手だ。

			　そして、ユキナはごほんと咳払いをした。

			「ユキナの名は、ユキナ・エルシエ。エルシエでは、酒蔵を任されている。あなたの名前を教えてほしい」

			　俺の目をまっすぐに見て、そう告げた。

			「俺はソージ。騎士学校に通っている。クーナと【魔剣の尻尾(しつぽ)】というパーティを組んでいる」

			「それだけ？」

			　ユキナは、俺とクーナの両方に問いかける。

			　俺は微(ほほ)笑(え)み、口を開く。

			「今はそうだ。俺のほうはもっと深い関係になりたいと思っているが、クーナに振られ続けているんだ」

			「ソージくんみたいな気の多い男の人には、尻尾(しつぽ)を預けられません」

			　クーナが照れ隠しもあるのか、いつもよりも大げさに否定する。

			　ユキナはそんなクーナの様子を見て何度か頷いてから口を開く。

			「なるほど、だいたいわかった。クーナは素直じゃないから苦労をかける。でも、いい子だから見捨てないでくれると嬉しい」

			「なっ、なっ、なっ、何を言っているんですか、ユキ姉様！　それじゃ私がソージくんのことを好きみたいじゃないですか！」

			「クーナ、後悔しないうちに素直になることを勧める。男は手の届かない美人よりも、手軽にやらせてくれる女を選ぶ」

			　クーナが顔を真っ赤にして、耳をピンと立てた。相変わらず、クーナは可愛い。

			「ふんだ、行き遅れのユキ姉様に恋愛のアドバイスをされるいわれはないです」

			「ユキナはお酒と結婚しているだけ。男の人に興味がない」

			　ユキナは、適当にクーナをあしらう。この人はクーナの扱いに慣れている。

			「ソージ」

			　ユキナの声のトーンが変わる。若干硬く、それでいて俺への尊敬の気持ちがあるように感じられる。

			「クーナを守ってくれてありがとう。クーナがこうして楽しそうにしているのなら、きっとそれはあなたのおかげ。クーナの姉として心の底から感謝の言葉を送らせてほしい」

			　そして、非常に綺麗なお礼をした。所作のひとつひとつが、美しい。

			「いえ、俺はクーナが好きだから、クーナのことを大事にしているだけだ。感謝をされるようなことはしていない」

			「……クーナにはもったいない人かも。お願いだから、クーナを見捨てないでほしい。クーナが気に入った男も、クーナの父親、シリル・エルシエが認めた男もあなたが初めて。たぶん、あなたに見捨てられたら、クーナは嫁のもらい手がなくなる」

			　俺は、その言葉を聞いて噴きそうになった。

			「ユキ姉様、お願いだから、それ以上恥ずかしいことを言わないでぇ。それになんですか、父様が認めたって、どうしてそんなことがわかるんですか！」

			　クーナが、はぁはぁ息を荒らげながら突っ込んでくる。

			「クーナはわからない？　ソージから、お祖父様の魔力。それも敵意のある魔力の匂いがする。お祖父様の悪い癖が出た。そんな匂いがして、こうしてクーナの前で普通に話しているってことは、お祖父様のあれをクリアしたってこと」

			「えっ!?　まさか」

			　クーナが俺のほうに近づいてきて、くんくんと俺の匂いを嗅ぐ。

			「本当に父様の匂いがする!?　ソージくん、父様に会ったんですか!?　いったい、父様と何を話したんですか!?」

			　クーナがすごい勢いで詰め寄ってくる。

			「とくに大したことは話してないよ。クーナが元気かって聞かれたから。元気だって答えて、あとは娘さんを俺にくださいって言ったら、クーナが欲しければ俺を倒して見ろって言われたから、倒してきた。……ハンデをつけてもらってだけどね」

			　今思い出しても、悔しさがこみ上げてくる。

			　近いうちにハンデなしにあの男を凌(りよう)駕(が)したい。

			「父様に喧(けん)嘩(か)を売るなんてバカですか！　死ぬ気ですか!?　あの人、親ばかだから娘のことになったら容(よう)赦(しや)ないんですよ！」

			「でも、俺は勝って認められた。娘を任せるって言ってもらえたよ」

			　そう聞いた瞬間、クーナは呆けた顔をして、頬を紅(こう)潮(ちよう)させた。

			　ユキナは、感心したような表情で口を開く。

			「お祖父様相手に、そんなことをできる人、なかなかいない。ちゃんとふぉっくすさせてあげないと、この人は捕まえておかないとだめ」

			「ソージくん、父様に〝私がほしい〟って、あの娘のことになったら悪魔のように怖い父様に向かって……、ルーシェ姉様のときは、何人も再起不能にした父様に向かって……」

			　クーナは潤んだ目で、俺のほうを見てくる。こんなクーナは初めてで、俺も変に意識してしまう。そんな俺たちをユキナは、少し満足気に見ていた。

			「クーナの仲間がいい人で安心した。これはお近づきの印。パーティで飲むといい。ユキナの最高傑作」

			　ユキナはそう言いながら、部屋の壁に立てかけていたカバンから酒瓶を取り出した。

			　ラベルを視るかぎり、エルシエで造られているエルシエワイン。

			　だが、ただのエルシエワインではない。ラベルに書かれている文字がプラチナ色。

			　これは……。

			「ヴァリス・エルシエワイン。いいのか!?　こんなものをもらって」

			　ヴァリス・エルシエワインとは、少量生産かつ圧倒的な人気で手に入らないエルシエワインの中でも、最高ランクのもの。

			　コストを度外視し、ただうまい酒を作るだけを目標に、エルシエで当代最高の職人が作り上げる。

			　製法は門外不出。一般的な酒の製法ではなく、魔術的な要素を付け加えて初めて完成する天上の酒と言われている。

			　王侯貴族にも愛好家が多く、城一つと交換して手に入れるものがいるほどの酒だ。

			「いい。ユキナが造ったお酒。それを誰に渡そうとユキナの勝手。妹の恩人にぜひ飲んでほしい」

			「ありがたくいただこう。俺たちのパーティで楽しませてもらう」

			　うやうやしく、ユキナの手からヴァリス・エルシエワインを受け取る。

			「それと、クーナ」

			「ほえっ、なんですか、ユキ姉様」

			　未だ呆けるクーナにユキナが声をかけた。

			「帯剣式でエルシエは、火狐の歌を贈る準備をしていた。父様が演奏して、ユキナが歌う予定だった。でも……クーナが歌いなさい。大切な友達への祝福の歌よ。クーナが歌うべき。帯剣式では、エルシエの姫君、クーナ・エルシエとして振る舞って」

			「でも、私は」

			「気持ちの整理がつくまでエルシエに帰ってこいとは言わない。お祖父様のことを、まだ許さなくてもいい。クーナ・エルシエではなくて、ただのクーナとしてエルシエの外に出たいと思っているのもわかる。だけど、友達に最高のプレゼントを贈れる機会を逃していいの？」

			　ユキナの言葉に、クーナは戸惑う。そして、俺のほうを見てきた。

			「余計なことを考えずに、自分の気持ちに正直になればいい。面倒事があるなら、俺がなんとかする」

			　そう言うと、クーナは頷いて笑顔で口を開いた。

			「私は、アンネのために歌います！」

			　良い返事だ。

			　やっぱり、クーナはいい女だ。

		

	
		
			第11話　クーナのお願い

			　

			　ユキナの提案で、クーナは帯剣式でアンネに歌を贈ることになった。

			　隣のクーナを見ると、やる気に満ちたいい表情をしている。

			「ユキ姉様、ソージくん。私は最高の歌を披露します」

			「楽しみにしているよ」

			「ユキナもクーナの歌、楽しみ」

			　俺たちの返事を聞いて、クーナはにやりと笑う。

			「ふっ、ふっ、ふっ、私の歌で骨抜きにしてあげます。……それで、ユキ姉様。一つお願いがあるんです」

			　クーナが少しためらいがちに口を開いた。

			「何？」

			「伴奏、父様じゃなくて、ソージくんにお願いしたいんです。帯剣式の日に贈る歌は、父様が、母様のために作った【朝陽のクウ】にします。あの歌はソージくんも演奏できますし、私たち【魔剣の尻尾(しつぽ)】のはじまりの歌だから、アンネに贈るにはぴったりです」

			「クーナ、今回の歌はエルシエから贈る祝福の歌だってわかっている？　エルシエと関係ない、ソージが伴奏するのはおかしい」

			「わかっています。それでもお願いしたいんです」

			「ソージは、お祖父様よりオファルがうまいの？」

			　オファルは、横笛の一種であるエルシエの伝統楽器。かつての世界でクーナのために練習した楽器だ。

			「そんなわけないじゃないですか。父様よりうまく吹ける人なんていないですよ」

			「なら、クーナは友達を祝うのにわざとできの悪い歌を贈るの？」

			「違います。確かに、父様のオファルよりもソージくんのオファルは劣ります。でも、ソージくんが吹いてくれたほうが、私は力が湧いてきて、ずっとずっといい歌を披露できます。トータルとして、ずっとそっちのほうがいいです」

			　クーナが断言する。その言葉が照れくさくもあり、……嬉しかった。

			「……そのセリフを聞いたら、お祖父様、号泣する。でも、わかった。そういうことなら仕方ない。いい。ソージに伴奏を任せる。ソージもいい？」

			「もちろん、クーナが期待してくれるなら、俺はなんでもする」

			「クーナ。ソージが演奏したほうが、ずっといい歌を歌えるって言葉が嘘だったら、お仕置き。それもすごいの覚悟しておいて」

			　ユキナからの脅(おど)しの言葉。しかし、クーナはまっすぐにユキナの目を見て頷く。まったく、恐れる様子はなかった。

			「そこまで想える人がクーナにできるなんて。少しうらやましい。初めて恋人がほしいと思った。ユキナが周りを説得する。だから、クーナはソージと一緒に最高の歌を届けることだけ考えて」

			　ユキナが苦笑をしながら答える。

			　どうにかすると言ったが、どうやって俺が伴奏することを認めさせるのだろう。

			　生半可な理屈じゃ通用しないはずだが……まあ、考えても無駄だ。ここはユキナに任せよう。

			「任せてください。……ただ、それとは別に、ちょっと問題がありまして」

			「何？　言ってみて」

			「帯剣式に着ていく服がないです」

			「……クーナ、おまえもか」

			　クーナがいつかのアンネとまったく同じセリフを言うものだから、脱力感がすごい。

			「だって、高い服なんて必要ないですし、買うお金もなかったんですよ！　どこかの誰かがすごい勢いで、金利だって言ってお金を搾(さく)取(しゆ)するから！」

			「俺はちゃんとした取引をしているよ。クーナたちからもらったお金の対価は与えているはずだ」

			「うっ、それを言われると辛いです」

			　言いがかりもいいところだ。魔石の効率化も、装備の作製も、友情価格でやっているというのに。

			「そもそもクーナは、いったい金を何に使っているんだ。それなりに蓄えはあるはずだろ」

			　クーナは、毎回金利だけの払いにしているので、まったく元金が減っていない。

			　逆に言えば、現金はそれなりに受け取っているのだ。

			「そっ、それは秘密です。女の子には、いろいろとお金がかかるんですよ！」

			　どうやら、答えてくれるつもりはないらしい。クーナは、それほどおしゃれに気を配るタイプでもないし、贅沢もしていない。買い食いは多いけど、そこまで浪費しているようには見えず、不思議だった。

			「クーナ、もしかして。エリンでもあれを続けているの？」

			　ユキナが淡々とした様子で問いかけると、クーナのキツネ耳がぴくりと動いた。

			「なっ、なんのことですか？　わっ、私、わからないです」

			「うん、わかった。続けているんだ。ユキナはいいと思うよ」

			　ユキナはふむふむと頷いた。少し気になる。

			「クーナ、ドレスのことなら心配しなくていい。ルーシェ姉様の作ったドレスをもってきてる」

			「えっ、ルーシェ姉様が新しいドレスを作ってくれたんですか！」

			「うん、ユキナたちが王都でクーナと会うって言ったら、ルーシェ姉様、徹夜して仕上げてくれた。歌とか関係なしに、勝負服はもっていたほうがいいって、張り切ってたの」

			「嬉しいです！」

			　クーナが目を輝かせていた。俺は、そんなクーナに問いかける。

			「ルーシェって人も、クーナの兄妹なんだ」

			「はい、腹違いの姉様です。ルーシェ姉様はエルフで、すごく服作りがうまいんです。私の兄妹は、みんなそれぞれ特技があるんですよ。ルーシェ姉様は服作りの天才だし、ユキ姉様はお酒造りの天才、それから、私と同じ母様をもつソラ姉様は政務の天才で、父様の補佐としてエルシエを統治しています」

			　よほど姉たちのことが好きなのか、自分のことのように姉たちのことを誇るクーナ。

			「クーナの兄さんも何か才能があるのか？　あえて言わなかったみたいだけど」

			「あの人は、シスコ……ごほんっ、兄様は戦闘の天才ですよ。父様から、体術と戦闘に特化した魔術を徹底的に叩き込まれてますからね。私たちの兄妹の中では一番、戦いに関する才能があります。父様も言っていました。戦いの才能だけなら、自分よりあるって。まあ、その無駄な才能のせいで、残念な脳筋になってますけど」

			「クーナよりも才能があるのか」

			「間違いないです。でも炎、その一点だけなら、負ける気はしないです」

			　それは、すごい。

			　クーナは、体術も魔術も天才的なセンスがある。それはけっして努力でどうにかなるレベルじゃない。

			　それを上回る男。一度、手合わせしてみたい。

			「あれ、そう言えばあと一人兄姉がいたよね？」

			　かつて、クーナは一人の兄と、三人の姉がいると言っていた。

			　だが、ユキナは厳密にはクーナの姪にあたる。

			　クーナの兄の娘で、年上だから姉のように慕っているだけだ。それなら、もう一人姉がいるはずだ。

			「もう一人の姉様はちょっと、特別です。ごめんなさい。答えられません」

			「うん、ユキナもあの人のことを言うのは、おすすめしない」

			「……事情があるなら無理には聞かないよ。それで、クーナの兄や姉は、何かの才能があるってわかった。クーナは何の天才だ」

			　俺が、そう聞くとクーナは腕を組んで考える。

			「……食べる天才ですかね？」

			「なんの役にも立たない!?」

			「いや、そうでもないんですよ？　私、その気になれば服だって、お酒だって作れますし。政治も戦いの才能もあるんですけど、どれも、二番目か、三番目なんですよね」

			　オールラウンダーって奴だ。悪く言えば器用貧乏。

			　だが、あくまで他の兄姉とくらべてという話で、世間一般で見ればすべて天才と言われるほどの才能はあるのだろう。

			「ユキナはクーナの才能を言える。クーナには歌がある。エルシエの誰よりも素敵な歌が。それは、みんなが認めている。アンネのことがなくても、クーナが歌ったほうがいいと思ってた」

			　俺はユキナの言葉を聞いて納得した。

			　かつてエリンにたどり着いた日。クーナの歌を聴いたが、本当に心を揺さぶるいい歌だった。

			　その後は何度かねだったが、聴かせてくれたことがない。

			「そうだったな。クーナの歌、素敵だったよ」

			「……その、なんというか、照れます。期待を裏切らないようにしないと」

			　クーナが顔を赤くして照れくさそうに言った。

			「クーナ、この場でドレスの微調整をする。ルーシェ姉様のことだから間違いはないと思うけど、クーナも成長しているから、調整は必要。……エルシエを出てから、少し胸が大きくなった」

			「ひゃっ、何するんですか！　ユキ姉様」

			「不思議、同じ血筋なのに、どうしてここまで違うんだろう」

			　ユキナはクーナの胸を揉みしだく。大変、眼福だ。

			「いい加減にしてください、ユキ姉様、そこ、だめぇ」

			　クーナが変な声をあげて身を捩る。

			　そして、強引に振りほどこうとした瞬間、ユキナは素早く離れて、満足気な表情を浮かべた。

			「さて、遊びはおしまい。はやく調整に入るの。時間がない」

			「……もう、ユキ姉様は。でも、時間がないことは同意です」

			「うん、急ごう。俺も手伝うよ！」

			　さて、急いでやらないと。幸いなことに俺は裁縫が得意だ。

			　しかし、クーナはじと目で俺を見るだけで、なかなか着替えようとしない。

			「クーナ、何をしているんだ。はやく、ユキナが持ってきたドレスに着替えないと」

			「ソージくん♪　出て行ってください」

			「ちっ、勢いでごまかせると思ったのに」

			　さすがに、そこまで甘くないようだ。

			　これ以上ここにいたら、またクーナに怒られる。

			「じゃあ、俺は行くよ」

			　今日は素直に撤退しよう。

			　それに、俺にも準備が必要だ。なにせ、帯剣式に着ていく服がないのは俺も一緒だ。なんとかしないといけない。

			「あの、ソージくん。あとで少し話を二人きりでさせてください！　その、ずっと黙っていたこと、謝りたくて」

			　去り際に、クーナが俺の背中に声を投げかけた。

			　どうやら、気にしていたらしい。

			「うん、いいよ。また後で」

			　俺はそれだけ答えて部屋を出る。

			　アンネのドレスに加えて、クーナのドレス。

			　大好きな二人の晴れ姿、今から楽しみだ。

		

	
		
			第12話　きれいなクラネル

			　

			　宿を出て、再び街に出る。

			　目的は、服の購入だ。

			　ただの客として参加するなら、騎士学校の制服で良かったのだが、クーナの伴奏をするのであれば、それなりの服が必要だ。

			　今から、オーダーメイドの服を作ることはできない以上、既存のものを買わないといけない。ぴったりと体にあうものがあるかどうかだ。

			　見つからなければ、いっそのこと魔術で可視光をすべて屈折させ、俺の姿は見えないが、伴奏は聞こえるというサプライズを計画してもいいかもしれない。

			　そんなことを考えていると、宿の入り口近くにあまり見たくない顔が見えた。

			　知らないふりをして通りすぎようと決める。

			「やっと出てきた。ここでずっと君が出てくるのを待っていたんだ。この宿、プライバシーだ、なんだと言って、案内してくれなくて」

			　だというのに、その男は俺に向かって声をかけてきた。

			　目の前にいる男はクラネル・フェイラーテ。アンネとクヴァル・ベステを賭けて戦った男だ。

			「俺のほうに、おまえと話すことはない。急いでいるんだ」

			　話してもお互い不快になるだけなので、軽い挨拶をして立ち去ろうとする。

			「まっ、待ってくれ、いや、待ってください」

			　しかし、そんな俺をクラネルは引き止める。

			「なんだ、俺に用事でもあるのか」

			「はい、どうしても話したいことが」

			　やけに腰を低くして話しかけてくるので、俺の中で警戒心が強くなる。

			　この男は俺を恨んでいるはずだ。

			「今は忙しいんだ。今度にしてくれ」

			「そう言わずに！」

			「本当に忙しいんだ」

			「なら、どうして忙しいかを言ってください。僕なら力になれるはずです」

			　こいつに話す義理はないが、言わない限りまとわりついてきそうだ。

			　俺は小さくため息をつき、事情を話すことにした。

			「アンネの帯剣式に出ることになって、そのための服を買う必要が出た。そんな服、そうそう手に入るものじゃないから、今から街中探しまわらないといけない。だから、こうやって話している時間がもったいない。もう行くぞ」

			　俺の言葉を聞いたクラネルは、ホッとした顔をした。

			　そして自信満々な表情で口を開く。

			「それなら、任せて下さい。もともと、僕が帯剣式で使うはずだった礼服をプレゼントしましょう。僕とソージは、背格好がほとんど同じだ。問題なく着られる、フェイラーテの力で作った最高の服だから、質は申し分ないはずさ」

			「何を企んでいる？」

			　確かに、フェイラーテが式典用に用意したものなら、すばらしい服だろう。

			　だが、非常に高価なはずだし、そもそも俺に渡す意味がわからない。

			「何も企んでなんていない。ソージと話したいだけなんだ。それに、僕には不要になったものだから、使ってほしいんだ」

			「それが本当だとして、対価に何を求める？」

			　ここで、クヴァル・ベステや、アンネと答えたら、全力でぶん殴る。

			「さっきから言ってるじゃないか。少し、話をさせてほしい。そこの酒屋で、一杯付き合ってくれたらそれでいい」

			「……わかった。それでいいなら付き合おう」

			　俺は警戒心を解くことなく、頷いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今日はとんだ日だ。

			　天敵だと思っていたシリルの次は、仇敵のクラネルと酒を呑むなんて。

			　どういう星の巡り合わせなんだろうか。

			　意外なことに、クラネル・フェイラーテが選んだのは、なんの変哲もない大衆酒場だった。

			　労働者たちが、ジョッキをぶつけあって騒いでいる。

			「付き合ってくれてありがとう。ソージ」

			「それで、俺と何を話したいんだ」

			　俺が問いかけると、クラネルは机に両手を乗せて、勢い良く頭を下げた。

			「僕が作ってしまった化物を倒してくれてありがとう！　君のおかげで僕はアンネロッタを殺さずに済んだ。アンネロッタを殺していたらと思うと、僕は、僕は」

			　いきなりそんなことをされたものだから、面くらう。

			「後悔するぐらいなら、初めからするな」

			「僕もそう思うんだ。だけど、あのときの僕はおかしかった。もとから、アンネのことも、クヴァル・ベステのことも喉から手が出るほどほしかった……。だけど、あんなこと、絶対にいつもの僕ならするはずがなかったんだ」

			　心の底から悔しそうにするクラネル。

			　その言葉は嘘ではないのだろう。あのときのクラネルは尋常じゃなかった。

			「そのことを伝えたかったのか」

			「うん、そうだよ。だけど、それだけじゃないんだ。僕は、これからもエリンの騎士学校に通い続ける」

			「てっきり、アンネからクヴァル・ベステを奪うために来たんだと思っていた。もう用はないだろう？　なんで、まだ残るんだ？」

			　俺がそう問いかけると、クラネルは少し寂しげな笑顔を浮かべた。

			「初めはこっちに戻る予定だったさ。だけど僕はもう、フェイラーテ家を継承できなくなった。君と、そしてアンネロッタに負けた。フェイラーテの悲願であるクヴァル・ベステの担い手になることを達成できなかった。そのことが致命的だった。フェイラーテの家(か)督(とく)は弟が継ぐ」

			　俺は、少し同情した。クラネルの立場は苦しいものがある。

			「だから、僕はこの帯剣式が終わる頃、身ひとつで追い出される。幸い、卒業までの寮費と授業料はすでに学園に支払われている。卒業までの生活はなんとかなるだろう。僕はそこで一人の生徒として、新しい生活を始める。フェイラーテなんて関係ない、ただの探索者になって生きていくつもりだ」

			「……なんで、そのことを笑って言える」

			　クラネルの言葉に悲壮感はない。

			　むしろ、楽しそうにすら感じる。まるで、憑物が落ちたようだ。

			「実はね、それほど悲しくはないんだ。全部失ってわかったんだけど、フェイラーテが重荷だった。僕は剣が好きだ。それ以外のことが煩わしいって、ずっと思ってた。これからは、好きに剣を振るって、剣の力で自分の人生を切り開く。そう考えると、むしろわくわくしてくる」

			「そうか、新しい人生をがんばるといい。応援はしているよ」

			　俺は、クラネルを助けようとは思わない。

			　すべてを失ったからと言って、彼の罪が消えたわけでもなければ、助けてやる義理もない。

			「それとね、アンネロッタのことはお礼を言うだけじゃなくて、男として君に言わないといけないことがある」

			「聞いてやる。そういう約束だしな」

			　高価な礼服をもらう。それぐらいのわがままは聞こう。

			「僕は、剣士としての君を尊敬している。ランク１でありながら僕を圧倒した剣技。ただの剣士になった今、素直にそう思えるんだ。それにアンネロッタを助けてくれた恩人だとも思ってる。……だけど、僕は君に負けたままで納得できるほど、プライドがないわけではないし、アンネロッタのことを諦めたわけでもない。騎士学校に通っている間に、君の剣技を盗みとって見せるし、努力して必ず追いつく。そして、君に夢中なアンネロッタを、いつか振り向かせて見せる」

			「……目指すのは勝手だが、俺が許すと思うか？」

			「思わない。だけど、それでも目指すのが男だろ」

			　俺は苦笑いする。そういう考え方は嫌いじゃない。

			　剣を教えてくれじゃなく、盗んで見せるというところに、ほんの少しだが好感を覚えた。

			　もし、剣を教えてくれなんて言ったら、ふざけるなと言ってジョッキの中身をぶちまけてやっただろう。

			「とりあえず、今日のところは、おまえの門出を祝おう」

			　俺はジョッキを掲げる。

			「かたじけない」

			　そして、クラネルも自分のジョッキを持ち上げた。

			　俺たちはジョッキをぶつけあって乾杯する。

			　だが、本気でアンネを狙うなら、……害虫駆除、もとい格の違いを思いしらせないといけない。

			　まったく、クーナを狙う害虫の四位の人に、アンネを狙う害虫のクラネルか。

			　気が抜けないな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、クラネルと飲んでから、彼の屋敷の前まで行き、礼服を受け取った。

			　本当にサイズがぴったりで調整の必要すらなかった。

			　これで、懸念事項が一つ消えた。

			　そして、自分の部屋に戻ると、俺の部屋の前でクーナが体育座りをしていた。

			　俺を見つけたクーナは一瞬、ぱっと笑顔を見せて、そしてふくれっ面になった。

			「もう、ソージくん、遅いです！　あとで二人っきりで話そうって約束していたのに」

			「悪い、ちょっと用事があったんだ。じゃあ、中で話そうか」

			　俺は、膨れっ面のクーナを部屋に招き入れた。

			　俺の部屋なら邪魔が入らずゆっくり話せるだろう。

		

	
		
			第13話　ふぉっくす！

			　

			「クーナ、ちょっと待っていてくれ。すぐにお茶を用意するから」

			　クーナを招き入れ、ベッドに座ってもらう。

			　部屋に用意されていた水差しの水を魔術で温めて、ティーポットにお湯を注いだ。

			　クーナは緊張しているみたいなので、気分を落ち着ける効果があるハーブを使う。

			「いい匂いですね。このお茶」

			「街を歩いているときに、良さそうなハーブを見つけた。俺のお気に入りなんだ」

			　エリンでは手に入らない種類のハーブだ。

			　好きなハーブなので、それなりの量を買いだめしている。

			「ほら、クーナの分」

			「ありがとうございます。ソージくん」

			　クーナは俺からお茶を受け取り、ふうふうと冷ましながら啜(すす)る。

			　彼女にはいつもより色気があった。やけにクーナの唇が気になって仕方ない。

			「あっ、美味しいです。これ」

			「喜んでもらえて嬉しいよ」

			　クーナはゆっくりとお茶を味わって飲んでいる。

			　そして、お茶がなくなり、沈黙が部屋を支配した。

			　俺は、クーナが話しかけてくるのを待つ。催促をするのは無粋だ。

			「ソージくん、その、秘密にしていたこと怒ってないですか？」

			　クーナが上目遣いになって、ためらいがちに尋ねてきた。

			「それは、エルシエの長の娘だって隠していたことを言ってるのかな？」

			　俺の問いかけに、クーナは無言で頷く。

			「怒ってないよ」

			「ほんとうに？」

			「うん、本当に。どうして俺が怒らないといけないんだ」

			「だって、私、エルシエのお姫様ですよ！　一緒にいれば変なことに巻き込まれるかもしれないですし、いろいろと面倒くさい女の子なんです！　そのことを隠して近づいたんです。いつか言おうと思っていたのですが……今の生活が楽しくて、言うと、嫌がられそうな気がして、ずっと言えなくて……」

			　クーナが声を張り上げてまくし立てるように言い始め、最後のほうはどんどん小声になっていった。俺への申し訳なさのせいだろう。

			「だから、なんだって言うんだ」

			　俺は呆れたような口調でクーナに言う。

			「だって……お姫様だったらって、あれ、ソージくん、気がついたあとも全然態度変わらない!?」

			「あたりまえだろ。いちいち、クーナがお姫様だからって態度を変えていられるか。それとも、お姫様扱いしてほしいのか。だったら、それらしく振る舞おうか？」

			「いえ、そんなつもりはないです。むしろ、いつもどおりのほうがありがたいです」

			「なら、いいじゃないか。それに、もともとクーナは俺のお姫様だよ」

			「……そのセリフ、いつもどおりのソージくんです」

			　クーナはジト目で俺をみて、冷たい口調でつぶやいて、そして笑った。

			　そんなクーナを見て、俺も笑う。

			「なんだか、いろんな心配をしていた私がバカみたいじゃないですか」

			「そうだ。俺をなんだと思っているんだ。俺は、クーナのためなら、王様だって殴る男だ。クーナがお姫様だろうが、関係ない」

			「それは言いすぎです」

			「本気だけどね。実際、今日だってクーナを泣かせたエルシエの王様を殴ってきたよ」

			「えっ!?　倒したって聞いたけど、そこまで!?」

			「うん、おもいっきり、こう右ストレートが、相手の頬に綺麗にはいって気持ちよかった」

			　俺の言葉を聞いたクーナが目を丸くして驚く。

			「信じられないです。あの父様に……ほんとうにソージくんならなんでもできそうです。でも、できればその場にいたかったですね。その戦いを見たかった」

			　クーナが残念そうに言った。

			　俺も、クーナに見せてやりたかった。あれは、いい戦いだった。

			「さすがに、クーナにもう一回見せるためだけに殴りかかることはできないかな。人として」

			「誰もそんなことはお願いしてないです！」

			　クーナが、勢い良く突っ込みを入れていく。このテンポが心地よい。

			「……ソージくん、改めて自己紹介させてください。本当の私のことをソージくんに知ってほしい。自分の口からちゃんと話したいです」

			　クーナが微(ほほ)笑(え)んでそう言った。透明で、それでいて暖かな最高の笑顔。

			　クーナはベッドから立ち上がり、俺と目線を合わせる。

			「私は、クーナ・エルシエ。エルシエの長、シリル・エルシエの末娘にして、エルシエの歌姫。どうか、よろしくおねがいします。私はソージくんとずっと一緒にいたい」

			　クーナ・エルシエと名乗る彼女には、いつもと違い、思わず跪(ひざまず)きそうになるほどの気品があった。本当にお姫様なんだっていうのが、ひしひしと伝わってくる。

			「こちらこそよろしく。俺はソージ。ヴェルグランデ騎士学校の学生だ。いずれは世界最強の魔術師になる予定だ。死が二人を分かつまで、共に行こう」

			　そして、二人で微(ほほ)笑(え)み合う。

			　やっと、本当のクーナに会えた気がする。

			「最後の死が二人を分かつまでって、いったいなんですか」

			　クーナがくすくすと笑いながら問いかけてくる。

			「うん、言葉のとおりだよ。死ぬまで一緒にいようって。あとはちょっとしたおまじないかな」

			　地球では、結婚式での言葉。

			　クーナと添い遂げられるように願い口にした。

			　これはまだ俺の胸の中だけにしまっておく言葉だ。いつか、この意味を解説しよう。

			「私も約束します。死が二人を分かつまで、共に」

			　胸が高鳴った。

			　クーナは意味も知らずに言っているが、それでも嬉しい。

			「ねえ、ソージくん。疲れてますか」

			「今日は、いろいろあって少し疲れてる」

			「じゃあ、こっちに来てください。尻尾(しつぽ)枕してあげます」

			　クーナが再びベッドに腰掛けると、ぽんぽんとベッドを叩き、尻尾(しつぽ)を横に向ける。

			「尻尾(しつぽ)はずっと触らせてくれなかったのに、いいのか？」

			「はい、今のソージくんにならいいです。でも触るのはいいけど、握ったらだめですよ。握ったらふぉっくすになっちゃいます」

			「わかった。尻尾(しつぽ)は握らない」

			　俺は、クーナの言葉に甘えてベッドに入る。

			　そして、クーナの豊かな尻尾(しつぽ)に頭をあずける。ふさふさもふもふの毛が柔らかく、俺の頭を受け止める。お日様の匂いと、クーナの匂いに包まれて幸せな気持ちになる。

			　そして尻尾(しつぽ)を触ると、表面はさらさらとして、それでいて柔らかく沈み込んで、極上の触感だ。

			「どうですか、尻尾(しつぽ)枕、気持ちいいですか？」

			「うん、最高だ。ずっとこうしていたい」

			「なら、ソージくんが寝付くまでこうしてあげます。今日は、特別です」

			　クーナが優しげな表情で見下ろしてくる。

			「ねえ、クーナ。一つ聞いていいか？」

			「なんですか？」

			「ふぉっくすってなんだ？」

			「えっ、知らないんですか？」

			　クーナが驚いた表情をする。

			　クーナは顎に手をあてて、そう言えば言ってなかったとつぶやいた。

			「えっと、ふぉっくすっていうのは、尻尾(しつぽ)をぎゅっと握ることを言うんです」

			「なんだ、そんなことか」

			「そんなことってなんですか!?　火狐が尻尾(しつぽ)を握らせるのは、この人になら、自分のすべてを任せていいって意思表示なんです。だから、永遠の愛を誓った相手か、絶対服従を誓った相手だけなんです。それぐらい、ふぉっくすは特別なことなんです」

			「なるほど、行為に隠された意味があるのか」

			「意味があるってだけじゃなくて、尻尾(しつぽ)握られると火狐は気持ちいいんです。体の奥がぎゅっとなって、熱くなって。母様も、大好きな人に握られると、本当に幸せな気持ちになれるって言ってました。私もたまに一人で……って何を言わせるんですか！」

			　クーナが顔を真っ赤にして俺を睨みつける。

			　なるほど、それは大事だ。

			　間違っても俺以外の奴に〝ふぉっくす〟なんてさせてやらない。

			「クーナ、ふぉっくすしていいか」

			「なっ、なっ、なっ、何を言っているんですか？」

			「俺はクーナを一生大事にするよ」

			　それは本心だ。俺はクーナと一緒に生きていくためにこの世界に来た。

			「本気なんですね……じゃあ、私も真面目に答えます。今はだめです。今は、尻尾(しつぽ)枕で我慢してください」

			「そうか、理由をきかせてくれないか」

			「秘密です。言ったら、ソージくん、絶対に無理しちゃいますから」

			　クーナが優しげな笑みを浮かべた。

			「そうか、それは残念だ……」

			　眠気が押し寄せてくる。この尻尾(しつぽ)が俺を深い眠りに誘う。意識が遠ざかっていく。

			「でも、今はだめでも、ソージくんなら、いつか、ふぉっくすさせてあげられると思います。それぐらい私もソージくんのことが……いえ、なんでもないです」

			　最後にその言葉が聞こえるのと同時に、俺の意識は闇に包まれた。

		

	
		
			第14話　帯剣式のはじまり

			　

			　今日は帯剣式の日だ。

			　俺は待合室でクーナとアンネを待つ。

			　クーナに尻尾(しつぽ)枕をしてもらって以来、体の調子がいい。あれはいいものだ。これからは、ことあるごとに尻尾(しつぽ)枕をお願いしよう。

			　二人が来るのが楽しみだ。なにせ、アンネのドレスもクーナのドレスも、当日の楽しみだと言われたせいで、まだ見られていないのだ。

			　そして、ついに二人がやってきた。

			　どうやら、扉の前でもめているらしく、なかなか部屋に入ってこない。

			「ほら、アンネ。恥ずかしがらずに。ソージくんが待ってますよ」

			「でも、ソージにこんな格好を見せるの初めてだから、照れくさくて」

			「アンネってソージくんが絡むと、とたんにめんどくさくなりますよね……。大丈夫です。そんなに綺麗なんですから、恥ずかしがる必要なんてないですよ！　もう、ほんとに時間がないです。アンネは私たちより先に会場行くんだから、はやくはやく」

			「ちょっ、ちょっと待って、クーナ！」

			　そして、扉が開きドレス姿の二人が部屋に入ってきた。

			「どっ、どう？　ソージ、ちゃんと似合ってる？」

			　クーナに背中を押されながら入ってきたアンネが顔を赤くして、うつむきながら問いかけてくる。

			　アンネが身にまとったドレスは、彼女のシャープな魅力を引き立てるように、白を基調にした、しゅっとした印象でまとめられていた。体に張り付き、アンネのスタイルの良さを際立たせている。

			　足に入ったスリットが艶めかしい。それでいて、どこか騎士に相応しい静謐さがある。

			　いいドレスだ。さすがは王都一の仕立屋に頼んだだけはある。

			「すごく綺麗だ。それにかっこいい。アンネの良さがよく出てる」

			「そっ、そう。ちょっといいドレスすぎて、着こなせているのか不安だったの」

			「大丈夫、ばっちり着こなせてる。アンネよりそのドレスが似合う女性はいないよ」

			「ソージがそう言ってくれるなら安心ね。……嬉しい」

			　俺がそう言うと、アンネは俯いていた顔をあげ、無防備な笑みを浮かべた。

			　アンネがこういう表情をするのは珍しい。どきりとする。

			「ほら、言ったじゃないですか。そのドレスなら、ソージくんなんていちころだって」

			　クーナがドヤ顔で口を開いた。

			　クーナを見ると、彼女もドレスに着替えていた。

			　赤と金を基調にした派手で女性的な丸みを帯びたドレス。

			　一歩間違えれば下品な印象を与えてしまうはずなのに、抜群のバランス感覚でまとめ上げられている。

			　クーナの可憐さ、そしてその心に秘めた力強さを表現する情熱的なドレス。

			　……そして、エロい。胸元が大胆に開いている。大変、すばらしいデザインだ。

			　こっちのドレスもいい。クーナが服飾の天才だとほめた姉の作品。確かに天才というだけのことはある。エロ可愛さに特化した、まさにクーナのためのドレスだ。

			「クーナは、すごく可愛い。それにエロい」

			「当然です！　ルーシェ姉様が私のためだけに作ったドレスです。可愛くないわけがないです！　ほら、見てください」

			　クーナがくるりと回転すると、スカートの裾がふわっと広がった。

			　一回転してわかったのだが、今日、クーナは尻尾(しつぽ)に黒いりぼんをつけていて、金色の尻尾(しつぽ)に黒がよく映えていた。

			「最高にエロ可愛い」

			「ふっふっふっ、クーナちゃんに見(み)惚(と)れるがいいです……って、ソージくんさっきから可愛いの他に余計な一言がついてませんか!?」

			「エロい」

			「ふぁう!?」

			　さっきまで余裕ぶっていたクーナが、顔を赤くした。そして自分の胸元を見る。

			「ううう、ちょっと大胆すぎますよね、これ。ユキ姉様にも言ったんですが、もう大人だから着れるって」

			　俺の視線を意識したせいか、両手でクーナが胸元を隠す。胸が押しつぶされて、余計にエロい。

			「でも、最高だよ。エロいところもクーナの魅力だよ。俺はエロいクーナが大好きだ」

			　そう言うと、クーナは余計に顔を赤くする。

			「もう、ソージくんは！　いっつもいっつも変なこと言って！　……でも、ありがとうございます。褒められて悪い気はしません」

			　クーナが微(ほほ)笑(え)む。ドレスもいいけど、やっぱりクーナに一番似合うのは笑顔だ。

			「そういえば、ソージもすっごくかっこいいわね」

			　アンネが俺の着ている礼服を見て言う。

			　クラネルにもらった礼服。フェイラーテの悲願が達成されたときのために用意された服だけあって、途轍もなくものがいい。

			　一見なんの変哲もないデザインに見えるが、仕事の一つ一つが超高水準。究極の王道と言える一品。それゆえに凄みがある。

			「はい、なんというかすごく品がいいです。見てるだけで、背筋がぴんとするような感じがします」

			　クーナもまじまじと俺の服を見る。

			「似合っているだろう？」

			「ええ、今日のソージはすごくかっこいい。でも、そんな服どこで手に入れたのかしら？　それほどの服、私が貴族だった頃にも、ほとんど見た記憶がないのだけど」

			　アンネが不思議そうに首を傾げる。

			「ちょっと縁があって、人にもらったんだ」

			「へえ、そんな服をくれるなんて、すごい気前がいい人ですね」

			　俺は、にっこりと微(ほほ)笑(え)む。

			　クラネルのことは言わないことにした。

			　いろいろと、複雑な感情が二人にもあるだろう。

			「アンネ様、そろそろ会場のほうに」

			　そうしていると、扉の外にスタッフが来て、アンネが呼ばれた。

			　アンネはいろいろと前準備がある。俺たちよりも会場入りが早いのだ。

			「行ってくるわね。ソージ、クーナ。またあとで」

			「うん、またあとで」

			　そして、アンネは去っていく。

			「クーナ、あとで俺たちが歌を贈ったら驚くだろうな」

			「そうですね。楽しみです」

			　俺とクーナは顔を見合わせて笑いあった。

			　アンネを驚かせるために今日、俺たちが歌を贈るのは秘密にしてある。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　帯剣式の会場にたどり着く。

			　とは言っても、決闘で使ったコロシアムだ。

			　クヴァル・ベステの担い手が決まったことは、一般市民にもアピールする必要がある。

			　そのため、王都でもっとも多くの人を収容できるコロシアムが会場として選ばれた。

			　だが、仮にも式典だ。なんの工夫もなく無骨なコロシアムを使うわけにはいかない。

			　突貫でリングが撤去され、式典に相応しいように飾り付けられていた。

			　その中には、当然貴(き)賓(ひん)席もある。

			　貴族や重要な来客はリングを撤去して用意されたスペースに、そして一般客はコロシアムの観客席をそのまま使う形になっている。

			　俺とクーナは予定されていた席ではなく、エルシエのために用意されたスペースにいた。エルシエからの祝福の歌を贈るため、そう決まったようだ。

			　そこには、シリルやユキナ、そして他にもエルフや火狐たちが数人いた。

			　シリルの顔を見た瞬間、隣にいるクーナの表情がこわばった。

			　逆にシリルのほうはにこやかに笑い。他のエルフや火狐たちもクーナの顔を見て嬉しそうにしていた。

			「父様、お久しぶりです」

			　クーナが俺の後ろに隠れながら、挨拶した。

			「クーナ、久しぶりだね」

			　シリルはにっこりと笑う。

			　クーナは尻尾(しつぽ)の毛を逆立てて、警戒心丸出しだ。無理やりエルシエに連れ戻されることを心配しているのかもしれない。

			「クーナ、やましいことがあると、誰かの後ろに隠れるそのくせは治っていないようだね。昔から怒られそうになったら、クウの陰に隠れていたな。久しぶりに、そんなクーナを見たよ。まったく、まだまだクーナは子供だな」

			　シリルがクーナに向かって、からかうように言った。

			「なっ、私は子供じゃありません！　立派な大人です！」

			　シリルの一言が気に入らなかったのか、クーナが俺の後ろから飛び出してきた。

			　そして、飛び出したクーナをシリルはぎゅっと抱きしめた。

			「そうやって、すぐかっとなるのも子供な証拠だ。だけど、元気そうで何よりだ。無事でよかった」

			　シリルの声には、安(あん)堵(ど)とクーナへの愛おしさがあふれていた。

			「とっ、父様、痛い、それに恥ずかしい。ほら、みんな、見てますよ」

			　クーナがしどろもどろになりながら、暴れる。

			　だけど、少しも嫌そうに見えなかった。

			　むしろ力が抜けて、リラックスしているようにすら思える。なんだかんだ言っても、クーナは父親のことが好きなんだろう。

			「そうだね。でも、こうしたい気分なんだ。……うん、ありがとう。クーナ分を補充できた」

			　シリルは、クーナを満足気に解放する。だが、突然解放されたものだから、クーナは目を白黒させる。

			「あの、父様。私はエルシエには……」

			「帰ってこないんだろう？　わかっている。クーナの好きにすればいい」

			　クーナは、呆けた顔をする。

			　連れ帰られないよう、口論するつもりだったのに、あっさりと許されたからだ。

			「えっ、あの……父様、いいんですか？」

			「うん、いいよ。クーナが自分で言ったんじゃないか。もう、大人になったんだろう？　なら、父親の俺がクーナの人生に口をはさむことはないさ……だが、それは、もう俺が守ってやれないことを意味する。その覚悟があって言っているんだね？」

			　シリルの目がするどくクーナに突き刺さる。クーナは、そこから目を逸らさず頷く。

			「はい、私は自分の力で生きていきます。……いえ、違います。自分の力だけじゃない。ここにいるソージくんと、そしてここにはいない、もう一人の仲間と。だから、クーナは大丈夫です」

			　クーナは俺の腕をとった。それを見て、シリルは苦笑する。

			「訂正しよう。さっきは子供のままだと言ったけど、クーナは一人前のレディだ。まったく、何度経験しても子供が巣立つのは慣れないな……寂しいよ」

			　シリルはクーナの頭をくしゃくしゃと撫でた。クーナは何かを感じ取ったのか、されるがままにされている。

			「クーナ、いい仲間をもったな。ソージになら、おまえを安心して任せられる。なにせ、俺に勝った男だ」

			　シリルがそう言った瞬間、エルシエ側の面子が驚(きよう)愕(がく)の表情で俺を見た。

			　少し、照れくさい。

			「ソージ、クーナ。ユキナから話は聞いている。今日の式典でのエルシエからの祝福の歌。俺とユキナの代わりに披露するんだろう？　半端なものを出したら許さない。エルシエの評判に傷がつく。最高の歌を、きちんと贈れるんだろうな」

			　シリルの問いは至極もっとも。俺とクーナは手をとり合い。そして同時に口を開く。

			「「はい」」

			　クーナとなら、なんだってできる。その確信が俺にはあった。

			　そして、それはクーナも一緒だろう。

			　……と、ここまではよかった。

			　そこからが大変だった。エルシエ側の面子、とくに女性陣に絡まれたのだ。

			「うわぁ、クーナ、こんなイケメンどこで捕まえたの？　馴れ初めは？」

			「シリル様に勝ったってほんと!?　あのシリル様に!?」

			「ねえねえ、結婚するんでしょ！　エルシエに戻ってきなよー。そっちのほうが絶対いいって」

			　エルフだろうと火狐だろうと、こういうゴシップは大好物のようだ。

			　マシンガンのようにまくし立てられる。

			「クロネおばさん、ケミンおばさん、ソージくんとは、まだそういう仲じゃないですから！」

			「まだ？　ということはそうする予定があるんだ。ねえねえ、君、ソージくんだっけ？　この子とはもう、ふぉっくすしたの？」

			「クロネ、クーナのあの態度を見てたでしょ？　とっくにふぉっくすしてるに決まってるわ。もしかしたら、もう、こんこんまでしてるかも」

			「あんなに小さかったクーナが、もうこんこんするぐらいに大きく……」

			　クーナを生暖かい目で見つめる大人たち。

			　クーナは全身を震わせ、顔を真っ赤にして涙目になる。

			「しーてーまーせん、ふぉっくすもまだです！　だいたいなんですか、こんなところでこんこんなんて、いやらしい！」

			　俺とクーナは、シリルやユキナが生暖かく見守るなか、くたくたになるまで質問攻めにあった。

			　

			　なんとか一段落ついてから、俺はユキナに話しかける。どうしても確かめたいことがあった。

			「そういえば、ユキナ。結局、俺が伴奏することはどうやって認めさせたんだ」

			　俺の質問を聞いたユキナは、にやりとした笑みを浮かべた。

			「それは、歌が始まるときのお楽しみ。ソージにとっても悪くない方法。……まったくクーナは世話がやける。クーナのために、お姉さんが一肌脱いだ」

			　俺はその言葉を聞いて、ひどく嫌な予感がした。

			　そして、ついに帯剣式が始まった。

		

	
		
			第15話　帯剣式

			　

			　帯剣式がはじまった。

			　リングを撤去して用意された貴(き)賓(ひん)席も、コロシアムの観客席を流用した一般席も、見事なまでの満席。

			　会場は静かな熱気で満ちていた。

			　会場の中心、一段高く作られた舞台の上に王座が用意され、コリーネ王が座っている。

			　彼の手には鞘(さや)に入れられたクヴァル・ベステがあった。

			　王を始めとしたコリーネ王国のトップからの言葉や、各国から来た貴(き)賓(ひん)たちの祝いのスピーチが続く。

			　その中には、シリルの姿もあった。

			　彼の祝言は、実に堂に入った様子で、さすがは一国の代表と感心する。

			　そして、ついにメインイベントが始まる。

			　アンネがコリーネ王より剣を賜るのだ。彼女はまだ、会場に現れていない。

			　やがて、コロシアムの端にある選手入場口から、アンネが登場した。

			　周囲から息を呑む声が聞こえてきた。ドレス姿のアンネの美しさは、それだけの価値がある。

			　アンネは彼女のために作られた花道を歩く。赤い絨毯が王座まで一直線に敷かれているのだ。

			　ただ歩いているだけなのに、様になっている。剣術を極めたゆえのムダのない動き。貴族として幼い頃から叩きこまれた礼儀作法。

			　そしてなにより、クヴァル・ベステの担い手としての自負が、彼女を輝かせていた。

			　アンネが現れたことによるインパクトでしばらく会場は静かになったが、やがてその効果は薄れる。

			　次第に観衆は思い出すのだ。アンネが罪人の娘であることを。

			「裏切り者！」

			「こんなところに出てくるなんて、図々しい！」

			「失せろ！」

			　彼女に対する悪意が次々と突き刺さる。

			　広報活動で、いいイメージを抱かせるようにしていたが、それでも限界はあったようだ。

			　だが、アンネは微塵も揺るがない。

			　ただ、まっすぐと歩く。

			　どんどん、聞くに耐えない喧騒がひどくなる。

			　だが、誰も止めない。

			　運営側のスタッフも気にはしているが、動く様子がない。大衆相手に自分たちが何もできないと知っているのだ。

			　いや、もしかしたらフェイラーテの手が回っているのかもしれない。

			　隣に座っているクーナが唇を噛む。アンネが馬鹿にされることが辛いのだろう。何より、力になれない自分が悔しいのだろう。その気持はわかる。俺も同じだからだ。

			「ひどいです、みんな」

			「クーナ、アンネは初めからこうなることはわかっていたはずだ。それでも、帯剣式に出ると決めたんだ」

			「それはわかっています。それでも」

			「俺たちはアンネを見守るだけだよ」

			　概ね予想どおりだ。

			　ただ、王の前、しかも国の内外の重鎮を集めての場だから、もしかしたら多少の自制心が働くかもしれないとは期待していた。

			　実際、貴(き)賓(ひん)席に座っているものたちは、おとなしくしている。

			　しかし、やはり大衆に分別を求めるのは酷だったのか。

			「ソージくん、予め言っておきます。ごめんなさい」

			　そう言うと、クーナが立ち上がった。

			　クーナが立ったことに、ほとんどのものは気がついていない。

			　それも当然だ。貴(き)賓(ひん)席で一人の少女が立ち上がった、そんな些(さ)細(さい)なこと、今は誰も気にする必要がない。

			　クーナは目を閉じ、息を吸う。

			　この喧騒をやめろと叫ぶつもりか？

			　しかし、クーナが始めたのは……。

			『夜が明けて、隣にいる君の顔を覗き込む、朝日が君を照らして』

			　歌だった。

			　そう、クーナは歌い始めたのだ。
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			　常識で考えれば、なんの意味もない。

			　数千人が生み出す喧騒のなか、たったひとりの歌なんて、すぐにかき消されるだろう。

			　しかし、違った。

			「あれ、なんだ、この歌」

			「どこから聞こえてくるの？」

			「すごく、優しい。不思議な歌」

			　この会場にいるすべての者に、クーナの歌が届いた。

			　火狐の歌は神秘の歌だ。常識なんて軽く置き去りにする。

			　クーナの歌は、どこまでも届く。耳にも心にも。

			　さきほどまで騒いでいた民衆たちも、一斉に押し黙る。

			　この歌はアンネへの祝福の歌。クーナの優しさと思いやりが込められている。この歌が響き、クーナの想いに包まれたまま、汚い言葉ははけない。

			　それに、なにより民衆たちが聞きたいのだ。クーナの歌を。だから、余計な音はここにはいらない。この歌を汚すなんてもったいない。そう思わせるほどの圧倒的な歌。

			　……まったくやってくれる。本当は歌を贈るのはもっとあとのはずだった。段取りがめちゃくちゃだ。今頃、帯剣式のスタッフは大慌てだろう。だが、いいタイミングだ。俺も立ち上がり、クーナを少しでも支援するためにオファルを奏でる。

			　クーナと違い、特別な力をもたない俺のオファルは、音量の問題で観衆には届かない。だが、クーナを応援する力にはなる。

			　実際、クーナは俺を見て、微(ほほ)笑(え)んだ。それでいい。

			　そんなことを思って奏でたオファルだが、俺のオファルの音はクーナの歌を乗せ、しっかりと観衆のところまで届いた。

			「ちゃんと、届けないとね。拙いオファルだが、クーナの歌をよく引き立てている。嫌いじゃないよ。ソージの音」

			　シリルがぼそりとつぶやいた。観客席まで俺のオファルの音が届いたのは、シリルの仕業だ。

			　シリルが風の魔術で、音を増幅し、そして運ぶ。

			　音質に一切影響を出さずに、会場中に音を届けている。

			　こんな超高難度の魔術を即興で、鼻歌交じりにやってみせるとは、この化け物が！　俺はにやりと笑う。この人をいつか超えないといけない。簡単にはできないだろう。だからこそ、やりがいがある。

			　気が付けば、会場に響くのは、クーナの歌と俺のオファルの音だけになっていた。

			　他の音は一切消えた。

			　クーナの歌と優しさに包まれながら、アンネは王座に向かって歩く。その足取りは軽やかだ。

			　アンネのほうを見る。一瞬だけ、クーナのほうを見て微(ほほ)笑(え)んだ。彼女にもきっと、クーナの歌は届いている。

			　アンネが、王の座る舞台の上にたどり着く。それと同時に、クーナの歌が終わった。

			　観衆たちはクーナの歌の余韻に浸っていた。

			「今のは友好国エルシエから贈られた祝福の歌です」

			　そんななか、この帯剣式の責任者であるネリネラからのアナウンスが流れる。

			　彼は汗を拭きながら、かなり慌てている様子だ。

			　段取りを無視して歌われたら、こうなるだろう。

			　それでも、きっちりと俺たちをフォローしてくれた。いい奴かもしれない。

			　彼の声は、王座の近くに設置された専用の魔導拡声器で伝達されている。本来なら、クーナの歌もそれを使って増幅し届けるはずだった。

			　……結果論だが、シリルの魔術のほうがクリアな音が届けられたので、少し得をしたかもしれない。

			「歌い手は、エルシエの歌姫。長であるシリル・エルシエ様の末娘、クーナ・エルシエ姫。そして伴奏は……」

			　そこで、男は一瞬、押し黙る。何かあったのか？

			「クーナ・エルシエ姫の婚約者。ソージ様となります。エルシエの姫君と、その婚約者からの祝福の歌です。彼らは、エルシエの代表であると同時に、アンネロッタ・オークレールの友人でもあります。友情がこもったすばらしい祝福の歌でした」

			　俺はぎょっとして、シリルとユキナを見る、二人ともにやりと笑っていた。

			　確かユキナは、『エルシエからの祝福の歌に部外者が関わるのはおかしい』そう言っていたが、こうすることで無理やり関係者にするとは。

			　あとで問いたださなければ。

			「クーナ・エルシエ姫。ソージ様。すばらしい歌をありがとうございました。では引き続き。帯剣の儀を執り行います」

			　司会の男は、まるで最初から予定されていたかのように、次のイベントにつなげた。

			　さすがだ。

			　クーナと俺は、観衆席にお辞儀をしてから席についた。

			　もう、民衆は罵声を発せない。

			　アンネは王座の前にいて、しかもクーナの歌に感動してしまった。ここで騒ぐなんて気にはならない。

			　この状況なら、アンネの帯剣の儀は、問題なくとり行われる。

			　王が立ち上がり、アンネがその場に跪(ひざまず)く。

			「アンネロッタ・オークレール。そなたに、かつて、世界を救った英雄、大魔導師シュジナより賜った剣を託す。この剣はコリーネ王国すべての剣士の誉れ。この剣の担い手になり、その重みを背負う覚悟はあるか？」

			　王はアンネに問いかける。

			「はい。私、アンネロッタ・オークレールにはクヴァル・ベステを担い、すべての剣士の頂点に立つ覚悟があります」

			「ならば、この剣を掴みとれ」

			　アンネは恭しく、クヴァル・ベステを受け取る。

			　そして、その場で立ち上がり、鞘(さや)から剣を抜く。その所作の一つ一つが、美しい。

			　アンネは剣を高く掲げる。

			「クヴァル・ベステ、応えなさい」

			　アンネの祈りに応え、クヴァル・ベステの第一段階の能力解放が行われる。

			　白い刀身に、無数の紅いラインが走り、輝く。

			　そして観衆たちはそれを食いいるように見つめる。

			　クヴァル・ベステがアンネを主人として認めた証拠。

			　アンネを否定するばかりだった観衆たちの心に、衝撃が走る。

			　そのまま、アンネは演舞を披露する。

			　流麗なアンネの演舞に、観衆は釘付けになる。それは剣舞というよりも、神に捧げる神楽のようだった。

			　アンネの演舞が終わる。

			　ただ、クヴァル・ベステがアンネを認めただけなら、観衆たちはアンネのことを認められなかっただろう。

			　だが、アンネを想うクーナの歌が観衆たちの心を柔らかくした。

			「コリーネ王、コルロフ・コリーネの名において、ここに新たなクヴァル・ベステの担い手が誕生したことを宣言する！」

			　王の言葉とともに、拍手の音が響き渡った。

			　剣を掲げるアンネは必死に涙を堪えているのが見て取れる。

			　俺も、自分のことのように誇らしい。

			　……良かったなアンネ。

		

	
		
			第16話　最後の夜

			　

			　帯剣式が終わり、俺は一人宿に戻り帰り支度を整えていた。

			　今一人なのは、アンネは挨拶回りがあるし、クーナはエルシエのみんなのところに行っているからだ。

			　明日の朝一番に封印都市エリンに向けて出発するので、今日のうちに片付けを済ませておきたい。いろいろと、エリンでは手に入らないものを買ったので、クーナやアンネよりも荷物が多く時間がかかる。先に一人で帰って来たのは正解だった。引き続き、片付けに専念する。

			「これで一段落ついたか」

			　ほっと一息ついていると、ドアがノックされた。来客のようだ。

			　俺は扉を開けた瞬間、身構えることになった。

			「どうして、あなたが？」

			　扉を開けた先にいたのは、シリルだった。

			「少し、話をしたくてね。渡さないといけないものもあるし」

			　彼は腰に剣をぶら下げ、手には布で包まれた大きな塊を持っていた。

			「わかった。立ち話もなんだ。中に入ってください、お義父さん」

			「では、遠慮なく。未来の息子よ」

			　シリルは、俺の冗談を軽く受け流した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「では早速だが、これが約束のものだ。思ったより時間がかかって、ぎりぎりになりすまなかった」

			　シリルが布に包まれた大きな塊を差し出してきた。ずっしりと重い。

			「シリルさん、中を開いてもいいですか？」

			「もう、お義父さんとは呼ばないのか？」

			「さっきのは冗談ですよ。まだ、俺にはそう呼ぶ資格がない。いずれ、正式に夫婦になればそのときはお願いします」

			「婚約したのに？」

			「クーナが認めていない。俺は彼女の気持ちを大切にしたい」

			「変なところで頑固だな。わかった。そのときを楽しみにしているよ。包みについては、ここできちんと確認してくれたほうがいいな」

			　俺はその言葉に従い布を解く。

			　すると、オリハルコンの塊があった。おおよそ、一〇キロほど。

			「魔力を通してくれ。最高級のものを用意したが、君の魔力との相性を見ておきたい。俺なら多少は矯正できる」

			　シリルの助言に従い、魔力を流す。

			　俺は自然と頬が緩んだ。これはいい。魔力の循環も、性質変化の反応も極上。オリハルコンは、魔術の媒体として優れた存在だ。だが、ただのオリハルコンではこうはいかない。間違いなく、極上のオリハルコン。俺との相性もばっちりだ。

			「さすがは白金のオリハルコン。最高です。これ以上の素材はこの世に存在しない。ありがとう、シリルさん、大切に使わせていただきます」

			　これで俺の武器の問題は解消された。

			　クーナの剣もこのオリハルコンの一部を使えば造れるだろう。

			　俺たちが死力を尽くして倒したティラノ。その魔力の核となっていた逆(げき)鱗(りん)をコアにして、このオリハルコンを使えば、クーナの焔に耐えられる剣となる。

			「そうしてくれると嬉しいな。苦労して手配した甲斐があった。そして、これはおまけだ」

			　シリルは腰にぶらさげていた剣を投げた。俺はその剣を受け取り、鞘(さや)から引き抜く。

			「これは……なんて、剣だ。クヴァル・ベステにも匹敵する。こんな剣が他にもあったのか」

			　その剣は刀身が黒かった。すべての光を吸収するような、漆黒。

			　刀身には魔術文字が刻まれ、魔力の匂いがする。間違いなく何かしらの能力を持っている。

			「それを君に託そう。エルシエに祀られている、特別な十二本の魔剣……そのうちの一本だよ。遠い、遠い、【はるか昔の俺】が鍛えた剣だ」

			「なぜ、これを？」

			「俺の技術を教えると言っただろう？　俺はこの魔剣を目指して今の技術を手に入れた。だから、君の手本にもなるはずだ。もちろん、エルシエにクーナと共に来れば、直接技術を叩き込むが、それまでの予習にでも使ってほしい」

			　シリルの言うことがいまいち理解できなかった。

			　自分が鍛えた剣なのに、それを使って勉強した？

			　まるで意味がわからない。だが、シリルとはそういう男だ。常識の外に居る男を俺の常識で測っても仕方がない。

			　それにしても……思わず生(なま)唾(つば)を飲む。

			　一目見ただけでわかる。まったく知らない異質な技術で造られた剣。この剣を本気で研究すれば、新たな知識、技術がどれほど得られるだろうか。楽しみで仕方がない。

			「ありがたくいただきます」

			「喜んでもらえたら嬉しいよ。では、俺の用事は済んだ。そろそろ、おいとまするよ。……せっかく、エルシエ側の宿にクーナが遊びに来ているんだ。クーナが帰ってしまう前に、もう少し話がしたい」

			　シリルはそう言って踵を返そうとする。

			「……一つだけ聞かせてください。どうして、婚約なんて手を使ったんですか？　他にも方法はあったはずです」

			　あの場での婚約は、けっして軽いものじゃない。

			　ましてや、クーナは小国とはいえ姫だ。

			「理由は二つ、一つ目は、あの子がすごくモテるから。昔からこういう場で歌を披露するたびに、縁談の誘いが百件以上来る。今回だって婚約発表までしたのに、何十件も縁談の打診が来てる。虫よけとして使った。君もあんまりうかうかしていられないよ。いくら断っても、縁談の差し出し人はクーナに心酔して諦めないし、エルシエには親衛隊だっている」

			　あの美貌に、あの歌、それに魔術と科学技術が圧倒的に発展したエルシエの姫。確かに、引く手あまただろう。

			「ふたつ目は親心だ。あの子が本気で好きになった男は、君が初めてだ。あの子はね、星の数ほど告白されて、全部断ってきた。そんなクーナが君には心を許している。応援してあげたいって思って当然だろう？　婚約はあの子が一歩を踏み出すきっかけになる」

			　思わず吹き出しそうになった。そんな理由か。

			「事情はわかりました」

			「……なら、俺も君に聞きたいことがあった。ソージ、君はどうしてゲームの世界であの子が死ななければいけなかったのかを覚えているか？　どうして、父親である俺がクーナを狙う勢力に協力しないといけなかったのか？」

			　そんなの決まっている……それは……。

			「思い出せない？」

			　記憶をいくら掘り返しても、まったく出てこない。

			　思い浮かぶのは、クーナのために、ゲーム時代に最強だったシリルに挑み、そして負けたことだけ。

			　おかしい、そもそもどうして俺はシリルに挑む必要があったんだ。

			　最後にプレイしたとき、俺は王都の騎士団に言われたセリフを思い出す。

			『こんなところに逃げ込んでいたのか!!　この反逆者！　たった一人の女のために貴様はこの世界を!!』

			　そして、俺はこう返した。

			『俺にとっては、世界がクーナだ』

			　つまり、クーナは騎士団に世界のために狙われる立場にあったことになり、そんな彼らからクーナを守るために、敵対していたことになる。

			　なぜ、こうなったんだ？

			「やはり、思い出せないか。……ソージ、頼む。クーナから目を離さないでやってくれ。俺ももっと具体的なアドバイスをしたいが、それはできない〝契約〟なんだ。まずいと思ったら、エルシエに来てくれ。可能なかぎりの手助けはする」

			「そのときはお願いします……。だけど、俺たちは大丈夫ですよ。今は、クーナとアンネの二人がそばにいる。【魔剣の尻尾(しつぽ)】に越えられない障害なんて存在しない」

			　俺はあのときとは違う。心から信じあえる仲間がいる。あの二人が一緒なら、なんだってできるだろう。

			「そうか、安心した。がんばれよ」

			　意味ありげなことを言って、シリルは去っていった。

			　俺はなぜか、最近クーナが少し体調を崩していることを思い出していた。

		

	
		
			第17話　帰還

			　

			　早朝、俺たちは馬車に乗りエリンに向かって出発した。

			　ようやく、長かった王都滞在が終わる。

			　上等な馬車を手配してもらったおかげで、揺れが少なく快適だ。

			　俺を挟むようにして、右隣がアンネ、左隣がクーナだ。

			　この馬車は貸切なので、御者以外はいない。……これは王の配慮だろう。

			「ソージ、クーナ、素敵な歌をありがとう。ソージたちと一緒に戦っているような気持ちになって、心強かったし、嬉しかったわ。あなたたちのおかげで、がんばれた。こんなにいい仲間をもって、私は幸せものよ」

			　アンネが真面目な顔でお礼を言ってくる。少し、照れくさくなった。

			「他でもない。アンネのためですからね。全力で歌いました。喜んでもらえて私も嬉しいです」

			　クーナはなんでもない口調で言うが、顔が赤いし尻尾(しつぽ)が揺れているので、俺と同じく照れているのだろう。

			「俺も、アンネのために演奏できてよかったよ」

			　機会を与えてくれたクーナには感謝したい。俺もアンネのために何かしたいと思っていたのだ。

			「しつこいようだけど、本当にありがとう。ごほんっ、……それはそれとして、ソージ、クーナ、婚約ってなにかしら？」

			　その一言で空気が凍りついた。

			　アンネが俺のほうを見ながら問いかけてくる。笑顔なのに目が笑っていない。

			「あっ、あれは、その、なんでもないんです！　ほんと、なんでもないですから!!」

			　クーナが顔を真っ赤にして、慌てた様子で両手をぶんぶんと振って否定する。

			　アンネの笑顔がより硬くなる。クーナが取り乱しすぎて、逆に怪しく見えるせいだ。

			「その態度、怪しいわ。どういうことか、しっかりと話してもらうわよ。クーナ、いつの間にソージとそこまで仲が進展したの」

			「本当に、なんにもないんですってばー」

			「……これは本当に何かあったわね」

			　クーナがどんどんボロを出す。俺は、見ていられずに助け舟を出すことにした。

			「アンネ、本当になんでもないんだ。あの歌は、エルシエとしての贈り物だから、俺が伴奏するのに理由が必要だったんだ。エルシエに関係ない男が伴奏するのも変だろ？　でも、婚約者なら身内として扱える」

			「そうなの。一応納得できる理由だけど。ソージは事前に聞いていたの？」

			　アンネは、訝しげに聞いてくる。

			「いや、ぜんぜん。いきなりだったから驚いた。クーナも、そうだろ？」

			「えっ!?　あっ、はい、そうですね。もうっ、ユキ姉様、いきなりすぎてびっくりです！　もう、本当に驚きました。あはっ、あははは」

			　ああ、クーナは事前に知っていたんだ。口では否定しているが、態度でわかる。

			　俺はそのことが嬉しかった。偽りとはいえ、クーナが俺のことを婚約者として発表することを認めてくれたことが。この調子で、はやく結婚したいものだ。

			「なるほど、ソージは初耳で、クーナは予め知っていたわけね」

			「なっ、なんでそうなるんですか！」

			「その態度で隠せていると思えるほうが驚きだわ。……そもそも、クーナが初耳なのに、あの会場で取り乱さないはずがないわ。もし、あの場で初めて聞いていれば、すくなくとも、その場でクーナは歌を中断して叫んでいたわね」

			「なっ、なっ、なぁ」

			　クーナが声にならない声をあげる。うん、これはアンネの言うとおりだ。

			「それで、本当に結婚するつもり？　あの場での婚約発表。それも、エルシエの姫であるクーナのものよ。それほど、軽くないわ」

			　アンネが問いかけてくる。

			「クーナが許してくれるなら、すぐにでも」

			　俺は躊躇なく答える。もちろん、冗談なんかじゃない。本気だ。

			「ちょっ、ソージくん!?」

			「ソージなら、そう言うと思ったわ。それで、クーナは？」

			　アンネの目がまっすぐにクーナを捉えた。

			「わっ、私は、その、そういうのはまだ早いと思います。あの場のは、ただの方便です。本気で結婚するつもりがあったわけじゃないんです」

			「そう、安心したわ。……クーナ」

			「なっ、なんですか、アンネ。ちょっと怖いですよ」

			　クーナが茶化すように言うが、アンネは怖いぐらい真剣なままだ。

			　クーナの表情がこわばる。しかし……。

			「なんでもないわ。女の子はもう少し素直になったほうが可愛いわよ。ソージの心がいつまでも変わらないと思っているなら、それは甘えよ。これでアドバイスはおしまい。……これ以上、敵に塩を送るのは止めておくわ」

			　アンネがいつもの様子に戻って、柔らかい口調になる。

			　するとクーナのほうも安心したのか、ほっとした表情になった。

			「もう、敵ってなんですか、敵って！」

			　頬を膨らませてクーナが突っかかる。

			「もちろん、決まっているじゃないか。クーナとアンネ、どっちが俺と結ばれるかの競争をするんだから、アンネとクーナは敵同士だよ」

			「ソージくんはバカですか!?　なんでソージくんなんかを取り合わないといけないんですか！」

			「合ってるわよ？　クーナがいらないなら喜んでもらうわ。私はソージのこと好きだし」

			　アンネがそう言って俺に抱きついてくる。

			「アンネ、男女がくっつくなんてはしたないです。はなれてください！」

			「そうやって私に嫉(しつ)妬(と)するのに、好きと認めないなんて、筋金入りね。クーナは」

			「違います。これはそういうのじゃないんです」

			「そもそも、私は別にソージがクーナに手を出しても許せるのだけど、クーナがそういうのを嫌うせいで競争になるの。いっそのこと、二人ともソージのお嫁さんになるのはどう？」

			「アンネ、正気にもどってください！」

			　それが気に入らないのか、クーナは尻尾(しつぽ)の毛を逆立たせて怒る。

			　いつもと変わらない光景。

			　しかし……。

			「クーナ、大丈夫か!?」

			　いきなり、クーナがよろめいた。慌てて抱きかかえるが、体が熱い。

			「なんでもないです。ちょっと熱っぽくて。心配しないでください。最近、こうなることがたまにあるんです」

			　クーナの言葉には心当たりがあった。たまに熱に浮かされるようになっているのだ。

			　だが、今回はいつもより深刻な様子だ。

			「クーナ、診察する」

			　俺はクーナの体を視る。魔力による霊視だ。

			　クーナの体に過剰な魔力が溜まっていた。その魔力がクーナを蝕(むしば)んでいる。手のひらをクーナの額に押し付け、無理やりクーナの魔力を外に逃がすことを試みる。

			　魔力の感触がおかしい。異常なまでに密度があり、粘つく。

			　通常の魔力を水とすると、これは粘度の高い油。

			　本来、魔力は少し誘導すれば外に出て行くのに、俺の全力で押し出しても、ほとんど動かない。重い。

			　かなりの魔力を使って、ほんの少しだが、クーナの体に溜まった魔力を逃がした。

			　クーナの表情が、少しやわらかくなる。

			「ソージくん、ありがとうございます。少し、楽になりました」

			　俺は原因を考える。

			「たぶん、俺のせいだ。今までのクーナは魔力回路が壊れていて、魔力が自然に漏れていたし、ロスが大きくて勝手に目減りしていたんだ。……でも、今のクーナは自分が生み出した魔力すべてが循環している。クーナは自分の生み出す魔力量に慣れていない……それに、これは今の段階では詳しくわからないが、過剰魔力が変質して、状況を悪化させている」

			　クーナの魔力生産量は常人の数倍ある。

			　その過剰な魔力が彼女を消耗させている。それは間違いない。

			「だが、それだけじゃない」

			　クーナを不安にさせないためにあえて言わなかったが、魔力量の問題以外に、原因不明の魔力の変質まである。

			　……いったい、クーナの体に何が起きてる？

			　そのとき、俺の中に、とある仮説が浮かんだ。

			　クーナの魔力回路を壊したのはシリルで、意図的に魔力を浪費させることで、こうなることを防いでいたのではないか。

			「あやまらないで、ください、ソージくん。それなら私の問題です。自分の魔力ぐらい調整できるようにならないと」

			　クーナが申し訳なさそうに言って、胸が痛んだ。

			　なんとしてでも、クーナを治してやりたい。魔力回路の状態を確認し、最適化するとともに、今以上の魔力操作の仕方を身につけさせないと。

			「いつからだ。この状態は」

			「……実は一週間前からです。でも、ここまでひどくなったのは今日が初めてで……」

			「気付いてやれなくて悪かった。帰ったら、鍼(はり)治療をしよう。それで少しはマシになるはずだ。俺の全力でクーナを癒やす」

			「ごめんなさい。また、ソージくんに面倒をかけちゃいます」

			　俺はクーナを強く抱きしめる。少しでも彼女の不安が消えるように。

			　魔術回路の完治が終わってから、クーナの体を診なかったのが、ここで仇になるとは思わなかった。

			　帰ったらすぐにでも、鍼(はり)治療を行おう。それで状況は改善するはずだ。

		

	
		
			第18話　クーナを抱きしめる夜

			　

			「クーナ、体は大丈夫か？」

			「はい、今は……だいじょーぶです。でも、なんかふわふわして、へんな、気持ち」

			　夜遅く、ようやく寮の自室にたどり着いた。

			　俺は針を錬成し、クーナは脱ぎやすい生地の薄い寝間着に着替えていた。

			　クーナは大丈夫と言っているが、熱はさらに高まり、呂律が回っていない。急いで治療しなければ。

			「すぐに治療する。クーナの体調不良の原因は過剰な魔力が体の中に淀んでいることだ。今回はその過剰な魔力を抜き、再発しないように魔力の循環を整える」

			「……はい、ソージくん……に任せます」

			　クーナは熱病に浮かされたようになっており、妙な色気がある。

			「ねえ、ソージくん」

			　そして、俺にもたれかかってきた。

			　クーナの柔らかさと暖かさに意識がもっていかれそうになる。

			「体が……熱い」

			　クーナはそう言って、俺をいきなり、ベッドに押し倒した。クーナが俺の上に馬乗りになって見下ろしてくる。

			　とろんとした妖艶な瞳。それでいてまるで捕食者のような凄みがあった。
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			「ソージくんが……ほしい」

			　潤んだ目。上気した頬。

			　甘い甘い匂い。

			　クーナの八重歯がいつもより鋭くなっている気がする。

			　クーナの顔がゆっくりと近づく。唇を貪ろうとするように。

			「美味しそう」

			　クーナとの距離がゼロになろうとする。

			「いたっ」

			　しかし、クーナが額を押さえて、上体を起こす。

			　唇が触れ合う寸前に、俺がデコピンをしたせいだ。

			「なっ、何するんですか、ソージくん！」

			　そこにいたのはいつものクーナだ。妙な色気も消えていた。

			「クーナがとち狂ったことをしようとするからだ。男を押し倒して、無理やり唇を奪うなんて痴女か？」

			「痴女ってなんですか！」

			「見たまんまだ。だいたい今も俺の上に馬乗りになって、シリルさんが見たら泣くぞ？」

			「へっ!?　きゃっ、私、なんで、こんな」

			　クーナが慌てて飛び降り、ベッドの上で女の子座りになる。

			　よほど恥ずかしいのか太ももをぴったりとつけて、顔を真っ赤にしていた。

			「クーナ、ちょっと顔を見せて」

			「ソージくん、いきなり何を!?」

			「真面目な話だ。今すぐ、見せろ」

			　有無を言わさず、クーナの顎を持ち上げ、じっくりと唇を視る。

			　……やはりか。

			　魔術の残(ざん)滓(し)がある。さきほど俺の唇を奪おうとしたときに魔力の匂いがした。

			　術式は、魔力吸収。

			　おそらく、あのときのクーナは粘膜同士を接触させ、俺の魔力を奪おうとしていたのだろう。

			　体に過剰な魔力を抱えて苦しんでいるなかで、さらに魔力を求める。それが自殺行為にもかかわらず、だ。

			「クーナ、今の状況だけを伝える。唇に魔力吸収の術式の残骸がある。クーナは俺を押し倒して、唇の粘膜を通し、俺から魔力を奪おうとした」

			　俺の言葉を聞いて、クーナの顔が真っ青になる。

			「私、そんなこと……しようとなんて……」

			「だろうな。クーナが自分の意思でそうしようとしたとは、とても思えない」

			　クーナを慰める。クーナのことはよく知っている。クーナがそんなこと、考えるはずがない。

			「私、私……」

			「自分を責める必要はない。おそらく、クーナの体に溜まった魔力の影響だ。昼の感触で変だとは思っていた。ただの魔力じゃなく、練られて変質した魔力だ。あれはもう、魔術と言っていい状態。だから、クーナがおかしくなっても不思議じゃない」

			「……そんなことになっていたんですね。でも、その魔力を除去できれば」

			「いつものクーナに戻れるはずだ」

			　俺はそう断言する。

			　今回は俺で良かったが、もし他の男の前で我を忘れていたらと思うと、ぞっとする。

			「急いで、魔力を取り除こう」

			「はい！　私も、今の自分が怖いです。はやく、治したいです」

			　クーナが自分の体をぎゅっと抱きしめ、不安そうな顔をする。

			　そして、顔を上げて俺の顔を見つめてきた。

			「……ソージくん、一つ教えてください。どうして、私の唇を拒んだんですか？　私のこと、いつも好きって言ってるじゃないですか。ラッキーだと思ってキスしたり、その、その先ができるとか考えなかったんですか？」

			　俺は笑顔を浮かべて、軽いげんこつを見舞う。

			「痛い!?」

			「クーナがバカなことを言うからだ」

			「おかしなことは言ってません。本当はソージくん、私のこと好きなんかじゃないのかなって思って……」

			　クーナが涙目になって文句を言う。俺は、軽いため息を吐いた。そんな心配は必要ないというのに。

			「俺はクーナとキスしたいよ。その先だってもちろんしたい。受け入れたかった。だけどさ、俺はクーナと添い遂げたい。死ぬまで一緒にいるんだ。正気を失ったクーナと勢いでキスなんてしたら、キスするたびに、最初のキスが、そんなんだったって思いだして後悔する。これから、何万回もキスするつもりなんだ。そんなのは嫌だよ」

			　俺がそう言うと、クーナは口に手を当ててクスクスと笑った。

			「なんですか。その理由」

			「初めてのキスはいい思い出にしたい。それこそ、思い出すたびに幸せになれるような。極めて、当然の願望だと思うが」

			「やっぱり、ソージくんは変です。でも、ソージくんらしい」

			「惚(ほ)れたかな？」

			「それは、秘密です」

			　クーナが口元に指を当てる。相変わらず可愛い。

			「予定は狂ったが、さっそくやろうか」

			「はい、ソージくん」

			　クーナが、薄い寝間着を脱いで裸になる。これまでも魔力回路の治療の際には裸になってもらっていたが、今日はいつも以上にリラックスした状態だ。

			　そして、ベッドに横たわるクーナ。恥ずかしがるのはいつもと変わらないが、どこか俺への信頼が見て取れる。

			「クーナ、綺麗だよ」

			「そういうことをいちいち、口にしないでください」

			　クーナが顔を逸らす。

			　クーナの体はエロい。胸はＤ～Ｅくらいの、ほどよい大きさ。適度に肉がつき、女性的な魅力に満ちている。

			　それでいて、しまるところはしまっているのだ。お尻は安産型で、いい子供を産んでくれそうだ。

			　そんなエロい体つきでありながら、大事なところには、まったく毛が生えていない。そのアンバランスさが、またエロい。

			　俺は慣れた様子で、次々に針を刺していく。

			　何度も繰り返して来たので、点穴の位置はわかる。

			　クーナの内腿や、胸の感触に意識がもっていかれそうになる。針を刺すのに必要な工程だ。しっかりと脚を開かないと針が曲がって刺さるし、胸を持ちあげないと針が刺せない。

			　持ち上げたクーナの胸から、ずっしりとした重みが返ってくる。

			「ソージくん、手つきが、えっちです」

			「気のせいだよ。俺は無駄な工程は一つも挟んでない」

			　実際、必要最低限にしか触れていない。それが、彼女の体を触る最低限の礼儀だ。

			「ひゃぅ、やっぱり、変な感じがします」

			　点穴を刺激され、魔力と体細胞が活性化する。クーナの体が熱を帯びる。

			　それは、さきほどまでとは違う、健康的な熱さ。

			「体が敏感になって、ソージくんの手の感触がすごく、残って」

			　こうなると、クーナの感度は跳ね上がる。

			　俺が触るたびに、身をよじって、息を荒くする。

			　綺麗な桜色の乳首がぴんと立って、むしゃぶりつきたくなるのを我慢する。

			「これで一通り、針は打ち終わった。魔力回路を整える」

			　俺は針を起点にして、まずは自分の魔力を流す。魔力回路の状態を確認する。

			「ひゃぅぅ、私の中をソージくんのが、暴れて、変な気分に」

			　クーナが熱い吐息をもらす。クーナはがんがんと俺の理性ゲージを削る。

			「回路側には、異常がないか」

			　やはり、魔力回路は至って健全。まったく問題ない。なら、魔力の過剰な蓄積の原因は、魔力の異常変質にある。

			　当然だ。俺が時間をかけて整えた魔力回路。そう簡単に異常を起こすことはない。

			　魔力の痼(しこり)ができる場合、九割方、魔術回路の問題だが、クーナは違う。

			「クーナ、今度は魔力を強く流す。クーナの中で悪さをしている変質した魔力。そいつを針で作った出口に向かって、俺の魔力で押し流す」

			「そっ、そーじくん、いきなり強くされたら、クーナ、とんじゃ」

			　クーナが言い終わる前に、俺は強く魔力を流し込んだ。

			「ひゃうっ、すごい、ソージくんが、暴れて、おかしくなっちゃいますぅ」

			　クーナの背筋が弓なりにしなり、体がびくびくと震える。

			　しかし……。

			「魔力が押し出せないだと？」

			　そう、クーナの体の中で変質した魔力が、俺の魔力をすり抜ける。

			　針から抜け出るのは流し込んだ俺の魔力だけ。

			「そっ、そーじくん、らめぇ、これ以上は、クーナ壊れちゃいますぅ」

			　考え事をしていたせいで、クーナに魔力を流しっぱなしだった。

			　クーナがキツネ耳の先から尻尾(しつぽ)の先まで震えて、その後、ぐったりした。

			　……しまった、やりすぎた。

			「クーナ、ごめん。その、ここまでやったんだけど、まったくの無駄だった」

			　クーナの意識が朦朧としているうちに、針を引き抜き、謝っておく。

			「はぁ、はぁ、はぁ、そうなんれすか、これでもらめなんて」

			　おかげで、怒られずに済んだ。

			　だが、どうすればいい。

			　どうすればクーナを救ってやれる。

			　俺は思考を巡らせる。そして、一つの解がでた。

			　自然に押し出せないなら、無理やり吸収してしまう。ついさっき、魔術吸収の術式をクーナが見せてくれた。それを利用する。

			「安心してくれ。他の方法で魔力を吸い出す」

			　俺は目をつぶり、頭の中にさきほどのクーナの術式を再構成する。

			　メソッドに分割。さらにデータベースを検索し、切り分けた部材のうち、効率化できるものを選択する。

			　そして、部分的な改良を施す。

			　その後、全体をコーティングし最適化。

			　俺に合わせた、より効率的な魔力吸収の術式が完成した。

			「少し試させてもらうよ」

			　クーナの頬に手をあて、魔力を吸収する。

			　クーナの変質した魔力だけを吸い出す。

			　強い抵抗を感じるが、なんとか変質した魔力を吸収することができた。

			「これは」

			　クーナの魔力を体に入れた瞬間、ずしんと重い感触がした。そして、体が熱くなる。

			　これは、変質系の魔術。……詳しくは解析しないとわからないが、魔力自体が強い意志を持ち、俺を変えようとしていることだけは認識できた。

			　こんなものにクーナは耐えていたのか。

			「ソージくん、これ、気持ちいいです。少し、楽になりました」

			「そうか、なら良かった」

			　だが、あまりにも微々たる量しか吸収できない。

			　効率が悪すぎる。このままでは、十分な変質魔力を吸収する前に、俺の魔力が枯(こ)渇(かつ)する。

			「クーナ、クーナの中の悪い魔力を吸収する魔術を起動しているが、皮膚接触だと効率が悪い。ろくに魔力を吸収する前に、俺の魔力が尽きる」

			　現状を正直に伝える。

			　クーナ自身が吸収した魔力を認識し、その魔力を消費することができれば問題ないが、ここまで変質した魔力では、ろくに扱えないはずだ。

			　瘴(しよう)気(き)を纏う【紋章外装】のような専用の魔術が必要だ。

			　俺の場合はクーナとは違い、自らの魔力で包み込み、実害がないようにすることができるが、これはかなりの高等技術のため、クーナには難しい。

			「ソージくん、無理はしないでいいですよ。ソージくんのおかげで楽になりました。これで十分です」

			　クーナはそう言って微(ほほ)笑(え)むが、それは強がりだ。そんなクーナを見過ごせない。

			　この程度では焼け石に水、効率を上げる方法が必要だ。

			「……粘膜接触なら、効率は跳ね上がる」

			　そう、だからこそ、クーナは俺を押し倒して唇から魔力を奪おうとした。

			　もしくはセックスがもっとも魔力の吸収に適している。

			「それって、その、そういうことをするっていうことですか？　……私を助けるためですし、ソージくんが楽になるなら……いいですよ」

			　クーナが少し悲しげな表情をする。

			「そうか、だが、それはやらない」

			「へっ？」

			　一転してマヌケな表情をするクーナ。

			「さっきも言っただろ。ファーストキスも、初体験も、最高の思い出にしたい。二人が納得して、一生記念に残るような奴だ。こんな、仕方がないからやりました。病気の治療です。みたいなファーストキス。俺は絶対に認めない！」

			　そう、世界で一番大好きなクーナとのキス。最高のキスでなければ、俺が許せない。

			「バカですか、ソージくん」

			「俺はバカだよ。クーナのことになると特にね。……だから、別の方法を考えた。肌の接地面積を増やして無理やり効率をあげる。粘膜接触よりも効率は落ちるが、全身で触れ合えば補える」

			「それはつまり」

			「裸で抱き合うということだ」

			「なっ、なっ、なっ、そっちは、そっちで恥ずかしいですよ！」

			「だが、粘膜接触ができない以上、それしかないんだ。正直悪いと思う。俺の無力を許してほしい」

			　俺は奥歯を噛み締め、悔しさをにじませながら言った。

			　クーナは俺の表情を見て、それしかないと気付いたのだろう。

			「……本当にないなら、いいです。でも、勘違いしないでくださいね。ソージくんだから許すんです。誰にでもじゃないです。治療だったとしても、他の人なら嫌です」

			「うん、嬉しい。良かった。なんとしても俺はクーナを助けたい」

			「そんなに私のこと、心配してくれてたんですね」

			「うん、それにね。他の男の魔力を吸おうとするなんて、絶対に許せない。きっちりとこの場で治したい」

			　俺は服を脱ぐ、すると、クーナは微(ほほ)笑(え)んで俺の首の後ろに手を回し、抱き寄せてきた。

			　クーナの素肌と俺の素肌がぴったりとくっつく。

			「私も、嫌です。正気を失って、好きじゃない人とキスなんて」

			「許してくれてありがとう」

			「お礼を言うのは私です。私のためにがんばってくれているんですから」

			　初めて素肌で味わうクーナの肌。

			　肌触りがよく、吸い付くような肌。お腹に、少しだけ固い感触がある。

			　そして、心を許してくれたのか、クーナの尻尾(しつぽ)が、俺の脚に擦り付けられている。いい肌触りだ。たまらなく、心地良い。

			「いつか、絶対に根本的な解決をする。それまでは悪いが、状況を見ながら、定期的にこうしてもらう」

			「ご迷惑をおかけします」

			「迷惑なんかじゃない。こんな役得があるんだからな」

			　クーナと裸で抱き合うなんて、最高だ。

			「……ソージくん、確認ですけど、我慢できるんですか？　エッチなソージくんが、こんな状況で」

			「クーナが信頼してくれているんだ。俺は絶対にその信頼を裏切らない。それが俺のクーナへの愛だ」

			「わかりました。信じます……でも、ソージくんなら。いえ、なんでもないです」

			　その言葉のとおり、クーナは俺に抱きついたまま目をとじる。

			　俺を信頼したからこそ、無防備なまま眠りについた。彼女も、限界だったんだろう。相当苦しんでいたはずだ。

			「さあ、俺の魔力が持つかぎり、吸い尽くすとするか」

			　少しでも、接地面積をあげるために脚を絡める。

			　そして、触れた肌から、クーナの変質した魔力を吸収する。

			　どんどん、クーナから魔力が流れ込む。

			　俺は変質した魔力を抑えこみつつ、徹底的に解析していく。根本的な解決をするために。

			　いったいこの変質魔力は、何を目的としているのか。いったいクーナを何に変えようとしてるのか。

			　俺の魔力が尽き、魔力の吸収がとまる。

			　これだけ吸えば、クーナは大丈夫だろう。

			　これ以上、抱き合っている理由はない。

			　だけど、今はただ、クーナを離したくなくて、彼女を抱きしめたまま眠りについた。

		

	
		
			第19話　変質魔力

			　

			「ソージくん、おはようございます」

			　目を覚ますと、隣に裸のクーナがいた。窓から入り込む朝日が、クーナの顔を照らしている。彼女ははにかみながら、俺の顔を見つめている。そんなクーナを見て、幸せな気持ちになる。

			「おはよう、クーナ。よく、眠れたか？」

			「はい、久しぶりにぐっすり眠れました。体の中で変な力が暴れていたせいで、今まで寝付きが悪かったんです。……全部、ソージくんのおかげ。ありがとうございます」

			「それは良かった。だけど、男と裸で眠って安心するなんて、危機感が足りないんじゃないか？」

			　茶化すように言うが、クーナは、はにかんだまま口を開いた。

			「ソージくんを信頼していますから。だいたい、ソージくんがそのつもりだったら、とっくにそうなっています」

			「それもそうだ」

			「不思議と、ソージくんに抱きしめられると、ほっとするんです。安心して、ぽかぽかな気持ちになるんですよね。どうしてでしょう？」

			　クーナの何気ない言葉にどきりとする。

			「そう言ってもらえるのは嬉しいけど、男としては、微妙な気持ちになるよ」

			　クーナは微(び)笑(しよう)し、体を起こす。そして、腕で胸を隠した。仕草の一つ一つが艶めかしい。

			「ソージくんよりもちょっと早く起きて、寝顔を見ていたんですが、寝顔は可愛いんですね」

			　妙にお姉さんぶるクーナ。

			　ほう、俺をからかうとはいい度胸だ。今度、狼を怒らせた子ぎつねがどうなるか、思い知ってもらおう。

			「……それと、ソージくん」

			「なんだ、クーナ」

			「服を着たいので、すこし、目を逸らしていてください」

			「このままじゃだめか？　ぜひ、クーナが服を着るところを見ておきたいんだ。裸で抱き合ったんだ。今さら、服を着るぐらいで恥ずかしがることはないだろう」

			　すると、クーナは顔を赤くして頬を膨らます。

			「それと、これとは違います！　もう、ちょっと見なおしたと思ったら、やっぱり、ソージくんは、ソージくんです！」

			　ぼかぼかと、じゃれるように軽くクーナは俺の胸を叩いた。

			　そんなクーナをひとしきりからかったあと、俺はクーナの要望に応えて目を逸らす。

			　すると、警戒した顔でこちらを一(いち)瞥(べつ)したあと、クーナは服を着始めた。

			「それじゃ、ソージくん。また後で」

			「体には気をつけるんだ」

			「ソージくんこそ」

			　そう言い残して着衣を整えたクーナは部屋を去っていった。

			「うん、脱衣もエロいが着衣もエロい」

			　クーナは未だ、俺が光を屈折することで、顔を逸らしていてもばっちりその姿を視界に収められることを知らない。

			　しばらくは、こうして楽しませてもらおう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なんとか、クーナが出ていくまで……平静を装えたな」

			　クーナが出ていった後、俺の体が震え出した。へんな汗が出る。俺の中で、クーナから吸収した魔力が暴れていた。

			「もう少し、落ち着いたらどうだ。長い付き合いになるんだ」

			　俺は一晩眠ったことで回復した魔力で、クーナの変質した魔力を押さえつける。

			　にしても、厄介な魔力だ。この魔力は体に根を張り、しがみつく。吸いとった魔力を吐き出すだけでも相当の魔力を使うだろう。

			　それでも、俺なら少しずつだが、吐き出すことは可能だ。

			　だが、それはあまりにも複雑な術式の魔術が必要で、クーナには不可能だ。

			　もちろん、クーナの体から定期的に吸収し、俺があとで排出すれば、病状は改善できるが、それは所詮、その場しのぎにすぎない。

			　根本的な解決のためには、変質魔力を吐き出さず、俺が自らの体の中で解析するしかない。

			　変質した魔力を吐き出すのではなく、その運用方法の試行錯誤に魔力を使う。

			　そして正解が見つかれば、その方法を改良、簡略化して、クーナに制御させる。そうでないと意味がない。

			「ようやく見えてきた。これは、回帰だ。クーナの魂(たましい)に刻まれた、何かになるための変質魔力……いや、ここまでくれば魔術だ。だから練り上げ、密度を増し、巡り、連なっている」

			　昨日から、ずっと俺はこの魔力に抗いながら解析を続けている。眠りながらも意識の一部で解析を続けていた。

			　だからこそ、ある程度の目星はついていた。

			「クーナはいったい何になろうとしている？」

			　俺はつぶやく。

			　考えを巡らせると、一つの心当たりがあった。

			　かつて、ゲーム時代のクーナよりも、今のクーナのほうが、火の魔術の扱いがうまかったので、火のマナの扱いが不調になったことがあったか聞いたのだ。

			　そのときの会話を思い出す。

			『小さい頃、高熱で倒れて三日ぐらい意識を失って。起きたら火のマナをろくに扱えなくなっていました。あのときは本当に辛かったです。金色の火狐なのに火の魔術が下手になって、なんていうか、私が私じゃなくなった気がしました。でも、ちょっとずつ回復してきて三年かけて元に戻りましたけど』

			『高熱？』

			『そうです。でも、落ち込んでいるときに兄様がひどいことを言うんです。クーナは覚えてないけど、尻尾(しつぽ)が九本になったクーナが大暴れして大変だったって。私が父様を殺しかけたって大嘘ついて！　あのときは、無神経な兄様に大っ嫌いって言っちゃいました。すっごく落ち込んでたけど、いい気味です』

			　もし、クーナの兄の話が、本当だとしたら。

			「クーナは先祖返りなのか？」

			　ごく一部の種族は、その種族のもつ力を極限まで引き出した姿をとることがある。

			　例えば、エルフの上位種として、ハイ・エルフという存在がある。

			　エルシエの長のシリルは、普通のエルフとして生まれながら、ハイ・エルフに変質した。

			　それと同じではないか？

			　変質には二種類ある。

			　一つは、シリルのように一度変質すれば二度と戻らないパターン。

			　そして、俺の【紋章外装】のように一時的な変化で、効果が切れれば戻るパターン。

			　クーナの話を聞くかぎり、彼女は後者なのだろう。

			　一時的に、尻尾(しつぽ)が九本に増える等の外見的な変化が起こり、シリルを圧倒する力を手に入れる。

			「ランク６のシリルを圧倒する力か、興味があるな」

			　俺はにやりと笑う。

			　クーナを治療するのが再優先だが、それと同時にこの力を手に入れたいと思った。

			　……そして、それが可能だという手応えはある。

			　俺の純粋な好奇心。

			　こんな魔術を見て、反応しないのは魔術師失格だ。

			　俺は痛みに耐えながら、徹底的に解析を続けた。

			　成功すれば、クーナと俺は圧倒的な力を手に入れるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　学園の午前のカリキュラムが終わる。今日の予定は午前中が座学で、午後が実技だ。

			　休憩時間に入るなり、クーナとアンネが俺のところに来た。

			「ソージ、体調でも悪いの？　授業に全然集中できていなかったわ」

			「もしかして昨日、私のためにがんばってくれたせいですか？」

			　二人とも、心配そうな表情を浮かべている。

			「違うよ。クーナの変質魔力の解析を行っていたんだ。その片手間で授業を受けていたから、集中できなかったんだ」

			　俺はある程度の並列思考が可能だ。

			　通常時は、授業をメインにし、バッファを使って地下迷宮の探索計画や魔術の開発を行っているが、状況が差し迫っているので、異常魔力の解析を主にし、バッファで授業をこなしていた。

			「……それなら仕方ないわ」

			「怒らないのか？」

			「クーナのためなら、責められない。むしろ、がんばってほしいわ」

			　アンネの声援は力になる。

			「もちろん、がんばるよ」

			「ソージくん、ごめんなさい」

			「何を謝るんだ。俺は、クーナのためにがんばれることが嬉しい。それにな。クーナの変質魔力。これは、新たな可能性だ。この力を使えば、もう一歩先に行ける気がする。正直、俺はこれ以上、魔術面での技術向上はないと思っていたが、これはまったく新しい概念だ。魔術師としての血が騒ぐよ」

			　この変質魔力を利用することで強くなれる。そう感じた手応えは、すでに確信に変わりつつある。クーナを救って、俺もまた強くなる。

			　いくつかの仮説。運用法の素案はできた。

			　通常の人間の体では無理だが、クーナはもちろん、極上のホムンクルスの俺の体なら、改良を加えれば、使いこなせるはずだ。

			「どうした、クーナ。ぽかんって顔をして」

			「いえ、ただ私の治療を考えるだけじゃなくて、きっちり利用しようとするところはソージくんらしいって思って」

			「当然だ。最強を目指すなら、必要な心構えだよ。利用できるものはなんでも利用する」

			　ありとあらゆるものを貪欲に吸収する。

			　それこそが強くなるためにもっとも大事なことだ。

			　何一つ無駄にはしない。

			「俺の心配より、二人は午後の実技の準備をしたほうがいい」

			　二人には、今は俺の心配よりも学業を優先してほしい。ここで得られるものは、きちんとあるのだ。

			「わかったわ。でも、ソージ、私にできることがあったら、なんでも言って」

			「はい、私もできることならなんでもしますから！」

			　二人がそう言ってくれるのは心強い。

			　だが、美少女がなんでもするなんて気軽に言うのは感心しない。二人の無防備さは、嬉しくもあり、若干不安にもなる。

			　俺は微(ほほ)笑(え)みながら、午後の授業のカリキュラムを思い出していた。

			　そう言えば、今日は月に一度のランク測定だ。

			　俺たちが全員ランク２だと知れば、クラスメイトたちはまた驚くだろう。

		

	
		
			第20話　クラスメイト

			　

			　午後からは実習だ。入学試験のときに使った試験場にクラスの全員が集まっていた。

			　そして、今日は月に一回の【格】の測定がある。

			　クラスメイトは、期待と自信にあふれた顔をしている集団と、そうでない集団に綺麗にわかれていた。

			　クラスメイトの何人かが、俺のほうに歩いてくる。

			「おまえのおかげで、かなり探索できるようになってきたぜ」

			「私たちのパーティも地下三階まで行けるようになったの！」

			「今度また、いろいろと教えてくれよ」

			　次々に話しかけてきたクラスメイトたちは、期待と自信にあふれた顔をしていて、彼らは俺が授業終了後にいろいろと講義をした連中だった。授業では習わない実践的な地下迷宮のノウハウを定期的に叩き込んでいた。

			【低層フロアのコツ～ベテラン探索者の罠(わな)～】以外にもいろいろと教えている。この様子だとしっかりと役にたったのだろう。

			「俺も教えた甲斐があったよ」

			　微(び)笑(しよう)し応える。今の言葉は本心からの言葉だ。自分の教え子が自信と力を身につけるのは嬉しい。

			「ソージ、いえ、ソージさん。今度、飯でも奢(おご)らせてくれよ」

			「いつもただで講義してもらって悪いから、何かお礼がしたいの！」

			　俺を取り囲んでいるクラスメイトたちが次々に言う。

			「喜んで招待をされようか。ただ、しばらくは忙しいから来月ぐらいにお願いしたいな」

			　クラスメイトとの親睦を深める場だ。断るつもりはない。

			　今はクーナのことに注力するが、それが片付いたら酒を飲んで騒ごう。

			　ふと、視線が気になり、そちらを向くと、険しい顔をした一団が、こちらを遠巻きに見ていた。彼らは、俺の講義を受けなかったメンバーだ。

			　おそらく、あの調子だと地下迷宮の探索がうまくいっていないのだろう。

			　浅い階層に張り付いているベテランたちにカモにされるのは、新人の誰もが受ける洗礼だ。

			　その一団の中から、数人がこちらに向かって歩いてきた。

			「……次の講義から俺たちも教えてもらっていいか。今まで、嫉(しつ)妬(と)とか、負けたくないって思って、教えてくれって言えなかった。だけど、このままじゃ、俺たち、だめになる。……すまない。このとおりだ！　俺たちにできることなら、なんでもするから」

			　そう言って一斉に頭を下げてきた。

			「別にいいよ。数人増えたところで手間は変わらないしね」

			「ありがとう！　絶対にこの恩は返す！」

			　この男たちは見込みがあるかもしれない。負けず嫌いで、きちんと現実を受け入れる度量がある。

			　少なくとも、目の前にチャンスがぶら下がっているのに、遠巻きに見るしかできない集団とはちがう。

			　俺は見ているだけの連中に手を差し伸べるつもりはないが、こうして頭を下げるなら、力を貸してやりたいと思っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらく雑談をしていると、授業の開始時間になり、ナキータ教官がやってきた。

			　彼女は俺たちの教官で、童顔の女教師だ。

			「さぁ、みんな。今日は待ちに待った【格】の測定だよ！　きっと、前の測定のときよりも、ずっと強くなってるよね！　先生は、期待してるよ！」

			　そこまでを朗(ほが)らかな声で言う。そして、溜めをつくり急に真剣な顔になった。

			「予め言っとくけどね。前回発破をかけたのに、この時点でなんの進歩もしてないようなら……才能ないよ。探索者に向いていない。状況把握と、行動力。それこそが、探索者にもっとも必要な能力だ」

			　生徒たちの何割かが、一気に青い顔をした。

			　ナキータ教官の言っていることはある意味真理だ。

			　一ヶ月もの間、状況を何も変えられない生徒は、この騎士学校では生き残っていけない。

			　ナキータ教官の一言によって、緊張感のある雰囲気の中、次々にクラスメイトが【格】を測定していく。やはり俺が教えた生徒たちはみんな、【格】を順調に上げていた。自分の【格】を知ると喜んで自慢気な顔になっていた。

			　逆に俺が教えていないほとんどの生徒は、成長のあとが見られずに悔しそうな顔をしていた。

			　……もっとも、例外はいる。

			「すごいね。ライル、ランク１の最上位だ。このペースだと来年までにランク２に行けるんじゃない？」

			「当然です！　僕は、我が姫クーナ様に追いつかなければならないのですから！　これぐらいはこなして見せましょう。……ふふふっ、クーナ様の前回のあがり幅を見るに、ランク１の最上位になっているはず。だが、計算では、同じランク１最上位でも、僕が若干上。ふふふ、これでクーナ様を守れる！」

			　例外の一人、四位の人が非常にうざいテンションで騒ぎだす。

			　もともと入学前からランク１の上位だったとはいえ、この成長速度は異常だ。かなりの無茶をやっているのだろう。

			　俺たちがいなければ、学園中の羨望を集めていたに違いない。

			　だが、残念なことに彼は知らない。彼が相当の無茶をしたように、俺たち【魔剣の尻尾(しつぽ)】は、それ以上の無茶をし、彼以上のペースでランクを上げていることを。

			　そして、次々にランクの測定が終わり、いよいよ俺たちの番が回ってきた。

			「よろしくおねがいします」

			　俺は、ナキータ教官に頭を下げる。

			「君の番か、少し身構えるな。君ならもう、ランク１の最上位にまで上がっていても驚かない」

			「見ればわかると思いますよ」

			　俺はニコリと微(ほほ)笑(え)む。

			「すごい自信だ。この様子だとランク１最上位に到達しているね。この学校で歴代トップのペースだよ」

			　そして、ナキータ教官が【格】を測定した。

			「ランク２の下位ぃぃぃ!?　まだ君、入学して三ヶ月も経ってないよね？　こんなの速すぎる。こんな速度、聞いたこともないよ」

			　ナキータ教官が、驚きの声をあげる。

			　そして、周りの生徒たちも同様に、ざわつく。

			　かつて、一度目の測定で俺がランク１の上位になったときも驚いていたが、今回はさらに別格だ。ランクをまたぐ、その壁は遥かに高い。

			　数年に一人、一年の後半にぎりぎりランク２に届く。それがこの世界の常識だ。

			　その常識を遥か彼方に置き去りにした。

			　他の生徒たちも、俺なら何かあるとは思っていても、ランク２に届いてるとは想定の範囲外だったのだろう。

			「もしかして、君だけじゃなくて……。クーナ、アンネ、二人とも来てくれないかな？」

			　ナキータ教官はアンネと、クーナを呼ぶ。

			　そして、手を震わせながら二人の【格】を測る。

			「クーナは、ソージと同じランク２の下位ぃ、そして、アンネは……ランク２の中位!?　ありえない。この前の魔石加工の魔術を考慮してもありえない。君たちは、いったいどれほどの敵と戦ったというの？　どれほどの絶望的な戦いを経験したら、吸収した力がこんなにも早く体に馴染むっていうの!?」

			　ナキータ教官が驚くのも無理はない。

			　同一ランク内での【格】の上昇は、ただ魔石の量を積み上げればいい。

			　だが、ランクを上げようとすれば、長い時間をかけてゆっくりと体を馴染ませるか、一瞬が永遠に感じるような命がけでの戦闘で、力への強い渇望が、それこそ魂(たましい)の奥底から湧き上がるほどの強い願いが必要なのだ。

			「少しだけ、無茶をしました」

			　俺たちは、ティラノとの戦いで、ランク２へと上がった。あれは、本当に苦しかった。一人ひとりが極限までの力を絞り出したからこそ勝てた、命がけの戦い。

			　そして、アンネだけ、ランク２の中位にまで上がっているのは、クラネルとの決闘に向けて、手持ちの魔石をアンネに集中して使ったからだ。

			　その中にはティラノの魔石も含まれている。

			「たいていのことでは驚かないと思ったけど、まさか、パーティ全員がランク２なんて度肝を抜かれたよ」

			　ナキータ教官は胸を押さえながらつぶやく。

			　ついでに、四位の人のほうをみると、灰になっていた。まさかクーナがランク２になっているとは、夢にも思っていなかったのだろう。

			「えっと、このクラスの皆も、ソージたちに追い付け……なんて、無責任なことは言えないけど、彼らから得られるものは多いと思うから、いろいろと話を聞いたほうがいいと思うよ。同じ世代に彼らがいるのは幸運だ」

			　ナキータ教官が言うと、生徒たちが頷いて、憧れ、嫉(しつ)妬(と)、野心。さまざまな感情を込めた目で俺たちを見つめる。

			　……悪い気持ちはしない。俺たちの邪魔をしないのであれば、これからも彼らの成長の手助けをしよう。

			「じゃあ、みんな。一通り今の君たちの力を確認できた。今日も実技を叩き込む！　いつもより厳しく行くから、覚悟してね！」

			　その言葉に、クラスメイトたちは強く頷く。

			　生徒の大半は、きつい訓練だと宣言されたのに、嫌な顔をしないどころか、気合が入ったいい顔をしている。さすがだ。あの試験をくぐり抜けてきただけはある。

			「やっと、追いついたと思ったのに……我が姫君は、ランク２……そんなぁ」

			　そんななか、四位の人だけは、まったく別の理由で落ち込んでいた。気持ちはわかる。少しだが同情したくなった。

			「だが！　このライル、諦めませんぞ！　絶対にクーナ様にふさわしい騎士となり！　魔王ソージの手からクーナ様を救ってみせます！」

			　四位の人は力強く叫ぶ。前言撤回。やはりこいつに同情する必要はない。

			　……こいつの頭の中で変な設定が作られているのが気になる。

			　そうして、日が暮れるまで実践訓練で俺たちは腕を磨いた。

		

	
		
			第21話　作戦会議

			　

			　地下迷宮の上に構築された建物にあるカフェで、俺たち【魔剣の尻尾(しつぽ)】はミーティングをしていた。

			　昨日で授業がある週初めの三日が終了し、今日を含めて四日は地下迷宮の探索に割り当てることができる。

			「今日も地下迷宮を探索するんですね。……ソージくん、本当に体は大丈夫ですか？」

			　クーナは俺のほうをみて心配そうな顔をする。

			　その理由は俺の不調にある。体内に抱えるクーナの変質魔力の量がかなり増えており、ダメージを隠しきれなくなっていた。

			　クーナやアンネを不安にさせてしまう自分の未熟さが嫌になる。

			「何度も同じことを言わせるな。俺は大丈夫だ」

			「でも、ソージくん、辛そうです……」

			　クーナの目が少し潤んでいる。

			　そんなクーナを見て、アンネが口を開いた。

			「クーナ、ソージが大丈夫と言っているのだから信じましょう。ソージは、無茶をして周りに迷惑をかけるような愚行を犯しはしない。ソージなら自分の限界ぐらい把握してるわ」

			「そのとおりだよ」

			　さすが、アンネだ。よく俺のことがわかっている。

			　俺は、根性論ではなく、耐えられるレベルの不調だから大丈夫だと言っている。

			「わかりました、ソージくん。でも、無理はしないでください。……それと、もう、私の変質魔力を吸収しないでいいです。ソージくんのおかげでだいぶ楽になりました。私は、もう平気です。これ以上、私のせいでソージくんが苦しむのは見たくない」

			　隣に座るクーナが俺の手に自分の手を重ねて、うつむきながらつぶやく。

			　俺は、初めてクーナの変質魔力を吸収した日から、毎日、変質魔力の吸収をしていた。

			　おかげでクーナの体内にあった変質魔力はほとんどなくなったが、当然、俺の体内に吸収した変質魔力の量は大幅に増え、その変質魔力が今も暴れている。……それは常人ならとっくに発狂するか壊れるほどの量だ。

			「苦しくないって言ったら嘘になるけど、だいぶ変質魔力の解析が進んで、手懐け方もわかってきたし、俺の体も適応してきている。今が山場だ。ここを乗り越えれば楽になる。クーナにも力の使い方を教えてやれるさ。それにね。俺には俺の考えがあって大量の変質魔力を抱え込んでいるんだ。クーナが自分を責める必要はない」

			　毎日魔力を吸収したのは、クーナを楽にしてやりたい気持ちよりも、可能な限り多くの変質魔力を体内に宿しておきたかったというのが大きい。

			　どうもこの変質魔力は、増えれば増えるほど動きが活発になり、解析がしやすくなるのだ。

			　……それに、変質魔力を抱えてから、俺の魔力の最大容量と常時生産量が増している。確実に強くなっている。

			「強がりじゃないですよね？」

			「当然だ。むしろ、俺はこの変質魔力で強くなった。クーナに感謝しないといけないぐらいだ」

			　俺が強くなれた理由は二つある。

			　ひとつ目は、変質魔力が体内で暴れることにより、魔力回路と肉体が破壊され、復元する際にホムンクルス故の適応力で壊される前よりも強い状態で復元していること。

			　もうひとつは、変質魔力自体が宿主を強くする効果があること。本来、この変質魔力は、とある因子を活性化させることにより存在を塗り変えるためのものだが、その前段階として、宿主をその力に耐えられるように強化する効果があるようだ。

			「また、悪い顔をしてます。……でも、その顔ができるってことは安心できますね」

			　クーナがほっと息を吐いて、俺から離れる。少し名残惜しい。

			「だから、言ってるだろう、大丈夫だって」

			　変質魔力を抱えたことによって強くなっているのは嬉しい誤算だった。

			　一次的な変身能力を得ることは期待していたが、基本スペックそのものを引き上げられるとは想定外だった。

			　それも、【格】の上昇ではない。いわゆる素質そのものの引き上げ。こんなことはめったに経験できるものではない。

			　おそらく、クーナも無自覚だが俺と同じように変質魔力により、強くなっている。

			　惜しむとすれば、これはクーナ並に才能をもった火狐か、最高の適応力をもったホムンクルスでもなければ、強くなる前に肉体が崩壊することだ。アンネには使えない。

			「さすがはソージくんです。この調子なら、この前言っていた、変質魔力を消費する専用の魔術もあっという間にできちゃうんじゃないですか？　そしたら、もう悩まなくて済みます」

			「残念ながら、そっちは時間がかかりそうだ」

			　俺は奥歯を噛みしめる。

			　肝心の変質魔力を消費して変身する魔術の解析が行き詰まっている。

			　特定の因子を活性化させるというプロセスはわかったが、俺の体にその因子は存在しない。変質魔力の動きから因子の性質を逆算し、擬似因子の構築を試みているが、あまりの難易度にうまくいっていなかった。ここさえクリアできれば、どうとでもなるのに。

			「では、そろそろ本題に入ろう。今日の探索についてだ。地下九階を目指す」

			　今までは地下七階までが最高だった。かつて、地下七階ではゴブリンたちの罠(わな)にかかって苦しい戦いを経験した。

			　地下八階以降はさらに難易度があがり、地下九階が森のエリアの最後になる。

			　地下十階以降は火山エリアだ。そこにはまだ行くつもりがない。

			「ようやく、ここまで来たわね」

			「はい、地下九階で狩りができるのが、一流探索者の証って言われていますからね」

			　二人の言うとおり地下九階で狩りができるのは一種のステータスだ。

			　地下九階に出現する魔物のほとんどはランク１最上位。ごく稀にランク２下位の魔物も出現する。地下九階で狩りができるのは、ランク２のフルメンバーでもないと厳しい。

			　ランク２のパーティはここで腕を磨き、何年もかけてランク３に至ってから、火山エリアに挑む。

			　ランク３になれるのはほんの一握り、ゆえに地下九階で狩りができることが一流の条件とされていた。

			「俺たちなら、油断さえしなければ問題ないだろう」

			　それは、おごりではなく、純粋な戦力分析。

			　俺はもちろん、体調が回復したクーナも、クヴァル・ベステの力を解放できるアンネも、ただのランク２を超える力を持っている。

			　今の俺たちなら、あのティラノが出ても問題なく対処ができるだろう。

			　地下九階で問題なく狩りができるようであれば、早々に地下十階に挑むのもいいかもしれない。

			「ねえ、ソージ。地下九階を目指すこと自体は悪いことだと思わない。だけど、クーナもソージも万全じゃない状態で無理に狩りをするのはやめたほうがいいわ。今週は見送るのも選択肢の一つよ。行くにしても、安全のために慣れた階層で狩りをするべきだと私は思う」

			　アンネの言葉は正しい。

			　ときには休み、次に備えることも立派な戦略だ。

			　だが、それではだめなのだ。

			「今は状況が差し迫っている。少しでも【格】を上げないといけないんだ。変質魔力を解析するのに、今の俺では基本スペックが足りない。それに、変質魔力を抑えこむにも、それを利用した魔術を使用するにしても、【格】を上げる必要がある」

			　完全に解析が完了していない今でも、それぐらいはわかる。

			　危険を冒してでも、高位の魔石が必要だ。

			「わかったわ。それなら行くしかないわね」

			「理解してくれて助かる」

			「でも、ソージくん。地下九階は遠いですよ。時間は大丈夫ですか？　地下四階に行くときもだいぶ時間がかかったじゃないですか。九階なんて、たどり着くだけで二日ぐらいかかっちゃいそうです」

			　確かに、今までの俺たちのままなら地下九階に行くだけで二日はかかっただろう。

			「いい指摘だな。確かに地下四階に行くときにも半日かかった。〝あのときのままなら〟、地下九階だともっとかかるだろう。なにせ、距離が延びるだけじゃなくて、階ごとの難度も上がるから」

			　俺の言葉を聞いて、クーナとアンネも驚く。

			　それはそうだろう。四日で戻ってこないと、授業に間に合わない。たどり着いてすぐに戻ってくるぐらいなら、もう少し浅い階層で狩りをしたほうがましだ。

			「ソージ、それ大丈夫なの？　食料と水はソージの【浄化】があるから大丈夫だとは思うけど、授業に間に合うかが心配だわ。王都に行ったときに、だいぶ休んだから出席日数がぎりぎりで、これ以上休めないし」

			「大丈夫だよ。探索を開始すればすぐにわかる」

			　クーナとアンネが首を傾げる。

			　だが、探索が始まればすぐに俺の言った意味がわかるだろう。

			　思えば、全員がランク２になってからの狩りは初めてだ。まだ、彼女たちにはランク２になったということがどういうことかわかっていないのだろう。

			「ソージがそういうなら、きっとなんとかなるとは思うけど、釈然としないわね」

			「こういうふうにもったいぶるのは、ソージくんの悪いくせです」

			　二人のジト目を見て、俺は苦笑する。

			「いじわるをしているわけじゃない。体感しないとわからない感覚だからね。それより、今から地下九階までに出現してくる魔物の情報と、各階ごとに仕掛けられている罠(わな)を叩き込む。だけど、この情報に頼りすぎるなよ。絶えず迷宮は変化している。罠(わな)も魔物も、今までよりも、凶悪かつ、狡(こう)猾(かつ)だ。ゴブリンやスロックチンパが可愛く見える連中がごろごろいるぞ」

			　スロックチンパとゴブリンの名前を出した瞬間、二人が嫌そうな顔を浮かべた。

			　あいつらとの戦いで苦戦した記憶が蘇ってきたのだろう。

			　実際、階層が深くなればなるほど、単純な強さはもとより、厄介な特性をもった魔物が増える。それを避けては通れない。

			　三十分かけて、俺は二人に、地下九階までの探索に必要な情報を教えた。

			「さて、行こうか。これ以上、ここで話していても時間の無駄だ。今回もがっつり稼ごう」

			　そうして俺たちは、封印都市エリンに戻ってから最初の狩りにでかけた。

		

	
		
			第22話　サーロイン・ステーキサンド

			　

			　俺たちは地下迷宮で、ひたすら次の階層を目指して疾(しつ)走(そう)していた。

			「すごい、自分の体じゃないみたいです」

			「そうね、これがランク２になったってことかしら」

			　アンネとクーナが驚いたような声音で口を開く。

			「俺の言っていた意味がわかっただろう？　ランク１とランク２は根本的に違う」

			　そう、俺たちの階層の突破速度は、以前とは桁違いに上がっていた。

			　それもそのはずだ。

			　ランク１とランク２の身体能力は、まるで違う。

			　純粋に足が速いし、跳躍力もある。

			　今までの二倍近い速度を出せて、なおかつ不可能だったショートカットも可能になるので、どんどん探索を進められる。

			「このスピードなら、地下九階もわりと簡単にたどり着けそうです！」

			「まあな、これだけ速いと、今まで避けられなかった敵も避けられるようになるしね」

			　以前では、地下四階以降の魔物に背中を見せることは、非常にリスクがあったし、振りきることも難しかった。

			　だが、今の俺たちなら、なんなく振りきれる。

			「ランク２でこれだと、ランク３になったら、どれだけ違うのかしら。少し楽しみになってきたわ」

			「期待していていいよ。ランク３はさらに別次元だ」

			「ソージくんの口ぶりだと、まるでランク３になったことがあるみたいに聞こえますね」

			　さすが、クーナだ。変なところでするどい。

			「まあ、いろいろと調べているんだよ。ペースを上げるぞ。地下九階までにランク２になった自分の体に慣れることを意識しろ。体の隅々に意識を張り巡らせながら走るんだ。認識を塗り替えておかないと、いざっていうときに隙ができるぞ！」

			「そうですね。急に強くなると、頭と体の認識がずれて怖いです」

			「私は、ランク２になってから、クラネルとの決闘に向けてソージと模擬戦を繰り返したから、ランク２の体にかなり慣れたと思ってたけど……やっぱり、広い空間を走るのと、狭い空間の決闘は、ぜんぜん違うのね。はやく慣れないと」

			　彼女たちの言うとおり、急に強くなるというのは、こういうリスクも存在する。体が動きすぎて失敗するというのは、探索者にありがちなミスだ。

			　自分のパフォーマンスを理解しなければ、せっかくの強さが発揮できないどころか、致命的なミスを生むことすらありえる。

			「それだけわかっていれば十分！　さあ、気合を入れていくぞ！」

			　そして俺達は、魔物や罠(わな)を一切無視して、最短で走り抜けた。

			　こんな浅い層の魔物は相手にするだけ時間の無駄だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここで、昼食もかねて、一時間ほど休憩をとろうと思う」

			「地下七階まで、もう着いちゃってびっくりです」

			「前来たときは、日が暮れ始めていたわね」

			　俺たちは、正午を少しすぎたぐらいに地下七階にたどり着いた。

			　ここは、かつてゴブリンたちと戦った場所だ。

			　ゴブリンたちは、森のなかに罠(わな)を仕掛けて戦う習性があるし、極めて警戒心が強いので開けた場所に出てくることを好まない。

			　逆に言えば森に踏み込まない限り出くわすことが少ないので、地下六階との境目あたりの開けた空間は休憩するのに適している。

			　昼飯をとるには、もってこいの場所だ。

			　野営するのもここになる。

			　地下八階、九階にいる魔物たちは異様に素早く、なおかつ、好戦的でいつ襲ってくるかわからない魔物ばかりなので、あそこでテントを張る気にはなれない。かといって、探索者たちが多くもっとも安全な地下四階では遠すぎる。

			「今日の昼飯は、さっき狩ったばかりの、レッドホーンだ」

			　貴重な保存食を消費しないように、地下六階で魔物を倒した。

			【浄化】で瘴(しよう)気(き)は取り除いており、さらに魔術で無理やり熟成させたので、いつでも食べられる状態だ。

			　さすがに肉すべては持ってこられなかったので、サーロインにあたる上等な部分だけを選んだ。

			　……この階層で現地調達をする気にはなれなかった。ここにはゴブリン絡みの魔物しかいない。さすがに食べられない。

			　人型にはどうしても抵抗があるのだ。

			「牛さんですね！　なかなか食べられないので、楽しみです！」

			「牛は買うと高いから、しょうがないわ。ただ、魔物の牛が美味しいかどうかはわからないけど」

			「レッドホーンはうまいよ。魔物の中ではトップクラスだ」

			　プレイヤーの中で、うまい魔物情報は共有されていた。

			　レッドホーンは下層の中ではかなり上等な部類だ。

			「ただ、少しかたいから調理には工夫が必要だな」

			　俺は肉をステーキにしてはかなり薄く切り、フライパンに敷き詰め、塩コショウをふる。

			　厚く切ると食えたものじゃない。

			　薄くすると物足りなくなるが、レッドホーンの場合、肉の味が非常に強いので十分楽しめる。

			「はい、クーナ。任せた」

			「りょーかいです！」

			　肉を敷き詰めたフライパンをクーナに渡す。

			　すると、クーナが鼻歌まじりに魔術で肉を焼く。

			　焚き火なんて面倒なことをしなくても、クーナならきっちり焼いてくれる。

			　しかも、料理がうまいので最適な焼き加減で仕上げてくれるのだ。きちんと火を通しつつ肉汁を逃がさない。おそらく、焼きに関しては、俺は一生クーナにかなわない。

			「はい、できました！」

			「はいよ」

			　俺はクーナが肉を焼いている間に準備していた切れ目を入れたパンに、バターを塗り、干しトマトとクーナが焼いた肉を挟み込む。

			　これで、サーロイン・ステーキサンドの完成。それを二人に渡す。

			「わりと、シンプルな料理ですね」

			「素材がいいからね。せっかくのレッドホーンのサーロインだ、手を加えずに楽しんだほうがいい。豪快にかぶりつけ」

			　俺はその言葉のとおり、サーロイン・ステーキサンドを頬張る。

			　肉汁が飛び出て、レッドホーンの旨味が口いっぱいに広がる。そして、くどくなりがちなそれを、酸味がある干しトマトがさっぱりさせてくれる。

			「ソージ、ずるい。私もいただくわ」

			「私も、私も」

			　クーナとアンネも慌てて頬張る。

			「ううーん、贅沢な味です！　こんな大雑把な料理なのに、すっごい高級感があります」

			「そうね、とっても美味しいわ。地下迷宮で、こんな素敵なものを食べられるなんて幸せね」

			　二人とも夢中になって、サーロインサンドを食べる。

			　これだけ喜んでもらえると俺も嬉しい。

			「はい、お茶」

			「ありがとうございます！」

			「ソージって、結構気が利くわよね」

			　俺はハーブティを二人に渡す。

			　これは完全に趣味だ。王都で見かけた新種だから、俺自身飲むのが楽しみだ。

			「ふう、ほっとします。お腹いっぱいになって、食後のお茶でほっとして、地下迷宮にいるって気がしません」

			　その言葉のとおり、クーナがほんわかした表情でぼうっとしている。

			「これで、午後からの探索もがんばれるわね」

			　アンネはそんなクーナに微(ほほ)笑(え)む。

			　俺も自分の分のハーブティを楽しむ。このハーブはなかなかいい。

			　ぜひ、エリンでも売ってほしいものだ。

			　そんなときだった、異常なエルナの動きをつかむ。

			「クーナ、アンネ！　構えろ！　何かが起こる！」

			　このエルナの動き。ティラノのときと似ている!?

			　俺の予測したとおり、眼前に広がる森にすべてのエルナが集まり強力な魔物を作り出す。

			　木々をなぎ倒しながら、現れたのはゴブリンの王。

			　全長三メートルの巨体。首には頭蓋骨をつなぎあわせてできたネックレス。そして、ご丁寧なことに、頭には王冠をつけていた。

			「ゴボォォォォォオオ」

			　ゴブリンの王……ゴブリン・キングが叫ぶ。

			　いったい、何が起こっている？

			　ゴブリンの王が動いた。俺たちとは反対の方向に。

			「やっぱりあいつか」

			　ゴブリンの目指す先には一人の少女がいた。

			　薄い茶色の髪、緑を基調とした露出高めの戦闘服。

			　手には巨大な弓。

			　そこにいたのは、まちがいなくユウリ先輩。

			　ユウリ先輩は不敵に笑う。

			　ゴブリン・キングは肉厚の無骨な大剣を振り下ろす。それはユウリ先輩の身長をゆうにこえる長さで、厚さも三十センチはあろうかという、凶悪な大剣。

			　その大剣をユウリ先輩は自らの弓で受けた。

			　いや、正確には受ける直前、弓の両端が折り曲がり、さらに柄が飛び出て、中心が空洞になった不思議な大剣に変形していた。

			「ウゴっ!?」

			　矮小な人間に自らの大剣を受け止められ、ゴブリン・キングが驚きの声をあげる。

			　だが、それで終わりではない。

			　なんと、ユウリ先輩はゴブリン・キングの剣を弾き飛ばした。

			　その瞬間の魔力の動きでわかる。あれは風だ。風の力を借りている。ゴブリンの剣を受ける際には、幾重にも重ねた風の結界で勢いを殺し、逆に弾き飛ばした際は、上昇気流で大剣を後押しした。

			「さあ、終わりにしよう」

			　ユウリ先輩の声が聞こえた。

			　彼女の大剣が再び弓に変形する。そして、弦を引く。だが、矢は装填されていない。

			　いや、風の魔力の塊が、ユウリ先輩の手に集まり、矢を形作る。風の塊なんて、生易しい物じゃない。あの密度は、もはや風のミサイルだ。

			「じゃあ、さよなら」

			　風のミサイルが放たれ、ゴブリン・キングを貫く。

			　そして、ゴブリン・キングは貫かれた孔からねじれ、圧縮され、ミンチになった。

			　なんて威力。たった一発に、台風そのものが封じられていた。

			　俺は息を呑む。

			　純粋な魔力量だけじゃない。魔術式の構成も一分の隙もない。

			「ねえ、そこで見てるよね。ソージ」

			　いたずらじみた表情を浮かべて、ユウリ先輩がこちらを向く。

			「まったく、すごい偶然だ。君に収穫するところを見られるなんてね」

			　収穫？　なんだ、その単語は。

			「美味しそうな匂いがする。あたし、まだお昼食べてないんだ。ごはん食べさせてくれるなら、いろいろと教えてあげてもいいよ」

			　小悪魔的な笑みを浮かべるユウリ先輩。

			　俺は彼女の提案を受け入れ、招き入れた。

		

	
		
			第23話　悪い予感

			　

			「美味しいご飯、美味しいご飯！」

			　正面に座ったユウリ先輩が、俺の手元を見ている。

			　そんななか、俺は淡々と料理を作り上げていく。

			「どうぞ、さっき俺たちが食べていたサーロイン・ステーキサンドです」

			「うわぁ、美味しそう。肉汁たっぷりってのがいいよね。基本、地下迷宮って乾いたものしか食べられないし。こういう水気があるのは、ほんと嬉しいよ！　では、さっそくいただきます。……うん、うまい！　素材もいいけど調理もいいね。焼き方と塩加減が絶妙だよ。ソージをお嫁にしたいかも。あたしのところに来る？」

			　ユウリ先輩は、俺に向かってウィンクを飛ばす。

			　それに、クーナとアンネが反応した。

			「ユウリ先輩、そういう冗談はやめてください！」

			「そうね、ソージが真に受ける可能性があるわ。そうなったら危険よ」

			「うーん、本気なんだけどな。別にあたしは結婚してもいいよ」

		

	
		
			[image: p_217.jpg]
		

	
		
			　むしゃむしゃと、サーロイン・ステーキサンドを頬張りながらなんでもないことのように、ユウリ先輩はもらす。

			　おかげで、クーナとアンネの慌てようがよりひどくなった。

			「なっ、なっ、なっ、いつの間にソージくんとそんな関係に!?」

			「そんな関係？　どんな関係を想像してるのかな、むっつりなクーナちゃん。昔から、人一倍そういうのに興味あったよね」

			「むっつり!?　いいかげんなことを言わないでください。だいたい、ユウリ先輩は私のことなんて知らないじゃないですか？」

			「そうでもないよ。クーナちゃんのことはずいぶんと知ってるつもり」

			　意味深なことをユウリ先輩は告げる。

			「クーナ、アンネ、落ち着け。そういう反応をするから余計に、ユウリ先輩がからかってくるんだ」

			　そう言った瞬間、なぜか俺のほうをジト目で見る二人。

			「ソージの気が多いせいで不安になるのだけれど」

			「ですね。ソージくんなら、どこで女の子に手を出しても不思議じゃないです。私たちが知らない所で、知らない女の人との間に子供ができていても驚きません」

			「いや、そこは驚こうよ!?」

			　これほど一途に愛情を向けているのに、ひどい言いがかりだ。

			　まるで俺が女ならなんでもいい性獣のようじゃないか。

			「はい、ごちそうさま。美味しかったよ。食べ終わったし、本題に入ろうか。それで、ソージは、何を聞きたいの？」

			　口を手で拭いながら、ユウリ先輩が問いかけてくる。

			「まずは、どうして俺たちを嵌(は)めたかだ。クラネルの暴走。あれは、あんたが仕向けたことだろう」

			　俺がそう言った瞬間、クーナとアンネが驚いた顔でユウリ先輩を見る。

			　二人は気付いていなかったようだ。

			「あれ？　やっぱりバレてた。おかしいな。気付かれるようなことをした覚えはないんだけど」

			「よく言う。わざとだろう。あれは」

			　俺たちはティラノとの戦いで満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)になり、自力での脱出が困難な状態に追い込まれた。

			　そこに、ユウリ先輩からの救出依頼を受けたランク２の探索者パーティが現れ、そのおかげで無事、地上に戻れた。

			　だが、ユウリ先輩は俺たちの窮地を知っているわけがない。さらにランク２のパーティには精神を操る魔術まで使われた形跡があった。

			　そこまでされれば、バカでも彼女を疑う。おそらく、わざとだ。俺を試している。

			「どうして、あんなことをした？」

			「親切だよ。ああでもしないとアンネロッタ・オークレールはランク２に至らなかった。むしろ感謝してほしいぐらいなんだけどね」

			　それはある意味正しい。

			　ティラノとの戦いで、俺たちはランク１の壁を乗り越えた。

			　だが……。

			「一歩間違えれば死んでいた。それに、クラネルを巻き込んだことは感心できない」

			「君たちは生きてたからいいじゃん。もし死ねば、そこまでのパーティだったってだけだよ。それにクラネルは、放っておけばもっと悪質な手を使っていたと思うよ。あたしが手を出す前からだーいぶ、歪(ゆが)んでいたからね。敵がティラノから、彼の子飼いのランク３に変わっただけ。そっちのが辛かったと思うよ」

			　ランク３の手駒。

			　確かにそれは厳しいだろう。一人ならともかく、複数で来られれば、詰んでいたかもしれない。

			「そうだとしても、そんなことを頼んだ覚えはない。余計なおせっかいだ」

			「うん、そのとおり。でも、君たちが望む、望まないなんて関係ない。あたしは君たちのためになんて、微塵も思ってないからね」

			　まったく悪びれずにユウリ先輩が言い切った。

			「あたしはね、あたしの目的のために君たちが勝ってくれないと困るから場を整えた。感謝を求めるつもりはないけど、君たちがどう思おうが、今後も必要ならやるよ。あたしのために」

			　そう来たか。なかなか厄介だ。そう言われたら諌める方法は力ずくしかない。

			「……なら、せめて何が目的かを言え。なんのために俺たちを勝たせたかった」

			「それは言えない」

			「飯を食わせてやっただろう。約束は守れ」

			「あたしは、どうしてゴブリン・キングを倒していたかを教えるって約束したつもり。ほかはサービスだよ」

			「なら、そっちを答えろ。あのゴブリン・キングはティラノのように人為的に作られていたように見えるが。また、あんたが悪さをしていないか不安で仕方がないんだ」

			　俺がそう言うと、頬をぷくっと膨らませた。

			「悪さってなんだよ。これは善意のボランティアだって言うのに！」

			「ボランティア？」

			「そう、ボランティア。いいかい、今の地下迷宮は瘴(しよう)気(き)の消費が追いついてないんだよ。瘴(しよう)気(き)が溜まって、爆発して、先日のティラノみたいなのや、雑(ざ)魚(こ)が大量発生する現象が浅い階でどんどん起こっても不思議じゃない状況だ」

			「そうかもな」

			　実際、ゲーム時代でも年を重ねるごとに、そういった事故の件数は増えていった。

			「でも、こうやってたまに人為的に、バーストを引き起こすことで、暴発は起きにくくなるの。ガス抜きだね。ついでに、こうしてできた魔物からは特別な材料がとれるから、一石二鳥ってわけ」

			　一瞬納得しかけたが、俺は根本的な回答をもらっていないことに気付く。

			「それは目的じゃない。手段だ。どうして、その毒抜きをユウリ先輩がしないといけない」

			　俺の質問を聞いた瞬間、ユウリ先輩はニヤリとしか形容できない笑みを浮かべた。

			「へえ、そこを聞いてくるんだ。あたしの目的は強い探索者をたくさんつくることだ。低層で事故なんて起こって、才能の芽が摘まれることを避けたいんだ」

			「それこそ、なんのために」

			「ごめんね。そこまでは言えない。これで許してくれないかな」

			「許さなくても、答えるつもりはないんだろう？」

			「もちろん」

			　力ずくという選択肢はない。

			　ユウリ先輩がゴブリン・キングとの戦いで見せた力はランク３に匹敵した。

			　何より恐ろしいのが、あの戦闘時以外はランク１程度に実力を偽装できている。俺が見破れないほど精巧に。

			　それは、ユウリ先輩の実力がランク３以上である可能性があるということだ。

			「まあ、最後におまけをしてあげようか。思った以上に君の料理が美味しかったから、特別だ。……今日はもう帰ったほうがいい。嫌な予感がする」

			「嫌な予感？」

			「そっ、予感。根拠はないけど、こう、ちりちり来るんだよね。でっ、あたしの予感はよく当たる。おとなしく帰ったほうがいい。とくに、そんな爆弾を抱えた状態ではね」

			　心臓が嫌な音を立てた。俺がクーナの変質魔力を抱えて不調であることまで見ぬかれている？

			「じゃあね、私は行くよ。そうそう、一つ言い忘れた。悪い魔法からお姫さまを救うのは、いつも王子様のキスだよ。じゃねー。あたしはノルマが終わったし帰るー」

			　そして言葉のとおり、風のようにユウリ先輩は去っていった。

		

	
		
			第24話　参ノ型　弓・貫改

			　

			「ユウリ先輩、結構、意味深なこと言ってましたね」

			　ユウリ先輩が去ったあと、クーナがつぶやく。

			「ソージ、どうする？　戻るのもありだと思うわ」

			　アンネが真面目な顔で話しかけてくる。

			　ユウリ先輩は二つのアドバイスをくれた。

			　一つは悪い予感がするから、今日は帰ったほうがいいということ。

			　もう一つは、いつの時代も悪い魔法を解くのは王子様のキスだということ。

			　後者はよくわからないが、前者は非常にわかりやすい。

			　相手があの人じゃなければ聞き流すのだが……。

			「いや、狩りをしよう。危険でも前に進むしかないんだ。今の状況では何もしないことにも、リスクがある」

			　クーナの変質魔力を解析するにも、変質魔力を使用した魔術の使用にも、今以上の力が必要になる。早急に魔石を手に入れて強くならないといけない。

			　現状維持でいること自体がリスクだ。

			　同じリスクを負うなら、前に進む道を選びたい。

			「わかったわ、ソージ。でも、無理はしないようにしましょう」

			「そうだね。いつも以上に慎重に行こう」

			「私も、気をつけますね」

			　俺たち三人は、頷き合い、次に進むことを決意する。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここが地下八階。また雰囲気が変わったわね」

			「このフロアは、ほとんど湖だよ。足場が不安定だから気をつけて」

			　地下八階に到着した途端、アンネが唖然とした表情を浮かべる。

			　このフロアは、見渡すかぎりの湖に覆われている。そして、マングローブのような木々が自生し、根が水面に顔を出している。なので、その根を足場にして進むことができるのだ。

			「水が、泥色です。ここには落ちたくないですね。服が泥まみれになって、汚れが落ちなさそう」

			「汚れもそうだけど、たっぷり瘴(しよう)気(き)が染みこんだ水だからね。落ちるとひどいことになるよ。皮膚はただれるし、飲んじゃうと瘴(しよう)気(き)でのたうちまわる。泳ぎが上手くても、瘴(しよう)気(き)のダメージを受けるから溺れてしまって、余計に水を飲んで、さらに瘴(しよう)気(き)のダメージを受けて死んでしまうことが多い。上級者でも油断すると簡単に死ぬ」

			　クーナが湖を見て、生(なま)唾(つば)を飲み込んだ。

			　地下八階は探索者にとって、あまり美味しくないフィールドだ。

			　足場は不安定な根っこな上に、足を踏み外して湖に落ちれば地獄の苦しみを味わう。

			「こんなフィールド、早く抜けてしまいましょう！」

			「それがいいわね。この足場で戦うのはきついわ」

			「このフロアの嫌なところは、そこだけじゃないけどね」

			　足場以外にも、探索者にとって不利な要素がある。

			　二人とも、表情を硬くした。

			　そして、俺たちはマングローブの根をしっかりと踏みしめて歩いて行く。

			　やがて、マングローブの根の道が途切れる。

			　次の足場が二メートルほど先だ。俺たちは、助走をつけて飛ぶ。

			　ランク２の身体能力であれば余裕とはいえ、落ちれば死にかねない状況では、緊張する。

			　しばらくは、こうして跳びながら移動しないといけない。マングローブ同士の間隔が広く、周りが水に囲まれている。

			「クーナ、敵の気配はないかしら？」

			「今のところ、私の耳でも敵の気配はつかめてないですね」

			　アンネの問いかけにクーナが答える。

			「クーナ、警戒するのは地上だけじゃだめだよ」

			　クーナは毎回地下迷宮の落とし穴に引っかかる。今もしっかりと敵は近づいてきている。

			「それってどういう」

			「自分で気付こう」

			「わかりました」

			　こればかりは、痛い目を見つつも、体で覚えてもらうしかない。幸い俺がフォローできる程度の状況だ。

			「……なるほど、そういうことですか」

			　どうやら、自分で気付いたらしい。クーナが、敵が水中にいることを告げる。

			　そう、水の中だからこそ、クーナは敵の接近に気付けていなかった。

			　初めてこのフロアに来た探索者は、たいてい水の中への警戒を怠り、痛手を負う。

			　新たなマングローブの木の根に着地した瞬間、そいつは来た。

			　水面から勢いよく黄土色の巨体が飛び出す。

			　体長二メートル程度のワニだ。巨大な口を目一杯開いている。

			　水中から忍び寄り、不意打ちを仕掛けてきたのだ。

			　俺は右、クーナとアンネは左に跳び、躱(かわ)す。

			　予め気がついていたからこそ反応できた。

			　すれ違う際に、カチン、と甲高い音が鳴った。馬鹿でかい口で噛み付こうとしたのだ。

			　ワニは俺たちの間を通り抜けて、陸地にはあがらず、そのまま再び水中に潜行する。

			　まだ俺たちを狙っているらしく。魚影が湖に浮かび、俺たちのいるマングローブの周りをぐるぐる回る。

			　あの魔物の名は、ハイディングアリゲーター。

			　ランク１上位の魔物で、その用心深さと悪質さで知られてる。

			「足場が悪いだけじゃなくて、水の中から攻撃してくる魔物がいるなんて。確かに嫌なフロアですね」

			　クーナが【剛炎槍】……八本の炎の槍を束ねた貫通性の高い遠距離魔術を使う。

			　水面に着弾した瞬間に、爆音がして水蒸気が立ち上る。だが、水中にいるワニには効果が薄い。

			　水と炎の相性が悪いのもあるが、瘴(しよう)気(き)にまみれた水は魔術を減衰させる効果がある。

			　ハイディングアリゲーターの魚影が消えた。

			　深く潜ったのだろう。

			　俺たちは周囲の警戒を強める。

			　そして、次に俺が気付いたとき、ハイディングアリゲーターは、音も立てず背後に回りこみ、そこから顔だけを見せていた。不意を打つための、気配を殺した動き。俺が気付けたのは魔力を感じたからだ。

			　そう、奴は魔物でありながら、魔術を使う。

			　ハイディングアリゲーターの鼻先にこぶし大の水球ができ、高速で回転、限界まで水圧を高めた上で、発射された。

			　音速を超えた、水のライフル弾。奴の狙いはクーナだ。

			「【魔鉱錬成：漆(しち)ノ型　盾・壁】」

			　魔力を感じた瞬間に準備をしていた魔術を展開する。

			　エルシエのシリルから譲ってもらったオリハルコンが盾に変形する。

			　クーナをかばう位置に立ち、盾を構え、受け止める。

			　手に鈍い衝撃が伝わる。だが、盾には傷一つなかった。

			　もし、これがミスリルであれば、貫かれていただろう。それほどの一撃。

			「なっ!?」

			「いつの間に背後に」

			　クーナとアンネの驚いた声が重なる。

			　ハイディングアリゲーターはその名のとおり、気配を消すことに長けている。

			　しかも水場という格好のスポット。

			　彼女たちでも、たやすく気配を捕らえられない。

			　そして、なにより用心深い。

			　不意打ちが得意で、遠距離攻撃にまで対応している。

			　森林エリアの中では、トップクラスに探索者を殺してきた魔物だ。

			「二人とも、冷静に気配をさぐれ。水面の動き、魔力の気配、音。ありとあらゆるセンサーを働かせろ」

			　二人が頷く。ハイディングアリゲーターが再び潜行した。

			「ねえ、ソージくん。あのワニさんに対抗する手段はありますか？　このままだと手詰まりです」

			　気配を探しながら、クーナが問いかけてくる。

			「最初の一撃のように飛びかかってきたところをカウンターで倒すのが簡単だ」

			「ソージ、それは私も考えたわ。でも、あの魔物が近づいてくる気配がないわ」

			「そのとおりだよ。あの魔物はハイディングアリゲーターっていう名前だ。用心深さと忍耐力が異常で、探索者に蛇(だ)蝎(かつ)のごとく嫌われてる。今言った方法はまず無理だ。本当のことを言えば、初撃は飛びかかってくることが多いから、そこで仕留めないといけなかった」

			　ハイディングアリゲーターは何時間でも隙をうかがってくるし、しびれを切らせた場合でも無茶な攻めをするのではなく、諦めて逃げる。

			「うう、それじゃだめじゃないですか。無視しようにもあんなのが近くで潜ってるってわかってるのに、次の足場にジャンプなんて怖くてできないですよ。跳んだところをばっくりと行かれちゃいます」

			「それも奴の必勝パターンだね。だからもう一つの方法で倒すしかない」

			　本当に奴は鬱陶しい。

			　森林エリアの嫌われものランキングでも上位に入る。

			　個体数が少ないのがせめてもの救いだ。

			「なら、二つ目の方法はなんですか？　さすがに、あのワニさんと根比べはしたくないです」

			「二つ目は水の壁をぶち破る強力な一撃だね。実演してみよう。【魔鉱錬成：参ノ型　弓・貫改】」

			　オリハルコンを弓の形に変える。

			　だが、いつもの洋弓ではなく機械弓の形に。

			　ランク２になったことで今まで消耗が激しく避けていた〝改〟の姿を取らせることができるようになった。

			「あいつはさ、得物に緊張を強いるために時折わざと、水面近くまで浮かんできて、魚影を見せつけてくる。そこを狙う」

			　俺の言葉のとおり、ハイディングアリゲーターの魚影が現れる。

			　機械弓を構え、レールに矢をセットし、魔力を通していく。

			　錬成で作った武器は術式を一つ内包した状態ででき上がる。弓形態における改は【磁力操作】を付与している。

			　奴の進路を予測する。

			「貫け……【コイルガン】」

			　機械弓から磁力によって超加速状態で矢が放たれる。

			　表面積が少ない矢は効率よく水をかきわけ、水中にいるハイディングアリゲーターの硬い鱗を突き破った。水が赤く染まる。

			　だが、これだけでは、奴は死なない。

			　矢には二つの工夫がされている。一つは返しがついていて容易に抜けないようになっていること。もう一つは、目に見えないほど細いオリハルコンの糸がついており、弓と繋がっていること。

			「【雷撃】」

			　オリハルコンの糸を通じて、奴の体内を雷が蹂(じゆう)躙(りん)する。

			　三〇秒ほど電気を流し続けると、ハイディングアリゲーターがこと切れて、湖の底に沈んでいった。

			「これで、終わりっと。どうだ、参考になったか？」

			「……ソージ、剣士の私にはどうやっても無理な手段なのだけど」

			「それは工夫次第だね。自分にできることのなかで工夫して倒せばいい。剣でもできることはある」

			「私は遠距離攻撃もできますが。さすがにソージくんほどの貫通力がある攻撃は……でも、何か考えてみます」

			　クーナと、アンネはそれぞれに自分にできることを考え始める。

			　いい傾向だ。人に教わるだけでは身につかないことがある。

			「それと、ワニさんの嫌われポイントはまだあるんだけどね」

			「えっ!?　まだあるんですか？」

			「うん、ある意味一番がそれかな」

			　クーナが露骨に嫌な顔をするので、俺は苦笑して口を開く。

			「せっかく苦労して倒しても、たいてい水の中で死ぬから、なかなか死体と魔石を回収できないんだよ。あいつの皮は素材としてすごく上質で、貴族のバッグとかにも使われるから、高く売れる。だからこそ、余計に悔しい」

			　瘴(しよう)気(き)の水をかき分けて死体を回収するのはとても難しい。探索者たちは涙を飲んで、水中に沈んでいくやつの死体を見届けるしかないのだ。

			「あのワニさん、死んでからも鬱陶しいって筋金入りですね……」

			　クーナが呆れたようにもらした。アンネも苦笑いしている。

			「まあ、俺はしっかり回収するけど」

			　矢の尻についている糸を手繰っていく。矢には返しがついているので、抜けることはない。しばらくして、ハイディングアリゲーターの死体が陸にあがった。

			「ふう、釣れた釣れた。倒すだけなら三流でもできる。ちゃんと倒したあとのことを考えるのが一流の探索者だ。二人もそれを意識するように」

			　矢の返しはこういうことも想定してつけてあるのだ。

			　鼻歌を鳴らしながら解体して、高く売れそうな皮をバッグに詰めていく。

			「さすがソージね。相変わらず抜け目がないわ」

			「なんというか、すごいけど、すごいんですけど、なぜか尊敬できないです……」

			　対照的な二人の視線を浴びる。

			「こいつの肉はうまいんだ。もも肉がとくにうまいから、それだけは持って帰ろう。唐揚げにすると最高だよ。今日の夕御飯だ」

			　二人が微妙な顔を浮かべていくなか、俺は淡々と解体作業を進めていった。

			　今日の夕御飯が楽しみだ。

		

	
		
			第25話　火神の贄

			　

			　あれから探索を進めて、ようやく次のフロアへの入り口を見つけた。

			「やっと、次のフロアです……」

			　クーナが疲労困憊といった様子でつぶやく。

			「正直、このフロアには二度と来たくないわ」

			　アンネも同じような様子だ。

			「ここにはいろんなのが居るからね」

			「なんなんですか！　あのワニさんから始まって、ひたすら空から爆弾落としてくる海鳥さんに、せまい足場に罠(わな)をしかけるコボルト！　悪意しか感じないですよ！」

			　クーナの言うとおり、地下八階には、それはそれはあくどい魔物しかいなかった。

			　地下九階までの森林エリアで、ここまでいやらしい敵が集まっているのはこのフロアだけだ。

			「でも、今回は運が良かったよ。一番性格の悪い奴に会わなかった。地下九階までの森林エリアだと、ハイディングアリゲーターって二番目にいやらしい魔物でしかなくて、一番は別にいるんだ」

			「あれより、いやなのがいるんですか!?」

			　クーナがげっそりした顔でつぶやいた。

			「うん、一位のはすごいよ。ダミーグローブって魔物だけどね。見た目は俺たちが足場にしているマングローブの木そのものなんだよ。それで、大抵はマングローブの道の切れ目、探索者が足場にしたくなる位置にいるんだ。そこに向かって跳んで着地すると、まず地面に足がめり込む。次に根が足に絡みつく、身動きとれずにテンパってるうちに、湖に潜るんだ。それで探索者は瘴(しよう)気(き)まみれの水で弱らされて、エサになる」

			　まさに悪意の集大成。初見殺しにも程がある。

			　擬態のレベルも高く、見破るには相当の技術がいる。

			「凶悪すぎますよ!?」

			「ソージ、それ、知らないと即死よね」

			「うん、そうだね。幸い俺は知っているから気を付けられるし、避けられる。ただ、俺だって地下迷宮のすべてを知っているわけじゃないよ。ときには罠(わな)にかかるかもね。地下迷宮は強いだけならあっさり死ぬ。大切なのは観察力と注意力。それは常に意識しないといけない」

			　二人が頷いた。

			　二人とも着実に成長している。この二人なら大丈夫だろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここが地下九階なんですね」

			「地下八階があんなのだったから警戒したのだけれど、見た目は普通ね」

			　クーナとアンネが言うとおり、地下九階にさした特徴はない。適度に生い茂った木々に、ところどころに流れる小川。

			　見た目だけなら地下一階とさほど変わらない。

			　地下九階は、森林エリアの最後のフロアだ。

			　地下一〇階からは火山エリアになる。

			「しばらくはここで狩りをする。ここは、魔物は強いけど、絡め手を使ってくる魔物がほとんどいないから、数がさばける。相応の強さがあればいい狩場だよ」

			「それはいいことを聞きました！　地下八階でたまった鬱憤をここで晴らします」

			　クーナがぐっと握り拳を作る。

			　尻尾(しつぽ)も揺れてやる気十分といった様子だ。俺たちは三人で森の中に入っていく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　狩りを始めて三時間が経った。

			　そろそろ狩りをやめて、野営の準備を始めないといけない。

			「ふう、たくさん狩りましたね」

			「そうね、気持ちいい狩りだったわ」

			　アンネとクーナが満足気に微(ほほ)笑(え)んでいた。

			　俺たちのカバンの中にはぎっしりと魔石と魔物の素材が詰まっている。

			　地下九階は、非常にいい狩場だ。探索者たちがおらず、魔物がたくさんいる。しかもその魔物たちも個々の能力は高いが、連携はせず力押しで来てくれる。

			　そうなれば俺たちが負ける理由はない。

			　すでに何十匹もの魔物を狩っていた。

			「クーナもアンネも強くなった。見違えたよ」

			　クーナは体調の悪さを感じないし、アンネのほうは実戦的な戦い方ができるようになっていた。

			　クラネルとの戦いが彼女を成長させていた。

			　もう、俺がいなくても彼女は一人で強くなれるだろう。

			「ふふふ、クーナちゃんは天才なのです」

			「私も強くなった実感があるの。でも、ソージに比べればまだまだ。もっと精進するわ」

			　それぞれ、まったく違う返事で、俺は苦笑した。だが、強くなっているという認識は二人とも持っているようだ。

			「それにしても、怖いぐらい順調です。ユウリ先輩の悪い予感が外れてくれてよかったです」

			「そうね。これだけ見通しがいいところだと、変な罠(わな)にも引っかからないし。引き返さなくて良かったわ」

			　二人がほっとした顔でつぶやく。

			　俺は笑顔を作りながらも、さきほどから首筋がちりちりするのを感じていた。

			　誰かに見られている気がする。

			　だが、そちらに探知魔術を放っても、何も引っかからない。

			　気にしすぎているのかもしれない。

			「あと一時間ほどしたら、地下七階に戻る。このフロアは好戦的な魔物が多いから、野営には不向きだ」

			「ということは……」

			　クーナが嫌そうな顔を浮かべた。

			「また、地下八階を通る」

			「そっちのほうが危ない気がします」

			「いや、本当にそっちのほうがましだから。ここで夜を明かそうと思ったら、交代で見張りがいるぞ」

			　ここの魔物たちは、テントに染み込ませた魔物が嫌う匂いをお構いなしに突っ込んでくるし、行動範囲が広い。

			　野営するのは自殺行為だ。

			「なら、仕方ないです……。戻ります」

			　クーナも納得してくれたようだ。

			　だが次の瞬間、俺は強大な魔力を感じて反射的に戦闘態勢に入った。

			　オリハルコンを槍に変える。

			「クーナ、アンネ、武器を構えろ」

			　短く告げると、二人ともそれぞれの武器を構えた。

			　質問はしない。今までの探索の中で、まず動いてから考えることが当たり前になったからだ。そうでないと対応が遅れる。

			　巨大な魔力の渦が眼前に広がる。

			　ここまでくれば、クーナとアンネもその力を感じ取ることができる。

			　あまりの魔力の大きさに、二人とも驚(きよう)愕(がく)をしていた。

			　俺は術式を解読する。

			　これは……、転移の魔術。イルランデのプレイヤーですら基礎理論の構築段階でとまっていた、未完成だったもの。

			　その転移魔術が、完全な形で構築されている。いったい、何が起こってる。

			　青い光がほとばしり、光が止むと、そこには三人の男女が立っていた。

			　全員、白の服に銀の刺繍をした服をまとっている。どこか神官を思わせる高貴さがある。

			　両手剣を装備した男。弓を構える女。魔術師らしく杖を背負った少女。

			　全員ランク３の中位から高位。

			「ああ、気持ち悪。この転移酔いは、なんとかなんねえのかな」

			　両手剣の男が口を開く。

			「あんたが未熟なだけ、あたしやミーナはなんともないし」

			　その男を弓の勝ち気な女性が咎め……。

			「変に、司教様の魔術に抗うからそうなる。無能」

			　魔術師の少女が毒を吐く。

			「へいへい、悪うございましたね。でっ、ちゃんと目的地はあってるんだろうな」

			「司教様に間違いがあるわけない」

			「そうでござんしたね。じゃあ、あの中に、火神の贄がいるのかい。おうおう、ちゃんと火狐ちゃんがいるじゃない」

			　男は俺たちのほうを見る。

			　人に向ける目ではない。まるで、獲物を見つけた獣のような目。

			「言葉は正しく使いなさいよ。まだ変質の最中よ。火神の贄として完成していない。成熟には時間がかかるって司教様も言ってたじゃない」

			「ってことは、心臓えぐって、紅玉を取り出すだけじゃだめなのか」

			「オリンは無能。司教様の命令聞いてない。司教様言ってた。生け捕りにするのが目的。屋敷でストレスを与えて、変質を早める。収穫はそのあと。ちゃんとしないと心臓が黄金炎の紅玉にならない。普通の紅玉でいいなら、適当に火狐をさらって心臓をえぐる。黄金でなければ、火神の贄としてふさわしくない。九尾の火狐が必要」

			「つっても、どう見ても普通の火狐だけどよ。まあとびきり可愛いが……」

			　男の言葉で、少女が首を傾げながら、まじまじとクーナを診る。

			「それはおかしい。司教様が数週間前に変質の魔力を感じたのなら、もう変質が始まってるはず……まあいい。確かに力は感じる。さらってばらしてみればわかる」

			「おいおい、ばらすなよ。殺したら台無しじゃないか。ストレスを与えれば変質が早まるんだろ？　あれだけいい女なら、協力してやるよ。女の尊厳って奴をぐっちゃぐちゃにすれは、あっという間だぜ」

			　男のほうは、明確に敵対心を見せていたが、この少女こそがもっとも危険だと確信する。

			　男がこちらに向かって歩いてきて口を開く。

			「そっちのパーティのリーダーは誰だ」

			「俺だ」

			　クーナとアンネを背にかばいつつ。一歩前に出る。

			「そっか、おまえか。なら用件を伝える。俺たち神聖薔薇騎士団は、世界を救うために活動してんだ。そのために必要だから、火狐の女を渡せ。そうすれば、残りの二人は生かしてやる」

			　ずいぶんとわかりやすい話だ。

			　自身がランク３であり、俺たちが全員ランク２だから舐めているのだろう。

			「そんな要求が呑めると思うのか？」

			「呑まなきゃ、殺して攫(さら)うだけだ」

			　黙って、俺は両手剣の男を睨みつける。

			「おいおい、そんな目で睨まないでくれよ。これも世界のためだ。俺だって辛いんだよ……いたいけな少女の前で、大事な仲間をミンチにするのは。だから、お互いのために黙って差し出してくれ。わかるだろう？　抵抗したって無駄だってことぐらい」

			　俺は構えをとき、殺意と戦いの気配、その一切を消す。

			「ほう、わかってくれたか」

			「ええ、わかりました」

			　男が油断した。

			　俺の態度を見て、素直にクーナを差し出すと思ったのだろう。

			「あんたを殺さないといけないことが」

			　次の瞬間、【紋章外装】で瘴(しよう)気(き)を纏った俺は高速の踏み込みで距離を詰め、一切の予備動作なく瘴(しよう)気(き)をまとわせたオリハルコンの槍で心臓を一突きする。

			　俺が臨戦態勢を解いたと勘違いし、警戒を怠った男は反応すらできていない。

			　俺が構えを解いたのは男を油断させるためにすぎない。煮えたぎる殺意を、この男への怒りを体の内に抑え込みながら、隠(いん)蔽(ぺい)をかけて魔術の演算を始め、必殺のタイミングで仕掛ける。

			「ぐはっ」

			　男は即死だ。

			　心臓を完全に潰せば、一瞬で死に至る。加護の働く暇すらない。

			【紋章外装】を纏えば、ランクの差が一つぐらいであれば覆せる。だからこそティラノと渡り合えた。

			　さらに、人間相手であれば瘴(しよう)気(き)をまとった武器は特殊効果を持つ。瘴(しよう)気(き)が加護を喰らうのだ。

			　俺がクーナを差し出すことはありえない。クーナは俺のすべてだ。彼女を傷つけるものを殺すことに、一片のためらいもない。

			　男の仲間の女と少女が、あまりにも突然のことにパニックになる。

			　ありがたい。一瞬で切り伏せ、一人は殺し、一人は無効化して情報を引き出そう。

			　真正面から戦えなくても、今なら奇襲が成立する。

		

	
		
			第26話　九尾の火狐

			　

			「いやぁぁぁぁぁぁぁ！　オリンがぁ、オリンがぁ！」

			　俺に心臓を貫かれ即死した男を見て、弓を構えた女が悲鳴をあげる。

			　俺は女を冷静に観察していた。戦いのさなかに錯乱し敵から目を離すなんて、ランクは高いが、探索者としては二流もいいところだ。

			「よくもオリンを！　殺してやる!!　へっ？」

			　ようやく、俺の存在を思い出した弓の女が間抜けな声をあげる。

			　彼女は俺の姿を見失っていた。

			　あの女が目を離した瞬間、縮地という歩法を使い、限界まで低い体勢で加速し、女の死角に入った。

			　女からしたら、俺が消えたようにしか見えなかったはずだ。そして……この一瞬の空白を利用し、さらに距離を詰める。

			　女がようやく俺を見つける。だが、遅い。完全なクロスレンジ。ここで弓使いができることはない。

			　下から槍を突き上げる。もちろん狙いは心臓。一撃で殺す。手加減なんて考えたら俺が死ぬ。

			　槍が女の胸を突き破り貫通。

			「かはっ、オリン、ごめん」

			　その一言を放ち、吐血しながら女は死んだ。

			　背筋に悪寒を感じる。魔術師の少女が魔力を練り上げ、魔術を放つ準備をしていた。

			　術式から推定できる魔術は放射系の単純破壊。逃げ場がないし、俺の力では防げない。かと言って、発動前に殺すのも間に合わない。

			　それならば、魔術の発動自体を潰す。

			「ガァァァァァァァァァァァァァァアアアアアア!!」

			　俺は獣のような咆(ほう)哮(こう)をあげた。

			　すると少女が耳から血を吹き出し、崩れ落ちる。そして、彼女が途中まで組み上げた魔術が暴発した。少女が、大樹に叩きつけられる。

			「あっ、あが、どっ、どうして、こんな」

			　ただの大声でこうはならない。

			　人が極限まで不快に感じる、集中力を削ぐ音を発生させ、その音を増幅し指向性を持たせる。さらに、その咆(ほう)哮(こう)に瘴(しよう)気(き)を乗せた。この程度の魔術なら、ランク２になった今【紋章外装】で演算力が落ちていてもできる。

			　音と瘴(しよう)気(き)は耳から侵入し、脳を揺らして犯す。傷は即座に加護で癒やされるが、魔術を潰すには一瞬で十分。

			　これは、魔術師殺しの技だ。初見で対抗できる魔術師なんて存在しない。俺の数ある切り札の一つ。

			　少女は意識が朦朧としている、今しかチャンスがない。

			【紋章外装】は強力だが、負荷がきつい。

			　俺は元の姿に戻りながら、全力疾(しつ)走(そう)し飛びかかる。放つ技は、瘴(しよう)気(き)を纏った掌底。

			　相手の状態を確認し、加護を喰らい尽くす程度に調整した一撃を腹に見舞う。

			「【瘴(しよう)気(き)発(はつ)勁(けい)】！」

			「がはっ」

			　手に残った感触で、すべての肋骨をへし折り、死なない程度で内臓を傷めたことがわかる。

			　さらに加護はすべて、瘴(しよう)気(き)に食わせた。これで少女は数ヶ月はまともに動けない。

			　だが、まだだ。オリハルコンを六本の針に変質させ指の間に挟んで投(とう)擲(てき)。

			　少女の体の六ヶ所に深々と突き刺さる。

			　それらは魔力の起点となる点穴だ。

			　相手の体にかかる後遺症を考えないのなら、針を突き刺すのはこれぐらい大雑把でも構わない。

			　意識を失う少女に魔力を流し込む。針を起点に流れた魔力は容(よう)赦(しや)なく、少女の魔力回路をぶち壊す。

			　ぐちゃぐちゃに潰れた魔力回路は二度と戻りはしない。

			「ぎゃああああああああああああああああああああ」

			　少女はあまりの痛みに絶叫する。

			　当然だ。魔力回路を蹂(じゆう)躙(りん)される痛みは、例えるなら血液の代わりに焼けた鉄を流されるようなものだ。

			　目を覚ましたのもつかの間、白目を剥いて痙(けい)攣(れん)を始める。

			　これでよし。

			　二人は殺して、一人は完全に壊した。もともと魔術師寄りで近接戦の能力が低い少女は、魔力回路を全損させ、加護を使いきった状態ではロクに抵抗できないはずだ。

			　安心して、情報を引き出せる。

			　クーナのために、あらゆる手段をもって情報を絞りとるのだ。

			「クーナ、アンネ、終わったよ」

			　なんとか、無事終わった。初めから相手が戦闘態勢をとっていれば、こうもうまくはいかなかっただろう。

			　問題は、安全のためとはいえ、クーナとアンネの二人に刺激の強いものを見せてしまったことだ。まずは二人の心のケアを……。

			　首筋がちりちりした。

			「ちっ」

			　舌打ちし、とっさに体を捻る。

			　俺の胸から剣が突き出ている。

			「ソージくん！」

			　クーナの悲鳴が聞こえる。

			「ほう、戦いが終わって油断した一瞬を狙ったのだがね。今のタイミングでも致命傷を避けるとは。ふむ、君はすばらしい。彼ら三人では手に余るのも仕方ない。私の部下にほしいぐらいだ」

			　剣が俺の体から引き抜かれる。

			　加護の光が立ち上った。

			　もし、俺が体を逸らさなければ、即死していただろう。

			　全力のバックステップで距離をとる。

			　正面にいる男は、さっきの三人と同じく、銀の刺繍があしらわれた、どこか気品のある服を着ていた。

			　手には突剣が握られている。

			「誰だ、貴様は」

			「彼らは名乗らなかったか？　神聖薔薇騎士団と。私はミハエル・クラフマン。神聖薔薇騎士団の副団長となる。種明かしをすると、彼らは自分たちの手に負えない相手と戦ったときのために、救援を呼ぶ道具をもっている。君が最後に壊した少女が私を呼んだのだよ。もっとも、間に合わなかったようだがね」

			　その男は壮年ながら、鍛えぬかれた体をしており、武人の風格が窺(うかが)えた。

			　一片足りとも油断がない。さきほどの三人のように隙をつくことなんてできないだろう。

			　なによりもランク４。もはや、【紋章外装】でもどうにもならない、雲の上の存在。

			「ご親切にどうも。あなたも、さっきの三人のようにクーナをさらうつもりか」

			「そのとおりだ。世界のために、彼女が必要だ」

			「わけがわからない」

			「それでいい。理解してはいけないし、教えるつもりもない。平穏な日常が送りたいのなら、何も見なかったことにすればいい」

			　不意を打てない。正攻法でも勝てない。それでも、クーナを助ける方法を必死に考える。

			「交渉だ。金でも、宝石でも、なんでもほしいものを言え、それをやるからクーナは諦めろ」

			「それはできない。私がほしいのは世界平和だ。そのために彼女の犠牲は必要だ」

			　犠牲。生け贄、変質。さきほどから嫌な単語が飛び交う。

			　俺の記憶でも、その意味がわからない。

			　かつて、シリルが言っていた。『どうして、前の世界でクーナが死ななければならなかったのか』。思い出せない、そこに答えがあるのかもしれないのに。

			「なら……」

			「戦うつもりか。やめたほうがいい。無駄死にだ」

			　その言葉は正しいだろう。それでも……。

			「好きな女が連れ去られるのを、指を咥えて見ているような男は、死んだほうが良い」

			「そうか、ならば死ね」

			　男の姿が消えた。

			　目で追い切れない。理解を越えた動き、これがランク４。

			　わけのわからないまま、俺は死ぬのか？

			「ふむ……勇敢な少女だ」

			　そこで、男の突剣がとまる。

			　理由はすぐにわかった。クーナが俺の前で両手を広げて壁になっている。

			　男の突剣が、クーナの鼻先でぴたりと止まっていた。

			「ソージくん、私は行きます」

			　そして、クーナは歩き出す。男に向かって。

			　彼女は気が付いてしまったのだ。俺たちでは奴に勝てないことを。だから、自分一人が犠牲になると決めたのだろう。

			「あの、ミハエルさんでしたよね。私が行けば、ソージくんとアンネに手を出さないって、さっきの人たちが言っていた約束はまだ有効ですか？」

			「クーナ！」

			　クーナは振り向かない。彼女の足は震えている。

			　それでも、クーナは自分で行くと言った。

			「有効だ。こちらに来なさい。副団長として、部下の敵を討ちたいところだが、君に免じて許そう」

			　クーナが行ってしまう。

			　おそらく、あの転移魔術を使って。

			　もう二度と会えないかもしれない。

			　動かないと、クーナを引き止めないと。それなのに、足が動かない。

			「ソージくん、私は大丈夫ですから。こう見えて抜け目がないんですよ。いつか逃げ出して、帰ってきます」

			　クーナが振り向き微(ほほ)笑(え)む。目には涙が溜まっていた。

			　クーナだって、あの三人の言葉を聞いていたはずだ。自分がどんなことをされるのか、不安で仕方がないはずだ。それなのに、笑ってみせた。

			「ふざけるな！」

			　足を殴りつけ、気合を入れる。

			　槍を構え、【紋章外装】を起動する。

			　そして、踏み出す。

			「ほう、彼女の想いを踏みにじって、無駄死にすると言うのかね」

			　俺の槍は男に届いた。

			　だが、皮膚一枚貫けない。ランクが２つ違う。

			　もう、何をしても届かない。

			「それでも、クーナが泣いてるんだ」

			　一緒にいると決めた。

			　幸せになると誓った。

			　死が二人を分かつまで、そう約束した。

			「こんな終わりは認めない」

			「駄々っ子だな。ならば死ね」

			　男はクーナを突き飛ばす。こんどは彼女がかばえないように。

			　先手を打って、俺が尽きだした槍を素手で掴み。握力で握りつぶす。

			　そして、突剣での連続突き、俺の全身から血が吹き出て、加護の光が立ち上る。

			　加護が切れた。【紋章外装】の瘴(しよう)気(き)が牙を剥き、全身が瘴(しよう)気(き)に焼かれる。

			「がぁぁぁぁぁ」

			　激痛で絶叫する。

			「ソージ！」

			　アンネが叫び、クヴァル・ベステをもって飛びかかってきた。

			　しかし男はアンネの動きを見切り、躱(かわ)しつつカウンターで回し蹴(け)りを放つ。

			　アンネの体が吹き飛び、木に叩きつけられる。

			「ソージくん、アンネ、いやぁぁぁ」

			　突き飛ばされていたクーナが悲鳴をあげる。

			「これで、無駄だとわかっただろう。そこで眠っておけ」

			　男が踵を返す。

			「行かせない」

			　その足を、倒れ伏したまま掴む。男は虫けらを見るような目で俺を見たあと、突剣を落とした。

			　俺の肩に突剣が深々と突き刺さる。もう加護がないので、血が止まることはない。

			「まだ離さぬか。もはや、殺すしかあるまい。無駄死にではあったが、その覚悟、見事であった」

			　男が俺の肩に突き刺さった突剣を引き抜き、振り上げた。

			　次に落ちてくるのは心臓か、肩だろう。

			　動け、体よ。動け。まだ死ねない。

			　体を捻って、致命傷だけは避ける。奴の突剣が腹に突き刺さった。血がさらに吹き出る。肩からの血と腹からの血。

			　俺は自分で作った血の海に沈んでいた。もう、意識がほとんど飛んでいる。

			「まったく、しつこい。こうなっても離さぬか」

			　男の目に宿る、明確な殺意。

			「やめて、ソージくんを殺さないで」

			「うっとおしい」

			　男を止めようとしがみつくクーナが、弾き飛ばされた。

			「こんどこそ最後だ」

			　もう、指先一本、動かせない。次は確実に死ぬだろう。

			　アンネのほうを見ると、必死に立ち上がりこっちに駆け寄ってきた。だが、間に合わない。

			「私の男を……私のソージを……許さない、絶対に許さない」

			　弾き飛ばされ、地面に伏せたクーナが、ぼそりとつぶやく。この場にいる全員が動きを止めて、クーナを見た。小さな声でもそこに込められた底知れない何かがあった。

			　クーナの背後が、かげろうのように揺らめく。

			　クーナの瞳の色が真紅に変わり爛々と輝く。それは獣のようで、炎のようで。

			　ゆっくりと彼女が立ち上がった。

			「まさか、これは、こんなにも早く!?」

			　男が驚きの声を上げる。

			「殺してやる。殺してやる。殺してやる!!」

			　黄金の火柱が立ち上る。

			　それは質量をもった、黄金の炎。

			　クーナの服が一瞬で燃え尽きる。俺が作った耐火性の高い装備も、彼女の母親の毛を織り込んだ下着すらも。

		

	
		
			[image: p_257.jpg]
		

	
		
			　天に登った黄金の炎が、クーナの下に戻る。そしてそれは凝縮し、圧倒的な熱量を込めた八つの塊となる。

			　八つのそれが、まるで尻尾(しつぽ)のようになり彼女の背後に並ぶ。

			　クーナの変質魔力が、彼女を変えようとしたもの。

			　ランク６のシリルにすら大怪我を負わせた。

			　これこそが、伝説の……九尾の火狐。

			　クーナが目を見開いた、まるで血のような真紅の瞳。その瞳にはとてつもない獣性と殺意が込められていた。

			　まるで、クーナではない何かに変わってしまったようだ。

			「そんな、バカな。まだ、変質が終わるのは、先のはず。だが、収穫の時期が早まっただけだ。ここで心臓を抉(えぐ)れば、黄金炎の紅玉が」

			　男はクーナのもとに駆け出す。そして突剣での突き。

			　だが、その剣は……。

			「つまらない」

			　一瞬で蒸発する。彼女に触れることすらかなわず、消えてなくなった。その勢いで手首からさきまで蒸発する。

			「なっ、なんなんだ、なんだ、これは」

			　戦いにすらならない。触れられないのだから。

			「死んで」

			　クーナが手のひらに小さな炎を呼び出し、ふわふわと男の前まで飛ばす。

			　どうみてもちっぽけな炎。だが、その小さな炎が男に触れた瞬間、一気に豪炎となり膨れ上がった。

			「がっ、がああああああああああああああ」

			　突剣の男を痕(こん)跡(せき)一つ残さず焼き尽くしてしまった。灰すらも残らない。

			「なんて、力だ」

			　圧倒的すぎる。あまりに理不尽だ。

			　そして、不思議と身体に力がみなぎってくる。

			　クーナから吸収した変質魔力が活性化し、俺の身体を癒やしていた。

			　宿主を生かそうとしているのか。

			「クーナ、もういい。元に戻って」

			　俺がそう言うと、クーナが頭を押さえた。

			「痛い、頭が、割れるぅ、ああああああああああああ」

			　クーナが頭を抱えて、絶叫する。

			　クーナの炎が無軌道に暴れだす。なにもかもを無差別に焼き尽くしながら、燃え広がっていく。

			　魔物も、森も、川すらも焼き尽くす。

			「クーナ！」

			「お願い、正気に戻って」

			　必死に俺と意識を取り戻したアンネが呼びかける。すると……、

			「そっ、そーじくん、あんね」

			　一瞬、クーナの目から、獣性と殺意が消えた。

			「大丈夫か、クーナ」

			「にっ、逃げて、逃げてください。今、今の私、自分を抑えきれ、私じゃない、私が、やめっ、このままじゃ、全部燃やしちゃう。私の意識が、残っている、うちに、はやく、二人で逃げ」

			「そんなこと、できるわけ――」

			「お願いします。この、ままじゃ、私が、二人を、大事な、二人を、殺しちゃう。お願いだから、逃げて」

			　そうしている間にも炎が吹き荒れる。やがてクーナは黄金の火柱に包まれ、その姿すら見えなくなった。

			　俺は唇を噛む。

			　クーナを置いて逃げることはできない。おそらく、いつか力を使い果たして崩れ落ちる。そうなれば彼女に待っているのは死だ。魔物に食い殺される。

			　そもそも、このままの状態では、元のクーナに戻れる保証もない。

			　いや……。なぜか、このままでは元のクーナに二度と会えない確信があった。

			　ここで手を伸ばさなければ、また彼女を失う。

			　またクーナを失うのか？

			　俺は深呼吸する。そして、一つの選択をする。

			「アンネ、すまない。一人で逃げてくれ。俺は、クーナの変質魔力をまとって、あの黄金の火柱に突っ込む。そして、クーナに力の制御の仕方を叩き込んでくる」

			「本当にそんなことができるの？」

			「そのために変質魔力を研究してきた。そして今、目の前でクーナの変質を見た。だから、できる」

			　本当は強がりだ。まだ、成功のためのピースが一つ足りていない。

			　おそらく、クーナの変質魔力を使って黄金の火柱をかき分けるところまではできるだろう。だが、そこから先の手はない。

			　とても、分の悪い賭け。

			　それでも俺は、クーナと生き残る道を選びたい。

			「そう、なら私はここで見守るわ。きっと成功しても、クーナもソージも力を使い果たすもの。私がいないとみんなで帰れないわ」

			　アンネが優しく微(ほほ)笑(え)む。

			「この炎の荒れようだ。死ぬかもしれないんだぞ」

			「そうなる前に、ソージがクーナを助けるって信じてる。だから、がんばれソージ。クーナの命と一緒に、私の命も背負って、あなたは行くの」

			「……なら、死ねないな。俺はクーナもアンネも大好きなんだ」

			　まったく、これで余計に失敗できなくなった。

			　俺はもう振り向かない。

			　クーナから吸収した魔力。それを操り、纏う。さあ、行こう。炎の中に引きこもった、お姫さまを救いに。

		

	
		
			第27話　愛の魔術(ちから)で運命をねじ伏せる！

			　

			「【黄金外装】」

			　紋章外装の、変質魔力版を行う。

			　これは本来の変質魔力の使い方ではないが、その場しのぎにはなる。

			　黄金の文字が俺の皮膚の上を覆う。

			　今まで、この魔術は試作段階で、使うことができなかった。

			　目の前でクーナの変質を確認し、これだけ莫大な量のクーナの魔力に触れたことで、ようやくこの力の操作法がわかり、完成させることができた。

			　一度も成功したこともなかった魔術が土壇場で成功したのは、きっと愛の力だ。

			　これなら、黄金の火柱をかき分けることができる。

			　後ろから、アンネの視線を感じる。

			　俺は振り向かない。一瞬でも後ろに下がると、立ち向かえなくなる。正直、怖い。怖くて仕方ない。それでも、もっと大事なことがある。

			　力を入れて、一歩を踏み出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　黄金の火柱の周囲では、火の精霊たちが踊り狂っていた。

			　クーナの変質魔力は火の精霊たちを狂わせる効果まであるようだ。

			　黄金の火柱に触れなくとも近づくだけで、灰になる。

			【黄金外装】で纏った変質魔力が、俺を守ってくれていた。

			　そして、黄金の火柱にたどり着く。黄金の火柱は直径十メートル。その中心にクーナがいる。大きく息を吸って、黄金の火柱に触れた。

			「ぐっ」

			　皮膚が焼ける。

			【黄金外装】を貫く熱量。さすがに、大本は手強い。

			　かつてティラノが渾身の力で放った強大な炎を、クーナが受け止めたときのことを思い出す。あの光景は脳裏に焼き付いている。

			　俺ならできるはずだ。火の呼吸をイメージする。

			　黄金の火柱の魔力の流れ。【黄金外装】の力を割り込ませて、その流れを歪(ゆが)め受け流していく。

			　下から吹き上がる炎が俺の体の表面を滑って空に上る。

			　これなら、焼かれはしない。黄金の火柱に足を踏み入れた。

			　火柱の中を歩く。

			【黄金外装】の魔力が急激に消費されていく。いくら受け流しても、クーナの力が大きすぎる。

			　一瞬でも制御を誤れば死ぬ。

			　極限の緊張感。そんななか、ただ俺は前に進む。

			　クーナがそこにいる。それだけで理由は十分だ。

			　ただの一歩が千里の距離に思える。

			　冷や汗が止まらない、その汗も一瞬で蒸発する。一瞬意識がとびかけた。クーナの変質魔力で傷が癒えたとはいえ、血を失いすぎている状況は変わらない。

			　視界が霞む、息が乱れる。

			　極度の緊張に加え、絶望的な体調。いつ魔術の制御を失っても不思議じゃない。もはやほとんど自殺行為だ。

			　それでも……。

			　クーナを見殺しにできるわけがない。

			　前に進むしかない。

			　渾身の力で、炎の壁を引き裂く。

			　そしてついに、クーナの姿が見えた。

			　黄金の火柱の中央。目を閉じ、裸のまま炎を垂れ流すクーナ。

			「クーナ、聞こえるか！　助けに来たぞ」

			　必死に叫ぶ。クーナに近づけば近づくほど勢いを増す黄金の炎。

			「クーナ、返事をしろ！」

			　叫びながら、一歩一歩、踏み出す。

			「いつまで眠ってるつもりだ！」

			　炎を受け流すのも、そろそろ限界だ。体内の変質魔力の残量が少ない。

			　俺は叫ぶ。

			「アンネも待ってる、だから帰るぞ、クーナ！　みんなで」

			　クーナが目を開ける。

			　その目は、真紅に輝いていた。獣の瞳だ。

			「があああああああああ！」

			　理性を失った瞳で、手をこちらに向けて炎を吹き出すクーナ。

			　黄金外装で纏った力を前方に集中し、耐える。

			　これで、なけなしの残りの変質魔力を使ってしまった。

			　おそらく、この炎の中でいられるのはあと、一分もない。

			　どうすれば、あいつの目を覚まさせてやれる……。そうか、一つだけ方法があるとすれば……。

			　そのとき、クーナが二度目の炎を放つために溜めを行った。

			　黄金の火柱の勢いが、目に見えて弱くなる。

			　これなら、受け流しの負担が軽くなる。

			　俺は全力で踏み込み、そしてクーナを抱きしめた。

			「があああ、が」

			　抱きしめたところで、クーナの正気は戻らない。もとより、この程度で止まるとは思っていない。

			　俺は思い切り、クーナの尻尾(しつぽ)を握りしめる。

			　光の八本の尻尾(しつぽ)ではなく、俺の大好きな、もふもふの尻尾(しつぽ)をだ。

			　クーナが驚きに目を見開く。そして、わなわなと震え、大声をあげた。

			「いきなり尻尾(しつぽ)を握るなんて、馬鹿ですか！　火狐の尻尾(しつぽ)を握るのは、ふぉっくすなんですよ！　旦那様以外、握っちゃだめなんですよ！」

			　光の尻尾(しつぽ)を背後に浮かべ、真紅に輝く瞳のままだったが、その声はいつものクーナの声だった。

			　こんなことで正気を取り戻すとは、実にクーナらしい、こんな状況なのに苦笑してしまった。

			「わかってる。でも、俺はクーナの旦那様になる男だからな。構わないだろう」

			　俺は腕の中のクーナのぬくもりを確かめたあと、彼女を解放する。

			「ソージくんの馬鹿！　何言って、ってソージくん、ひどい怪我」

			　クーナが俺を見て、驚く。俺の身体は少しずつ、クーナの炎に蝕(むしば)まれていた。

			「思い出した、私、炎が暴れ、ああ」

			　クーナが頭を押さえる。正気に戻ったのは一時的なもので、すぐにまた炎に意識が持って行かれそうになる。尻尾(しつぽ)を強く握って、正気を取り戻させる。

			「勝手にいなくなるな。まだ、話は終わってない」

			「ソージくん、また尻尾(しつぽ)！」

			「クーナは俺のだ。だからいいんだよ」

			　強く断言する。俺はクーナを手放したりしない。

			「……こんなときに、わっ、わたし、また」

			　尻尾(しつぽ)をさらに強く握る。クーナの持って行かれそうな意識をつなぎとめる。そして、クーナを強く抱きしめ耳元で叫ぶ。

			「クーナ、俺を見ろ！　俺は今、おまえの変質魔力を使う魔術を使っている。おまえの力を使う術式を見ろ！　見て使いこなせ、肌で感じろ！」

			　クーナは変質魔力の暴走で、おかしくなっている。逆に言えば、正しく使って消費すれば元に戻れる。

			「そんな、無理です、こんなの、見ただけじゃ」

			「やれ、やらないと俺が死ぬ」

			　冗談でもなんでもない。あと四十二秒で俺は力尽き、この炎に焼かれて死ぬ。

			「に、逃げてください、できないし、もう、わたし、また、おかしく」

			　もう尻尾(しつぽ)を握って正気に戻るのも限界のようだ。

			　それほどまでに、クーナは変質魔力に侵されている。

			「逃げない。クーナなら大丈夫だって信じてるんだ」

			　近くでクーナに魔力の使い方を見せる以上のことはできない。

			　さきほどから、抱きしめた肌から少しでも変質魔力を吸収し、その場で【黄金外装】に変換している。こうすればクーナに魔力の消費の仕方を教えながら、俺の変質魔力の消費を抑えられる。

			【黄金外装】は、急場しのぎの方法でしかない。

			　本当はもっと完璧な、正しい使い方をクーナに見せてやりたかった。今の俺では、これが限界だ。

			「いや、いや、無理、無理なんです。お願い、逃げて、このままじゃ、ソージくんを殺しちゃう」

			「その覚悟はあるよ」

			「私は嫌なんです！」

			　クーナが涙を流した。

			「大好きなんです！　ソージくんが好きなんです！　お願いだから、私に好きな人を殺させないでください」

			　そのとき、クーナが突然俺に口づけをした。唇を強引に押し付けるキス。
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			「最後に思い出ができました。だから、私は大丈夫。ソージくんだけでも生きて。ソージくんがこのまま死んだら、私、一生恨みますから！　ソージくんを殺して、私だけ生き残ったりしたら、その場で自殺しますから！　だから、逃げて」

			　クーナが泣き笑いになった。そして、クーナの瞳が再び獣の瞳に戻ろうとする。

			「クーナの気持ちを知ったら、余計に二人で生きないといけなくなった」

			　今度は俺から唇を奪う。もちろん、やけになったわけではない。

			　今のクーナとのキス、そこに俺たちの未来を見た。

			【黄金外装】は、正しい変質魔力の使い方ではない。

			　本来の変質魔力の使い方は、特定の因子を活性化させ、何かに変えること。

			　それがクーナの場合は、光の尻尾(しつぽ)を八本生やした姿。

			　俺が今まで変質魔力を正しく使いこなせなかったのは、俺の中に特定の因子が存在しないからだ。だから、擬似因子を構成し、それを活性化させるというアプローチをとろうとした。

			　しかし、それは失敗に終わる。圧倒的に情報が足りなかったのだ。

			　それでも、クーナのキスで、クーナの因子が俺の身体の中に入った今なら、正しく変質魔力を使える。

			「んん、んんん」

			　クーナの目が驚きに見開かれる。

			　クーナの唇に舌を押入れ、絡める。

			　粘膜接触により、魔力の吸収効率が跳ね上がる。変質魔力を全力で奪いつつ、クーナの因子をさらに奪う。

			　それを、俺の中で最適な因子へ改変する。

			　擬似因子を活性化させる前提で作り上げた術式を、クーナの因子を改変し活性化させる術式に変換する。

			　かつてないほどの思考の回転、かつてないほどの充足感。

			　ぶっつけ本番で、即興の、超高難度の魔術。

			　こんなもの成功するわけがない。当然、成功したこともない。

			　それでも、できるという確信があった。

			　それができるから、俺はここにいる。

			　クーナの唇から、そっと離れる。

			「わかったよ、クーナ、全部」

			　クーナはもう、限界だ。

			「クーナに貰った力で、俺はクーナを助けるよ」

			　さあ、俺の魔術を使おう。

			　術式が走る。俺の身体から黄金の魔力が吹き出る。

			　そして、クーナから貰い、俺が改変した因子が活性化する。

			　俺の中で、獣が暴れる。

			　因子の影響だ。だが、瘴(しよう)気(き)すら飼い慣らす俺が自分を見失うことはない。

			　術式が完成した。

			　この術式の名を告げよう、高らかに。

			「【白銀火狐】」

			　俺の髪の色が銀に染まる。瞳が青く染まる。

			　白銀の炎が吹き上がり、俺の背後に炎が超密度で固まった光の尻尾(しつぽ)ができる。

			　それは、今のクーナの姿と一緒だ。

			「あああああああ」

			　クーナの荒れ狂う炎が迫る。だが、俺は避けない。

			　俺の身体に触れた瞬間、炎が解け、その力を吸収する。

			　九尾の火狐は、圧倒的な火力が本質ではない。

			　すべての炎を統べること、それが九尾の火狐の本質だ。

			　白銀の火狐に変わった俺にはそれができる。

			　俺はクーナのところまで歩いて行く。

			　そして、クーナの額に触れた。

			　クーナの身体から、炎が吹き出る。悪いものすべてを吐き出すように、そしてその力は拡散していき、やがてクーナの中の魔力が空になった。

			　俺が、クーナの中の炎すら操ったのだ。

			　変質魔力がすべてなくなれば、九尾化は維持できない。クーナの光の尻尾(しつぽ)が消えた。

			　黄金の炎のベールが晴れた。クーナが崩れ落ちる。

			　俺は、彼女を受け止めお姫さま抱っこをした。

			「おかえり、俺のお姫さま」

			　そしてギュッと抱きしめる。

			　彼女を失わずに済んで良かった。

			　しばらく歩いているとクーナが目を開いた。

			「ソージくん、私、生きて」

			「二人で生き残ったよ」

			「そう、良かった。ソージくんが死ななくて良かったです」

			　クーナが俺の首の後ろに手を回してわんわん、泣いた。

			　そんな彼女にされるがままになっていた。

			　あとで俺のことを好きだと言ったのを思い切りからかおう。どんな反応を見せるのか、今から楽しみだ。

			　だが、失ったものも大きい。【白銀火狐】は、今の俺には不相応の魔術だ。反動で魔力回路がボロボロになってしまった。おそらく、もうまともに魔術は使えない。……覚悟はあったが、魔術を失う。そのショックは大きい。

			　だが、そんな俺でもクーナに力の使い方を教えるぐらいはできるだろう。そうすれば次は暴走しないで済む。

		

	
		
			第28話　地獄に垂らされた蜘蛛の糸

			　

			【白銀火狐】の効果で髪が白銀色になり、銀の燐(りん)光(こう)を纏い光の尻尾(しつぽ)を生やした俺は、全裸で気を失ったクーナをお姫さま抱っこで抱えて歩いていた。しかし……。

			「そうか、俺一人では使えない力か」

			　俺の操っていた白銀の炎が散り、【白銀火狐】の魔術が解除される。

			　髪の色も黒に戻った。解除したわけではない、解除されたのだ。

			　どうやら、【黄金外装】も【白銀火狐】もクーナが九尾化し変質魔力が活性化した状態でないと使えないみたいだ。

			　半死人の状態の身体を、クーナの変質魔力で無理やり動かしていた俺は、糸が切れた人形のように崩れ落ちそうになる。

			　最後の意地で、クーナを優しく地面におろす。

			「さすがに、死ぬかもな」

			　苦笑してつぶやく。

			　クーナの変質魔力の恩恵でも火傷(やけど)は癒えきってない。瘴(しよう)気(き)に焼かれた傷はクーナの変質魔力でも回復しなかった。

			　加護はとっくの昔に尽きた。血を失いすぎている。【白銀火狐】の反動を受けて、魔力回路はぼろぼろだ。

			　生きているのが不思議なぐらいだ。

			　視界が霞んで、立っていることすら限界で、倒れ込む。

			「ソージ、クーナ」

			　アンネが駆け寄ってきて、俺を抱きとめた。

			　彼女の体温と柔らかさが俺の意識をつなぎとめる。

			「アンネ、すまない。ちょっと無理をしすぎた」

			「謝ることはないわ。ソージはクーナを助けだしたもの。今は休んでいて。ソージが眠っている間は、命がけで二人を守るから」

			　その言葉に甘えて、全身の力を抜く。

			　アンネが俺を横にしてくれた。

			　それから、アンネは俺とクーナを運んで、地下九階の入り口付近にまで移動した。

			　俺たちを襲った三人の生き残りである魔法使いの少女も連れてきている。

			「アンネに甘えさせてもらうよ」

			「ええ、ソージたちは誰にも傷つけさせない」

			　アンネはクヴァル・ベステを構えて宣言する。よほど気合が入っているのか、すでに、クヴァル・ベステの第一段階解放状態になっていた。

			　彼女を信じて、意識の一部を起こしつつ仮眠をとった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　目を覚ます。

			　残念なことに、加護も魔力もほとんど戻っていない。それほどまでにダメージが大きすぎたようだ。

			　途中、一部起こしていた意識が、アンネが魔物を撃退しているのを見届けていた。ここのフロアの魔物は容(よう)赦(しや)なく襲ってくる。安全圏なんて地下九階に存在しない。

			　一人ではこの階層の魔物は辛いだろうに、よくがんばっている。

			「ソージ、起きたのね。これからどうする？」

			　アンネが俺に問いかけてくる。

			　彼女の顔には疲れがあった。今戦えるのは彼女だけ、そんな状態で怪我人の俺とクーナを守っているのだ。疲れのたまり方は尋常ではないはずだ。

			「クーナが起きるまで、ここでアンネを頼りにさせてもらう」

			「クーナが起きたあとは？」

			「クーナもたぶん、起きても、ぼろぼろでろくな戦力にならない。アンネが一人で、地下一階を目指してくれ。アンネに金を渡しておくから、もしランク２上位以上の力をもった探索者を見かけたら、俺たちを迎えにくるように依頼してほしい、地下四階の宿泊地ならきっと見つかる。それがだめだったら、学園に戻って教官に声をかけてほしい。俺とクーナはこの階層で息を潜めつつ、探索者を見かけたら付き添ってもらって地上を目指す。クーナが起きたら、隠れ回るぐらいはなんとかできるはずだ」

			　アンネだけで地上を目指すのも自殺行為だが、それでも彼女にかけるしかない。地下九階みたいな場所で偶然探索者が来る確率はさほど高くない。

			　クーナが起きて、それまで俺の魔力が少しでも戻れば、隠(いん)蔽(ぺい)の魔術を駆使して逃げまわるぐらいはできるだろう。

			　さきほどから、魔術回路の調子を確認しているが、だましだましなら、使用魔力が少ない魔術は使えそうだ。

			　食料と水が尽きるのが先か、アンネが助けを呼んでくるのが先かの勝負だ。

			「それしかないのね」

			「ああ、それしかない。俺とクーナがしばらく戦えない以上、アンネだけが頼りだ」

			　アンネが覚悟を決めてくれた。

			　生き残れるかどうかは彼女次第だ。

			　口には出さなかったが、一番怖いのは、クーナを襲った連中がまたやってくることだ。

			　転移できる以上、いつ、どこに現れても不思議ではない。

			「アンネ、すまない。一人で地下八階や地下七階を通り抜けるのは、アンネの実力じゃ危険だ。それを承知で頼んでいる」

			「そっちはまったく気にしてないわ。二人を置いていくのが怖いの。ソージが命をかけて、クーナを助けてくれたのだから、私も二人のために命をかけることに躊躇いはないわ」

			　まったく、頼りになる仲間だ。

			　そんなことを考えていると魔力の高まりを感じた。

			　まさか、またもや転移!?

			　違うな、魔力は俺の背中のリュックからあふれている。

			『その必要はないよ。あたしが今、助けに向かってる。探すのめんどいから、動かないで。まったく世話がやける』

			　リュックからユウリ先輩の声がした。

			「ユウリ先輩か？」

			『そうだよ。君の大先輩にして後輩に対する面倒見の良さナンバーワンのユウリ先輩だ。感謝するように』

			　俺がリュックサックをヒックリ返して魔力のもとを探すと、ビー玉ぐらいの緑の宝石が出てきた。

			　いったいいつの間にこんなものを!?

			　ここからユウリ先輩の声が聞こえる。

			「一応、聞くが俺たちを盗聴してたな」

			『まあね、君にサーロイン・ステーキサンドをご馳走になったときに、ちょっとね。洒落にならないくらいに嫌な予感がしていたから、秘蔵の魔石を忍ばせた。それ、めちゃくちゃ原料が高いし、あたしでも気軽に作れないんだぞ！』

			　愚痴っぽい声音でユウリ先輩が言う。確かに、サーロイン・ステーキサンドを振る舞っていた間、俺の警戒心は薄れていた。

			　その隙を突かれたのか。

			　だとしても、俺が常時発動型の魔力道具で監視されていることに気付かないなんて。

			　……いや、この緑の宝石は俺の魔力の波長に近くなるように偽装されている。

			　よほど強い魔力を流さなければ気付けないだろう。芸が細かい。

			「どうしても、聞きたいことがあった。嫌な予感がすると言ったあと、ユウリ先輩は悪い魔法を打ち破るのはいつも王子様のキスだって言っていたな。どこまで予想していた？　あいつらの襲撃も、クーナの暴走も、俺がクーナとのキスで因子を受け取り【白銀火狐】を使えるようになるまで、すべてお見通しだったのか？」

			　それができたら本物の化け物だ。

			『そこまで具体的に見えていたわけじゃないよ。ただ、脳裏にソージとクーナがキスをしている姿が思い浮かんだから、そう言っただけ、これは信じなくてもいいよ。あたしの予感は、そういうものだ』

			「信じる。それと助けにきてくれてありがとう。正直、ユウリ先輩のことはうさんくさいと思っていた。あと、どれくらいで着く？」

			『五分後、あいつらが転移したときからそっちに向かってるんだ。あと、うさんくさいのは間違いないから、謝らなくていい。勘違いしてもらっても困るから言うけど、あたしはソージたちの味方じゃない。どっちかって言うと、ソージの敵の敵だ。あの女、思ったより気が短いね。もう少し様子見してくれると思っていたけど』

			「あいつらのことを知っているのか？」

			『まあね……そろそろ通信を切るよ。これ、結構魔力使うし、それに、もう必要ない』

			　魔石が光を失う。

			　そして、すぐにユウリ先輩がやってきた。確かに、もう必要なかったようだ。

			「助けにきたよ。君たちの優しい、優しい、先輩が。感謝するように。ソージ、アンネ、クーナ」

			　魑魅魍魎が潜む地下八階をまったくの無傷で駆け抜けてきたユウリ先輩は、ドヤ顔でそう言った。

		

	
		
			エピローグ　ふぉっくす（本番）

			　

			　俺はクーナの部屋で安らかに眠る彼女を見守っていた。

			　クーナはもう、まる２日寝たきりになっている。

			　あれから、ユウリ先輩とアンネに守られながら、なんとか地上に戻ってくることができた。

			　地上を目指している際に、ユウリ先輩にいくつかの質問をしたが、何一つ答えてくれなかった。

			　それどころか、情報を得る鍵になるはずだった敵の少女もユウリ先輩に連れ去られている。

			　ユウリ先輩は、自分は味方ではなく俺たちの敵の敵だと言った。これはすなわち、クーナを攫(さら)おうとした奴らのことを先輩は知っているということだ。

			　クーナを守るために少しでも情報がほしい。どうにかしてユウリ先輩から情報を引き出さないと。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ソージ、くん」

			　夕暮れ時にクーナが目を覚ました。

			「おはよう、クーナ。ねぼすけにもほどがあるぞ」

			「ここは？」

			「クーナの部屋だよ。クーナはあれからまる二日寝たきりだった」

			　俺の話を聞いて、クーナは目を見開き、驚く。

			「そんなに経ったんですか……、よくお荷物の私を抱えたまま、戻ってこれましたね」

			「ユウリ先輩が助けに来てくれたし、アンネもよくがんばってくれた」

			「ユウリ先輩が？　ただものではないと思っていましたが、地下九階まで一人で来られるほどとは……」

			「それも、ほとんど無傷で息一つ乱さずだよ。一緒に地上を目指したけど、彼女はすごい。たぶん、俺より強い」

			　どんな手品を使っているのかはわからないが、低いランクに実力を偽装している。

			　その状態でも俺より強い。彼女の実力は底が知れない。

			「味方だったら心強いんですけどね。よくわからないです」

			　それは同感だ。

			　クラネルをけしかけるようなこともしてきた相手だ。警戒を解くことはできない。

			「クーナ、体に異常はないか？」

			「大丈夫ですよ。とくに問題はありません……少し魔力が使いにくいぐらいです」

			「そうか、良かった。ちゃんと治療はできているようだ」

			「治してくれたんですか？」

			「うん、あの変身で魔力回路に相当の負荷がかかっていたね。クーナは昔、しばらく魔力が使えないときがあったと言ってたじゃないか。今思うと、そのときも今回のように九尾の火狐になっちゃったんじゃないかな」

			「そうですね……兄様が言ってた私の尻尾(しつぽ)が九本になって大暴れしたって、本当だったんですね……。兄様には悪いことをしました」

			　俺は苦笑する。

			　シリルが大怪我をするのも、九尾の火狐化したクーナが本気で暴れたなら納得できる。

			　俺のときはまだ、定期的に変質魔力を吸収してガス抜きをしていたから、あの程度で済んだが、もし変質魔力の貯蔵が十分あったら、クーナはもっと凄まじい力を発揮しただろう。

			　……そんなクーナをシリルは止めた。少し、嫉(しつ)妬(と)する。

			「エルシエでお兄さんに会ったら、謝らないとね」

			「ですね……でも、兄様、弱みを見せたら間違いなく調子に乗りますよ。頭を撫でさせろとか言うかもしれません」

			「それぐらい、いいだろう」

			「だめです。兄様、痛くしちゃうから」

			　くすくすと俺たちは顔を合わせて笑った。

			「でも、驚きです。あのときはずっと魔力を使えなかったのに……こんなに早く魔力が戻るなんて」

			「いくつか理由はあるけど、一つは、一度治療したときに徹底的に魔力回路を効率化していたから、魔力回路が負荷に強くなったこと。もう一つは、変質魔力を定期的に抜いていたからね。たぶん、昔よりも小規模なものだった。クーナの意識が完全には持って行かれなかったのも、そのせいかも」

			「それはあるかもしれません。でも、やっぱりソージくんの治療のおかげです。ありがとうございました」

			　クーナがベッドで上体を起こして、礼をしようとする。

			　その瞬間、ふらついたので、俺は慌てて彼女を支える。その際に上着が落ちてしまった。

			「大丈夫か、クーナ？」

			「私は大丈夫。そっ、ソージくん、その身体、包帯だらけで、血が滲んで」

			「ああ、加護が尽きたとき、瘴(しよう)気(き)に焼かれたし、クーナを助けるために火傷(やけど)もしたからね。ちょっと、人には見せられないから」

			　紋章外装でまとった瘴(しよう)気(き)に焼かれ、さらに炎を纏ったクーナを抱きしめたせいで、俺の全身はひどい有様になっている。

			　顔だけは無事なのがせめてもの救いだ。上着を羽織って包帯だらけの身体を隠す。

			「わた、わたしのせいで、ソージくんに消えない傷が……それに、見た目だけじゃなくて、ソージくんの魔力、流れがおかしいですよ。いつもすっごく綺麗な魔力が勢い良く流れてるのに、今はか細くて、流れも淀んでぐちゃぐちゃで」

			「……クーナを真似て使った【白銀火狐】の後遺症だね。俺の身体じゃ無理があった」

			「私の魔力回路を治せるソージくんなら、治せるんじゃ」

			「無理だよ。魔力回路は魔術で治すんだけど、魔術を使いながら魔力回路を弄(いじ)るなんて、自殺行為もいいところだ。必ず魔術に影響が出る……少しずつ、自己治癒力を高めているけど、難しいね。俺はだめかもしれない」

			　クーナには言わなかったが、難しいなんてものじゃない。

			　実質的に魔術師としての俺は死んだ。

			　瞬間的な魔力の出力量が大幅に落ちている。クーナの魔力回路の治療のような、繊細で制御が難しいが魔力消費の少ない魔術なら騙し騙し使えるが、大きな制限がつく。

			　俺を癒すためには、俺以上に魔力回路の治療に精通した術者が必要になる。そんな者はこの世界にいない。

			「そんな、私のせいで、ソージくんが、そんな、めちゃくちゃに、ソージくん、世界一の魔術師になりたいって言ってたのに……ごめんなさい、ごめんなさい」

			　クーナが涙を流して謝罪する。俺はクーナのいるベッドに腰掛け、彼女を抱き寄せた。

			「謝らなくていいよ。全身のやけども、魔力回路がこうなることも全部わかっていて、それでもやったんだ。クーナを助けられるなら、構わないってね。全部俺の責任だ。それが嫌ならクーナを助けなければよかった。俺がどうなってもクーナに生きてほしかった」

			　紛れもない本心だ。

			　これからの人生に不安がないと言ったら嘘になる。

			　魔力をろくに使えずに、瘴(しよう)気(き)と火傷(やけど)の後遺症に苦しめられるだろう。

			「……ソージくん、エルシエに行きましょう。父様なら、ソージくんをなんとかできるかもしれません。いえ、きっとできます。父様にできないことはありません」

			　少し驚いた。実はエルシエに行くという提案は俺からしようと思っていた。

			「エルシエ行きには俺も賛成だよ。俺の治療じゃなく、クーナのためにね。いつ、またあいつらが来るかわかったものじゃない。シリルならクーナを守ってくれる。いや、クーナ。こうなった以上、クーナはエルシエに帰ったほうがいい。ここにいるより、ずっと安全だ」

			　抱き寄せたクーナの肩がぴくりと震える。

			「それは、ソージくんとお別れするってことですか？」

			「そうは言ってない。しばらく離れるだけだよ。クーナを守れるぐらいに強くなったら、迎えに行く」

			　俺の言葉を聞いたクーナが、ぽんっと俺の胸を叩いた。

			「そんなの嫌です。ソージくんと離れたくない。ソージくんもエルシエに来ればいいじゃないですか、ずっとエルシエで暮らしましょう！」

			　クーナはまるで駄々をこねる子供のように、俺の胸をぽかぽかと叩き続ける。

			「それはだめだよ。俺はさ、強くなりたいんだ。クーナをこうやって泣かせないために強く。地下迷宮のないエルシエだとそれができない。だから、エルシエにクーナを送り届けたら、俺はまたエリンに戻ってくるよ」

			　魔力をろくに使えず、瘴(しよう)気(き)と火傷(やけど)の後遺症に悩まされる俺が、本当に強くなれるのかはわからない。

			　だが、それでも、クーナのために成し遂げたいと思った。

			「そんな、そんな、ソージくん」

			　クーナが顔を手で覆った。

			　クーナの嗚咽が部屋中に響く。

			　彼女を励ましたいのに、いい言葉が浮かばない。

			「お見舞い来たよ！　クーナちゃん、そして実はクーナちゃんより瀕(ひん)死(し)なソージくん！」

			　重苦しい空気に包まれた俺たちの前に、底抜けに明るい声のユウリ先輩が現れた。

			　手には花束が握られている。

			「はい、これはお見舞いの品。そして、二人は大きな勘違いをしている！　まず、ソージ、エルシエには地下迷宮があるよ。シリルが秘匿しているけどね、あそこには、最初に封印がはじけ飛んで魔物が噴き出てきた〝はじまりの地下迷宮〟があるんだ。不思議に思わなかったかい？　エルシエの最強部隊〝イラクサ〟にランク５に至る猛者が数人いること、そんなのいつでも使える地下迷宮がないと不可能じゃないか」

			「それは本当か!?」

			「本当だよ。あたしはよく知っている。だって、そもそもあそこは……まあ、いいや。だから、エルシエでもソージは強くなれる。次、クーナちゃんの勘違い」

			　ユウリ先輩は、ぴしりと指をクーナにつきつける。

			「クーナちゃんは、父様なら治せるかもしれないって言ったね。それは違うよ。確実に治せる。それができる〝別の自分〟をシリルは持っている。だから、大船に乗ったつもりで帰るがいいさ」

			〝別の自分〟と言った意味はわからないが安心した。

			　シリルならできるかもとは思っていが、火傷(やけど)、瘴(しよう)気(き)焼け、魔力回路、すべてが癒えるのは嬉しい情報だ。

			　これで俺はまた戦える。クーナを守れる。最強を目指せる。

			「というわけで、提案するよ。みんなでエルシエに行って、さっさとソージを癒やす、そしてシリルの庇(ひ)護(ご)下でランクを上げて、奴らに対抗する力を手に入れるんだ！　そしてね、ソージと、こにはいないアンネ。君たちはそこでランク以外の力を身につけるべきだね。エルシエなら、いや、シリルなら君たちを導ける。あれはね、それができる化け物だ。人生の経験値が違う」

			　何もかもが完璧。これ以上ないベストな展望。

			　それなのに、なぜか俺はひっかかりを感じていた。

			「なんで、そんなことを知っている。そして、どうして俺にそれを伝えた」

			「ん？　知っているのは、あたしがエルシエの関係者だから。そして、伝えた理由は君たちに強くなってほしいからだよ。じゃあ、あたしは行くね！　ちなみに学校のほうも大丈夫だよ。別ルートからアンネの帯剣式に出て休んだ分は公欠にしてあげたし、もうすぐ夏休みだから、一ヶ月ぐらい休んでも問題ない！　その一ヶ月で強くなって、学園に戻ってきてね。クーナちゃん、エルシエに帰ったら、シリルによろしく！」

			「何から何まで、うまく行きすぎている。それに段取りが良すぎる。ユウリ先輩、こうなることまで見えていたんじゃないか？」

			「さあ、どうだかね。ただ、前も言ったけどあたしは、あたしのためにやるべきことをやるだけだよ」

			　そして、あっという間に彼女は消えていった。

			　残された俺たちは呆然とする。

			「本当に、あの人は何者なんでしょう」

			「俺にもわからない」

			「でも、ユウリ先輩の言うとおりにするしかないですね」

			「確かにな。たとえ罠(わな)だとしても乗るしかない」

			　はっきり言って、これ以外の選択肢はない。クーナを連れて、エルシエに行くというシリルとの約束、そして鍛冶を教えてもらい、クーナのために剣を作るという約束を果たすのにもちょうどいい。

			「でも、安心しました。私のせいでソージくんの人生、全部台無しにしちゃったって思ってました」

			「言っただろう。台無しになってもクーナが生きてくれれば、それでいいって」

			　クーナが顔を真っ赤にする。

			「それ、本気なんですね」

			「本気だよ。ずっと、俺は本気でクーナが好きだって言い続けて来たつもりだけど」

			「……なら、ふぉっくすしたこと許してあげます。とっさにあの場で言っちゃいましたけど、私、ソージくんのこと、好きなんです。私だけを見てくれる人を好きになろうって思ってたのに、絶対に浮気するソージくんを好きになっちゃったんです。結婚しても、女性関係で泣かされるってわかっていたのに、ソージくんじゃなきゃだめって思っちゃったんです」

			「ずいぶんひどい評価だな！」

			　あまりにひどいクーナの告白に、思わず突っ込んでしまった。

			「ふぉっくすしたんだから、ちゃんと責任とってくださいね？　火狐の尻尾(しつぽ)を握ったんだから、もう、なかったことになんてできませんよ……女性関係も惚(ほ)れた弱みです。一人だけなら許してあげなくもないです」

			　クーナが俺を上目遣いで見ながら、しっぽをすりすりと俺の腰あたりに擦りつけてくる。

			「なかったことになんてしないさ。クーナが俺を好きでいてくれるなら、絶対に俺はクーナを手放さない」

			　俺は強く言い切った。

			「ありがとう、ソージくん。大好きです」

			　クーナが満面の笑みを浮かべた。俺の大好きな、太陽のような笑顔。

			「その、心が通じあった記念に、ちゃんとしたふぉっくすをしたいです」

			「もちろん、望むところだ」

			「ソージくん、手の平を出してください」

			「こうかな」

			「はい、そんな感じです。ちゃんとしたふぉっくすは女の子が自分の意志で、好きな男の人の手に尻尾(しつぽ)をのせるんです」

			　言葉のとおり、クーナがもふもふで、可愛らしい最高の尻尾(しつぽ)を俺の手のひらにやんわりと置く。

			　滑らかで、ふかふかで、心地良い。

			「これから、どうすればいい」

			「男の人は、その女の子が好きなら、優しく尻尾(しつぽ)を握るんです。少しずつ力を入れてぎゅーって」

			　俺は頷く、クーナの尻尾(しつぽ)を握ると少しずつ毛が沈み込んでいく。

			　そして、尻尾(しつぽ)の肉にあたった、柔らかくしっかりと押し返してくるクーナの尻尾(しつぽ)、さらに力を込めるとそれに手が食い込んだ。

			「これが、正しいふぉっくすです。これで私はソージくんのものです」

			　クーナがはにかんだ。

			　そんなクーナがあまりに可愛くて、口づけをする。

			　クーナは目を見開いて驚いたものの、しっかりとくちづけを返してくれた。

			　俺はクーナの尻尾(しつぽ)をさする、するとクーナの顔が紅(こう)潮(ちよう)する。そして彼女は顔を離すと、熱い吐息を吐いた。

			「ソージ、くん。尻尾(しつぽ)、乱暴にしちゃ」

			「クーナ、大好きだ」

			　そして、俺はクーナを押し倒した。

			　

			〈『チート魔術で運命をねじ伏せる』④へ続く〉

		

	
		
			番外編　こんこん

			　

			　クーナを押し倒す。もちろん、最後までするためだ。

			　やっと気持ちが通じ合ったんだ。ここで終わるなんてありえない。

			「ソージくん」

			　ベッドで仰向けになったクーナが、潤んだ瞳で俺を見つめている。

			　クーナは前ボタンで留めるタイプの寝間着姿だ。

			　そのボタンを一つ一つ外していく。

			　クーナは抵抗をしない。きっと彼女も俺と一つになることを望んでくれている。

			　ごくりっ、と生(なま)唾(つば)を呑む音がやけに大きく聞こえた。

			「クーナ」

			　いいか？　なんて聞かない。それは野(や)暮(ぼ)だ。ただ、今は二人の絆を……。

			「ソージ、遅くなってごめんなさい。クーナの着替えをもってきた……わ――」

			　しかし、こういうときに限って邪魔が入る。

			　唐突にドアが開かれ、アンネがやってきた。手には、大きなカバンがあった。おそらく、クーナの着替えが入っているのだろう。クーナの身の回りの世話をアンネがしてくれていたのだ。

			「その、あの、ふ……二人とも、ごめんなさい。まさか、そんなことをしているとは思ってなくて――」

			　アンネが顔を真っ赤にしてカバンを取り落とす。すごく、申し訳なさそうな表情で俺とクーナを交互に見る。

			「ち、違うんです！　アンネが思っているようなことじゃないんです！」

			　クーナが慌てて口を開く。

			　こっちもアンネに負けず劣らず、顔が真っ赤になっていた。

			　クーナに覆いかぶさったままでいるのもあれなので、いったん起き上がる。

			「クーナ、いいのよ。わかっているわ。もともと、言葉に出さなくても二人の気持ちはわかっていたもの。やっとクーナが素直になったのね」

			　さすがに、この状況で言い訳は通じない。

			　アンネは間違いなく俺とクーナが一線を越えようとしたことに気がついている。

			「だから、違うんです。そういうのじゃなくて、そっ、そう、治療です！　ソージくんに魔術回路の治療をしてもらっていたところだったんです！　ほら、私、ああなっちゃって、魔術回路が不調だったから。ですよね、ソージくん」

			「あ、ああ、そうだな」

			　いきなり、強い口調で聞かれるものだから反射的に頷いてしまった。

			　アンネはしばらく考えこむ仕草をしたあと、そう、と短くつぶやいた。

			「クーナ、別にソージとそういうことになったのなら、隠す必要はないわ。存分に楽しんで。むしろ、外で見張りをしてもいいと思っているわ」

			「だーかーらー、違うんです！　ただの治療です！」

			　クーナは必死に否定をする。そんな姿を見て、少し残念な気持ちになる。だが、アンネに俺たちの仲を隠したいなら話を合わそう。

			「アンネ、本当だよ。いつもの針治療をしようと思ってね」

			「そうだったのね……クーナ、ソージ、変に疑ってごめんなさい」

			　アンネが頭を下げた。少し、罪悪感がわいてくる。

			「クーナ、目を覚ましてくれて嬉しいわ。ずっと寝たきりだったから心配だったの」

			　アンネはそう言うとカバンを開け、クーナの着替え、そして小さな瓶を取り出した。

			　あれは、クーナがよく買い食いをしている、桃に似た果実ピナルのハチミツ漬けだ。

			　少し分けてもらったことがあるが、甘酸っぱくて美味しかった。

			「あなたが起きたときのために、用意してあったの。あっさりして食べやすいし、栄養もある。それに、好物だから弱った体でも食べられると思って」

			　アンネは病室の棚から木皿とスプーンを取ると、瓶の中身を移し、クーナに差し出した。

			　クーナは、潤んだ瞳になった。

			「……アンネ、大好き」

			　アンネをぎゅっと抱きしめる。

			「クーナの気持ちは嬉しいわ。でも、先にピナルを食べなさい。体が相当弱っているはずよ」

			「はい、食べます。でも、もうちょっとだけ、ぎゅーっとさせてください」

			　クーナとアンネの抱き合う姿は大変眼福だ。

			　ただ、あまりにも美しい友情を目の当たりにして、エッチな気持ちは完全に吹き飛んだ。

			　その後は、クーナの提案で、三人でピナルの実を食べ、医者を呼び検査をしてもらってから退院手続きをした。

			　二日寝たきりになっていたので体力が落ちている以外は、健康な状態で一安心だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　クーナが退院してから、二日が経った。

			　今はクーナと二人きり、ベッドに腰かけていたところだ。

			　クーナは毎晩、俺の部屋に来てくれていた。別にいやらしいことをするためじゃない。

			「ソージくん、かゆいところはないですか？」

			「気持ちいいよ」

			　彼女は包帯をほどき、お湯を含ませた布で俺の体を拭く。

			　クーナはこうして毎日、俺の体を拭き、包帯を交換してくれていた。火傷(やけど)と瘴(しよう)気(き)に悩まされている身にとって、非常にありがたい。

			「ふふふ、クーナちゃんのテクニックに骨抜きになるがいいです」

			　冗談めかした口調だが、額に汗をかき精一杯、看病してくれている。

			「クーナ」

			「なんですか、ソージくん」

			「別に無理して俺の面倒を見る必要はないよ」

			　今の俺の体は、決して見ていて気持ちいいものじゃない。火傷(やけど)に瘴(しよう)気(き)焼けが重なり、見た目は醜悪だ。

			　それに、包帯で蒸れてもいる。臭いだってきつい。辛くないわけがない。

			「無理はしてないですよ」

			「そんなはず……」

			「もちろん、ちょっとしんどいですが、好きな人の力になれることが嬉しいんです。少しでもソージくんに喜んでもらいたいんです」

			　クーナは体を拭き終えると、手際よく包帯を巻いていく。強すぎず、弱すぎず、丁寧な仕事だ。

			　自分でするよりも、ずっといい仕上がりになる。

			「クーナはいいお嫁さんになるよ」

			「何を他人事みたいに、ソージくんのお嫁さんになるんですよ」

			　クーナが可愛らしく頬を膨らませる。

			「そうだったな」

			　薄く微(ほほ)笑(え)む。魔術を失っても、クーナが隣にいてくれるなら悪くない。本気でそう思える。

			「これで、終わりです」

			　クーナが包帯をたたんで、袋に詰める。

			　いつもなら、それで終わり。

			　ただ、それが名残惜しくて、クーナの手を握りベッドに引き寄せる。

			「きゃっ」

			　クーナが短く悲鳴をあげて、俺に覆いかぶさるかたちになった。

			　クーナを受け止めつつ、キスをする。彼女は自然に俺のキスを受け入れた。

			「ソージくん、いきなりはずるいです」

			　顔を赤くしてクーナは顔を逸らす。

			「でも、嫌がってないよね」

			「好きな人とのキスを嫌がる女の子はいません」

			　可愛いことを言ってくれる。

			　クーナの尻尾(しつぽ)に手を這わせる。優しく揉むと、クーナが熱い吐息をもらした。

			「クーナ、どうしてアンネに秘密にしようとするんだ」

			　ずっと不思議だった。隠す理由がとくに思い浮かばない。

			「……私は今の【魔剣の尻尾(しつぽ)】が大好きなんです。三人パーティの中で、二人が結ばれるって変じゃないですか。【魔剣の尻尾(しつぽ)】が変わっちゃうのが怖い」

			「その気持ちはわかるよ」

			　アンネに余計な気を使わせてしまうかもしれない。

			「それに、アンネはずっとソージくんのことを好きって言い続けていました。自分に正直で、うらやましい。私は本当の気持ちが言えなくて、それなのにソージくんに好きになってもらっちゃって、ずるいんです」

			　クーナの頭を撫でる。

			　彼女は、俺のことを好きなように、アンネのことも大好きなんだろう。

			「ずるくなんてないさ。どっちかって言うと、このまま二人だけの秘密にして仲間はずれにされるほうが可哀想だと思う。たぶんアンネは気付いていて、わざと気付かないふりをしているんだ。それにさ、そんなことで【魔剣の尻尾(しつぽ)】が不仲になるなんてアンネに対して失礼だ。それぐらいでどうにかなるような、やわな絆じゃない」

			　一緒に何度も死線を潜り抜けた。一緒に笑って、一緒に泣いて、こんな最高のパーティはほかにないと胸を張って言える。

			「ソージくん、少し時間と勇気をください。いつか、気持ちの整理がついたら、アンネにちゃんと伝えたいと思います。……だから、今は」

			　クーナが抱き着いてくる。

			「わかった。もう少し黙っていよう」

			　俺はクーナを抱きしめ返す。お互いの気持ちが高まってきた。今度こそ、最後まで行きたい。しっかりと部屋の鍵をかけている、今日は邪魔が入らない。

			　クーナから石鹸の香りがした。部屋に来る前に体を洗ってきているようだ。

			　彼女も今日はこうなる予感がしていたんだろう。

			　服の中に手を入れて、直接彼女の胸を揉む。

			「ソージくん、優しくしてください」

			「クーナが可愛すぎて、ちょっと自信がないな」

			「ううう、またそうやって恥ずかしいことを。……ついに、こんこんしちゃうんですね。父様、母様、クーナは女になります」

			　ふぉっくすの次はこんこん。火狐独特の言葉は、謎が深まるばかりだ。

			「その、こんこんってなんだ」

			「ふふ、まだ秘密です。大丈夫です。優しく教えてあげますから」

			　微妙に大人ぶって、からかうように言うクーナ。

			　ほう、面白い。そういう態度を取るなら、こちらも本気で行かせてもらおう。

			「ああ、教えてくれ。俺もクーナにいろいろと教えるから」

			　俺の上に覆いかぶさっていたクーナごと回転し、俺が押し倒すような体勢になる。

			　そうして、彼女の服を脱がし始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝が来る。クーナはすでに起きていた。彼女は俺の頭をやさしく撫でていた。

			　そして、子守歌のつもりか小さく歌を口ずさんでいた。

			「狐色の夕暮れ　君が尻尾(しつぽ)に手を伸ばした

			　照れくさくて　逃げちゃったけど

			　本当はね　ぎゅっとしてほしかった

			　君を思うと心がこんこん

			　どうしようもなくもふもふしちゃう

			　こっちにおいでよ　もふもふこんこん

			　君に会いたい　もふもふこんこん

			　ぎゅっとしていて　朝が来るまで

			　高鳴る鼓動は　確かなふぉっくす」

			　淡い恋の歌。

			　甘酸っぱくて幸せな、そんなクーナの気持ちが伝わってくる。歌が終わるまで、眠ったふりをつづける。こんな素敵な歌、最後まで聞かないともったいない。

			　クーナの歌が終わった。心地よい達成感。朝からいいものが聞けた。

			「おはよう、クーナ」

			「おはようございます。ソージくん」

			　クーナが薄く微(ほほ)笑(え)む。

			　挨拶替わりに尻尾(しつぽ)を握ると、一瞬驚いた顔をして、それからクーナははにかみ、キスをしてきた。

			　すごくこそばゆい。完全にバカップルだ。

			　昨日のことを思い出す。こんこんはすごかった。本当にすごかった。もう、こんこんなしでは生きていけない。今すぐにでも、またこんこんしたいぐらいだ。

			　だが、そうも言っていられない。俺たちは急いで身支度を整えて食堂へと出発した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　食堂にはアンネが先に到着していた。

			　とはいえ彼女も来たばかりなようで、ちょうど朝食を盛り付けているところだった。

			　騎士学校の朝食はビュッフェ形式で、好きなものを好きなだけ食べることができる。

			「ソージ、クーナ、おはよう」

			「おはよう」

			「おはようございます、アンネ」

			　いつものように、三人で同じ席に座る。

			　ここの食堂はしばらく使わなくなる。

			　明日、いよいよ俺たちはエルシエに向けて出発するのだ。そう思うと、ただの食堂も感慨深くなるから不思議だ。

			　もくもくと、朝食を食べる。

			　アンネはいつもどおり、野菜が多めの朝食。そしてクーナはいつも肉が多めの朝食なのだが、今日はいつもより果物が多めだった。それも酸味が強そうな。……わざとか？　わざとなら気が早すぎる。

			「ねえ、ソージ、一つ大事な話があるの。いえ、お願いと言ったほうが正しいわ」

			「改まってどうした」

			「すごく大事なことよ。私たち【魔剣の尻尾(しつぽ)】の今後にかかわる重要な案件。もしかしたら、【魔剣の尻尾(しつぽ)】が続けられなくなるかもしれないの。少なくともこの三人では無理になるわ」

			　アンネがひどく真剣な表情を浮かべる。

			　クーナが緊張のあまり、フォークを落とした。

			　十中八九。俺とクーナの仲についてだろう。【魔剣の尻尾(しつぽ)】が続けられなくなるというのは穏やかじゃない。この三人では無理ということは、アンネは抜けるつもりなのか？

			「アンネ、俺とクーナのことを言っているのか」

			「ええ、そうよ」

			　一気に気温が下がったかのような錯覚に陥る。

			　アンネなら、俺とクーナの仲を笑って許してくれると思っていたが、そこまで追いつめてしまっていたのか。そしてアンネは、重苦しく口を開いた。

			「ソージ、クーナ、……やるのはいいけど、絶対に避妊を忘れないで」

			「「はあ？」」

			　クーナと二人合わせて間抜けな声をあげてしまった。それは、あまりにも想定外なセリフだった。

			「二人が深い仲になったのは、なんとなく見ていればわかるわ。エッチなソージが、そうなったら我慢ができるはずないもの。なら、問題は避妊ね。クーナが妊娠して、地下迷宮に潜れないなんてことになったら、【魔剣の尻尾(しつぽ)】は事実上解散になる。それだけは避けたいわ」

			「ちょ、アンネ、何言っているんですか！」

			　クーナが立ち上がり、真っ赤な顔で抗議する。息も荒く、尻尾(しつぽ)の毛は逆立っていた。

			「言ったとおりよ。クーナの性格上、できてからおろすという選択肢はないでしょ？　だから、そうなる前にしっかりと避妊をしないといけないの」

			　一気に力が抜ける。俺は小さく笑う。

			　なんだ、やっぱりいつものアンネだ。

			「避妊なんて、そんな、私とソージくんはそんな関係じゃないです。この前、ソージくんが私を押し倒したように見えたのも、ただの治療で」

			　クーナとアンネが言いあいを始める。というより、アンネがクーナをからかって遊んでいるようだ。俺は微(ほほ)笑(え)ましい気持ちで彼女たちを見つめる。

			　アンネが俺に向かってウインクをする。

			「そう、わかったわ。クーナはどうあっても素直にならないのね。そういうことにしておいてあげる。でも、あえて言っておくわ。私は別にクーナとソージがそんな関係になっても、急に態度を変えたりしない。クーナのことは大事な友達だと思っているの。色恋沙汰で、気持ちが変わることはないわ」

			　アンネは、きっとクーナの悩みまで見抜いていたのだろう。だから、こんなことを話した。

			　彼女にはかなわない。きっと彼女がいるから、【魔剣の尻尾(しつぽ)】はうまく回っているのだろう。

			「アンネ、ありがとう」

			　クーナが安(あん)堵(ど)や、申し訳なさ、いろんな感情を込めた声を出す。

			　アンネの言葉がうわべだけじゃないことが伝わったからだろう。

			　なにせ、俺とクーナが愛し合っていることを確信して、それでもいつもどおりに振る舞ってくれている。

			　そんなアンネの気持ちが、クーナには伝わっている。

			「どうしてお礼を言われるのかは、わからないのだけれど。クーナの悩みが解消されたなら、私としても嬉しいわ」

			　アンネは苦笑する。そして、いたずらじみた表情になる。

			　きっと、何かをやらかすつもりだ。

			「一つ言い忘れていたわ。私は貴族に生まれたこともあって、一夫多妻制には賛成なの。だから、クーナと結ばれたからと言って、ソージを好きな気持ちは変わらないし、諦めるつもりもないわ。私としてはソージがクーナと私、二人とも愛してくれればベストだと思っているの」

			　アンネが投げた爆弾に見事にクーナが食いついた。だが、そこに剣呑さはない。

			　俺は微(び)笑(しよう)し、クーナが頬を膨らませて、アンネが飄(ひよう)々(ひよう)と受け流す。そんないつもどおりの光景が広がる。俺の、いや、俺たちが大好きな【魔剣の尻尾(しつぽ)】。

			　この三人でずっといるためにも、エルシエに行って力を取り戻さないといけない。

			　そんなことを考えながら、朝食の時間はすぎていった。

		

	
		
			あとがき

			　

			『チート魔術で運命をねじ伏せる３』を読んでいただき、ありがとうございました。

			　著者の『月夜 涙』です。

			　

			　三巻では、今までほのめかしていたクーナの過去と秘密が明かされます。

			　過去を乗り越えると同時に、二人の関係が変化します。もちろん、アンネとの関係も。

			　そして、黒幕に連なる敵、この物語の新たな重要人物たちが登場します。恋もバトルも今まで以上に盛り上がるものになっております。ぜひ読んでやってください。
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			　本作の四巻は冬頃の発売予定です。初めて、封印都市の外の話になるのでお楽しみに。今回出てきた銀色の新キャラが活躍しますよ。

			　また、モンスター文庫で平行して連載しているシリーズ『エルフ転生からのチート建国記』も四巻が先月出版されました。同じ世界観なので読むとにやっとできるかもしれません。

			　秋には、単行本のほうで新シリーズ、『お菓子職人の成り上がり』を始めます。菓子作りでみんなを幸せにするお話です。こちらも気になったのなら、ぜひ手に取ってやってください。

			　

			謝辞

			　

			　夜ノみつき先生、素晴らしいイラスト感謝です。クーナやアンネたちの魅力は文章だけでは描き切れませんでした。今回のイラストでは特に覆いかぶさるクーナの色気がすごかったです。

			　担当編集の荒田様。いつもながら、わがままばかりの作家で申し訳ございません。

			　モンスター文庫編集部と関係者の皆様。デザインを担当して頂いた青木様、ここまで読んでくださった読者様にたくさんの感謝を！　ありがとうございました。

			　

			　

			二〇一六年　八月　月夜 涙

		

	
		
			月夜 涙（つきよ るい）

			ライトノベル作家。キャラクターを可愛く書くことに命をかけています。キツネとエルフが大好き。読者様が楽しんでくれることを祈っています。（二〇一六年八月現在）

			　

			夜ノみつき（やの みつき）

			北海道在住、獣耳と銀髪とロリが好き。趣味はアニメ、ドラマ、映画などを作業の合間に見ること。最近は柴犬を飼いたいけど我慢して画像や動画を見て悶えています。（二〇一六年八月現在）
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